




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　高校二年の二学期。中間考査の日程がすべて終わり、黒くろ崎さき小さ夜や香かは高鳴っていく胸を抑おさえながら、ＨＲホームルーム終しゆう了りようのチャイムを聞いていた。前の席の友人が小夜香を振ふり返る。

「小夜香、今日どっか寄って──」

「ごめんなさい。今日は、ダメなの」

　胸の前で手を組み、小夜香はほうっと息をつくと、遠くを見つめて微笑ほほえんだ。

「運命の人に、会いに行くから……！」

「あ、はい。ゲームね。もう買ってあるんだっけ？　『星の聖騎士２』？」

「お手製の祭さい壇だんに飾かざってあるのー！」

「祭壇に。……発売日、テスト前だったんでしょ？　よく我が慢まんできたね」

「超ちよ～ぉ、やりたかったけど、成績落ちたら親にゲーム禁止令出されるし、何より……」

　胸の前で組んでいた手を解いて、小夜香は拳こぶしを握にぎる。

「成績が落ちるのを聖騎士達のせいにするなんて、私自身が許せない！」

「このオタク意識高たけぇな。それでそのクマなんだ」

　成績を落とすわけにはいかないため、テスト期間中はほとんど寝ねずに勉強していた。

「おかげで手て応ごたえはばっちりだった！　これも聖騎士のおかげです！」

「あんた、あのゲームのためならすさまじい力を発揮するよね……」

　呆あきれているんだか感心しているんだかわからないが、とりあえず小夜香の趣しゆ味みを否定せず、理解してくれている友人がいるのは本当にありがたい。

「ってことで、私は帰るね！　テストお疲つかれー！」

　気の抜ぬけた空気の漂ただよう教室を、小夜香は長い黒くろ髪かみを靡なびかせ、颯さつ爽そうと歩いて出て行く。

「本当に、聖騎士のためなら軽く世界でも救いそうだなあいつ……」

　忍にん者じやのように人を避よけ、もはや走るより速いんじゃないかという早足で去っていった小夜香を、友人はそう評価した。




「ふふふ……待ってたぜ、この日を……！」

　祭壇の上に飾ったゲームソフトを、小夜香はそっと手に取り、頭上に掲かかげた。ついに、このビニール包装を破る時が来たのだ。テンションも最高潮に盛り上がっている。

「『星の聖騎士２』！　はっじめっるよー！　フゥー！」

　両親は仕事で夜よる遅おそくまで帰って来ない。もはや誰だれも小夜香の暴走を止める人はいない。窓も閉めきり、昼間なので多少騒さわいでも近きん所じよ迷めい惑わくにはならないだろう。

　もう何度プレイしたかわからない恋れん愛あいシミュレーションゲーム『星の聖騎士』──主人公は姫ひめであり、『星の力』という特別な能力を騎士達に与あたえる『聖女』でもある。十二の星座を司つかさどる騎士達と力を合わせて怪かい物ぶつの王を倒たおし、世界を救う──というのが大まかなストーリーだ。

　その続編がつい先日発売された。小夜香はテスト期間中だったため、ソフトを手製の祭壇に飾り、パッケージを毎日拝むだけの日々だったが、それも今日で終わりだ。

　制服を着き替がえもせずにソフトをポータブルゲーム機に入れ、電源を押す。

　画面に映ったのはタイトル画面。タイトル下の『スタートボタンを押してください』という言葉に倣ならうと、一いつ瞬しゆんブツンという音と共に画面が暗転し、小夜香は慌あわてた。

「え、何、故障!?　──あ、何だそういう演出か」

　画面には、真っ黒な背景に白い文字が浮うかび上がっていた。

『あなたは、聖騎士を知っていますか？』

「知ってますともー！」

『はい』か『いいえ』の選せん択たく肢しがある。小夜香が『はい』を押すと、次の質問が現れた。

『あなたは、聖騎士達を愛していますか？』

「イエスイエス！　超イエス！　愛してるー！」

　憧あこがれの、十二人の聖騎士。

　彼らはそれぞれ怪物を倒し、人々を守るという使命を持っている。しかしその信念は一人ひとり違ちがっていた。彼らの信念に小夜香は心を動かされ、励はげまされ、勇気をもらった。だからこんなにも、続編のゲームが楽しみなのだ。また、そんな彼らに会えるのだから。

『あなたは、聖騎士達がどんなに変わっても、愛せますか？』

　その質問に、小夜香は少し考えてしまった。というのも、続編は楽しみだったが、前情報はほとんど見ていない。プレイした時に驚おどろきがほしかったからだ。ただ、シナリオライターが変わり、聖騎士達の性格もかなり変わっているとの噂うわさは聞いていた。そして何より、主人公の立場も。少々嫌いやな予感がしつつも、小夜香は画面に向き直る。

「ま、まあ、私は聖騎士達の信念さえ変わらなければ、全然構わないし！　うん、大だい丈じよう夫ぶ！」

　ちょっと不安になってしまったが、小夜香は『はい』を選ぶ。

『あなたは聖騎士達を──どんなことをしても、手に入れたいですか？』

「何かいきなり闇やみ堕おちみたいなこと言ってきた！　どんなことって、どんなことよ!?」

　また不安が募つのる。しかし、『ゲームをやめる』という選択肢は今の小夜香にはない。

「手に入れますとも！　今回も全員私のものよ！　やっぱり最初は最さい推おしのレオからかな～」

　ハイテンションのせいで言い回しが悪役みたいになってしまったが、実際そのつもりだ。前作ではハーレムエンドが隠かくしルートとしてあったが、小夜香は攻こう略りやくを見ない主義だ。そのうえ難易度が高く、運要素まで必要になるため、まだハーレムエンドは見たことがない。また挑ちよう戦せんしないといけないと決意し、小夜香が画面に視線を戻もどした──その時だった。

「──あなたの名前を教えてください」

　その言葉は文字ではなく、若い男性の声で小夜香の耳に届いた。心地ここちよい、落ち着いた綺き麗れいな声。しかし聖騎士の声ではない。初めて聞く声だ。新キャラだろうか。

　名前を入力しようとするが、いくら待っても入力画面が出てこない。音声認にん識しき機能が初期設定なのかもしれないと思い、小夜香は自分の名前を声に出す。

「さ、小夜香……。黒崎、小夜香」

　男性の声が、一瞬笑った気がした。

「では、サヤカさま。あなたは聖騎士達の星の力を奪うばう者──聖騎士達の敵です。星の力を奪い、彼ら全員を倒しましょう」

　敵──そのたった一つの単語が、小夜香の胸にぐさりと突つき刺ささる。あらすじだけは読んで主人公が聖騎士と対立する立場だとは知っていたが、思った以上にダメージが大きい。

「っていうか、倒すって……何？　力を奪う？　はあ!?　何で憧れの聖騎士達を倒さなきゃいけないのよ、ふざけんなー！」

　怒いかりのままに叫さけぶと、精神的ダメージのせいか、それとも連日の徹てつ夜やが祟たたったのか、目眩めまいがした。椅い子すがバランスを崩くずし、小夜香はぐらりと後ろに倒れる。

（あ、やばい）

　そう思った時にはもう遅おそい。ゴッ、と後頭部に衝しよう撃げきがあった。
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　ゴッ！

「いっ……たぁっ！」

　椅子から落ち、サヤカは全身を打つ。特に後頭部が痛い。椅子から転げ落ちただけのはずだが、予想以上に衝撃が強かった。

「ぐおぉおぉぉぉ……！」

　涙なみだを浮かべて後頭部を押さえ、女子高生にあるまじき苦く悶もんの声を上げて目を開けると、ふと天てん井じようの様子が違うことに気付く。周囲もざわざわしている。

（……ざわざわ？）

　両親が仕事仲間でも連れて来たのだろうか。珍めずらしいと思いながら、顔を上げる。

　辺りがやけに暗い。いつの間にか眠ねむっていて、日が暮れたのだろうか。照明も少なくてよく見えないが、明確にわかることは、ここが知らない場所であること。

「ど……どこ、ここ……？」

　後頭部の痛みも忘れ、辺りを見回す。男達が座り、その中心にサヤカがいる。サヤカは床ゆかに倒れているのではなく、テーブルの上にいるようだった。

　サヤカの目の前にいる男が、声を発する。

「なん、だ、てめえ……？」

　暗くて顔は見えない。しかし低く響ひびく声が、不ふ機き嫌げんかつ困こん惑わくしていることはよくわかった。

（っていうか、この声、どこかで聞いたことあるような……？）

　よく見ようとしたサヤカの耳に、ガタガタと椅子から立ち上がる音が聞こえてきた。男達が立ち上がると、鍛きたえ上げた身体からだがよくわかった。

　彼らに誘ゆう拐かいでもされたのだろうかと思ったが、そんな記き憶おくはない。

「どこから入り込んだ!?　いや、今どうやって現れた！」

　混乱するサヤカだったが、相手もまた混乱しているらしかった。

「え、し、知らない！　わかんないです！　ここ、どこ？　あ、すみません退どきますね」

　とりあえず今現在使われているテーブルに乗っているのはよくない。彼らも困惑しているからか、サヤカの行動を止めなかった。

「いかがいたします……？　一応、人間のようですが……」

「突とつ然ぜん現れやがったんだ。怪物の類たぐいかもしれねえ。とっ捕つかまえてすべて吐はかせろ」

「か、怪物って……何言ってるん──」

「吐かねえ場合は、拷ごう問もんも許可する」

「……ごーもん？」

　やばい。それだけは確かだった。生まれて初めて、生命の危機を迎むかえているらしい。

　男達から後あと退ずさると、金属のドアノブに触ふれた。後ろ手に回してみると、扉とびらは開けられるようだった。だが、その前に男達の腕うでに捕まってしまいそうだ。

　サヤカは一瞬でも彼らの気を逸そらせないかと、必死で思考を巡めぐらせる。そしてある考えに至り、窓の外を指さして、全力で叫んだ。

「あ──────っ！」

　思考は巡らせたが、こんな方法しか浮かばなかった。男達もサヤカの大声に驚いたのか、視線を窓に向けた。その隙すきにサヤカはドアを開けて駆かけ出した。

（これに引っかかる人まだいたんだ！　よかった！　ありがとう！）

　ドアの向こうは、心地よい夜風が吹ふく外だった。アスファルトではなく石で舗ほ装そうされた道を、とにかく全速力で走る。灯あかりもろくになくて不安になる。

「あの女、やっぱり怪あやしい！　追え！」

　背後から先ほどの柄がらの悪い男達が追いかけてくるのがわかった。

「何なのぉ!?」

　辺りも知っている道ではない。それどころか、日本ですらない。煉れん瓦がや石造りの家が多い。ヨーロッパの町並みにしか見えなかった。

　もしかしたら、誰だれかに助けを求めたほうがいいんだろうか。

　サヤカが立ち止まろうとしたその時、路地から手が伸のびてきて、サヤカの腕を摑つかんだ。

「こちらに」

　若い男の声がする。こちらもまた、どこかで聞いたことがある声だった。青年はサヤカを引き寄せると、サヤカの身体に上着を被かぶせて背中を壁かべにつけさせる。そうしておいて、青年は大通りのほうを窺うかがっていた。

「い、一体、何な、の……──」

　不安で泣きそうになっていたサヤカだったが、その青年を見上げた瞬しゆん間かん、涙が引っ込んだ。

　暗い中でも輝かがやく月光のような銀ぎん髪ぱつ。こちらを見下ろす涼すずしげな目元に収まるのは、髪かみと同じ銀色の瞳ひとみ。鼻筋はスッと通り、唇くちびるも完かん璧ぺきに整っている。

（な、何この美形……！　顔面の宝石箱ですか……!?）

　サヤカは疲ひ弊へいした自分の体力と精神力が回復するのを感じていた。

（あの、あなたは？）

「顔がいい……！」

　うっかり言いたいことと心の声の出力を間ま違ちがえ、慌あわてて口を塞ふさぐ。

　幸い青年はよく聞こえなかったのか、首を傾かしげてから、口元に人差し指を当てた。

「静かに。あなたはじっとしていてください」

　口元に指を当てたまま、彼はサヤカに上品に微笑ほほえみ、その顔を近づけてくる。

（何そのイケメンにしか許されない仕草！　……ていうか近い近い顔が近い！　スチルでもこんなに近くないんですけど!?）

　頰ほおにそっと触れられ、鼻先がくっつきそうなほど、綺麗な顔が近づく。サヤカが真っ赤になっていると、青年はくすりと笑い、もう一度口元に指を当てる。

「何もしませんから、このまま」

　そっと囁ささやかれ、さらに顔に熱が集まる。

　その彼の背後から、追ってきていた男達の声がして、サヤカは身体を硬こう直ちよくさせる。

「おいお前達！　女を見なかったか!?」

「知らないな。邪じや魔ましないでくれ。お前達は人の情事を見て興奮する趣しゆ味みでもあるのか？」

　青年の言葉に、男達から舌打ちが聞こえた。その後、彼らの足音が遠ざかっていく。

（えっ、何かしてると思われた!?　違ちがいますけどー!?）

　しかし今は誤解を解くより、ここから逃にげたい。

「……行ったか。早くここから離はなれましょう。状じよう況きようの説明はあとでしますから」

　謎なぞの美青年に手を引かれ、サヤカは彼について走り出す。しばらく走っていると、不意にこの町に見覚えがある気がした。

（ここって、もしかして……ううん、確かに……）

　ゲーム『星の聖せい騎き士し』の舞ぶ台たい──アルジェント王国のとある町に似ている……気がする。

　そこまで思って、サヤカは自分の考えに笑って首を振ふった。

（いやいや、夢よね～。あの世界でこんな美形に助けてもらうなんて、夢でしかありえない。ていうか私の脳みそグッジョブ！　この調子で聖騎士達にも会えないかな～。……いや、会うのよ私！　がんばれ私の妄もう想そう力！）

　気合を入れたところで、ふと、自分の手を引く青年を見上げる。

「ところであなたは……誰ですか？」

　こんな美形、『星の聖騎士』には出てこない。いたら絶対攻こう略りやくキャラのはずなのに。

　人ひと気けが少ないことを確かく認にんして、青年は立ち止まる。そしてサヤカの前に跪ひざまずいて、頭こうべを垂れた。

「あなたをこの世界に呼んだ者です。私のことは、ジルとお呼びください、サヤカさま」

　ジルと名乗った青年は、顔を上げてにこりと微笑む。その目ま映ばゆいまでの笑え顔がおはまるで王子さまだ。そんな人に──いや、そんな人でなくても、さま付けで呼ばれるのは、庶しよ民みんのサヤカには何だか居い心地ごこちが悪い。

「あの、さま付けは、あんまり慣れてないんですけど……そんな身分でもないですし……」

「私は執しつ事じとしてあなたをお守りする者ですから。私に敬語は結構ですよ」

「執事キャラ……ですって……!?」

　王子さまフェイスなのに執事。悪くない。むしろいい。すごく。しかしあまりにもサヤカの好みすぎて、自分の脳が恐おそろしくなる。

「やばい。脳が勝手に好みの美形キャラ創つくり出しちゃった」

「？　何だかよくわかりませんが、喜んでいただけたようで何よりです」

　これがサヤカに都合のいい夢なら、自分は今『星の聖騎士』の主人公になっているのではないか。そんな期待をしてしまう。アルジェント王国の姫ひめとして生まれ、十二人の聖騎士に星の力を与あたえる『聖女』で、そしてこれからそのうちの一人と恋こいをする──ということは。

（一人だけ選ばなきゃいけないの？　そりゃ推おしはいるけど、全員大好きだし選べない！　ゲームだと何周もできるから選べるのに！　つまりこれはハーレムエンドを目指すしか……？）

「サヤカさま？」

　自分の考えに、ついうっかり顔がニヤけていたらしい。ジルが不思議そうに呼びかけてきた。小さく咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かし、サヤカは話を戻もどす。彼はサヤカを「この世界に呼んだ」と言った。『星の聖騎士』の主人公は異世界召しよう喚かんものではなく、生きつ粋すいのお姫さまのはずだ。

「えっとそれで……私を呼んだって、どういうこと？」

「この国には、十二人の聖騎士がいて、彼らは星の力という特とく殊しゆな能力を持っているんです」

「知ってる知ってる！　聖女に星の力を与えられるんだよね!?」

「素す晴ばらしい。その通りです。あなたには──」

　その星の力を彼らに与えてほしい。そう言われるのだと思って、サヤカは期待する。彼の言葉と、自分の期待が嚙かみ合っていないことには気付いていなかった。

[image: ]

「聖騎士から星の力を奪うばい、彼らを倒たおしてほしいのです。そのために、私が異世界からあなたを召喚しました」

「なるほど、事情はわか──んっ？」

　事情はわかった、と言うつもりだったが、言葉の途と中ちゆうで、全然わかっていないことに気付く。何か今、彼から不ふ穏おんな言葉を聞いた気がする。

「聖騎士達の、星の力を、奪う……？　えっと、与える……じゃなくて？」

　期待を込めて言ってみたが、ジルは少し目を瞠みはって首を傾げた。

「？　聖騎士達はすでに力を与えられています。だから力を奪うあなたを呼んだのですよ？」

「えっ、じゃ、じゃあ怪かい物ぶつは？　テュポンは？　倒さなくていいの？」

『星の聖騎士』の本編では、この世界に巣くう怪物の王テュポンがラスボスだった。テュポンを倒すために十二人の聖騎士に力を与えるのが主人公の役割。その主人公が今の自分のポジションではと期待していたサヤカだったが、ジルは真ま面じ目めな顔で言った。

「テュポンなら、三年前に聖騎士が倒しましたが」

「さ……三年前えええええ!?　じゃあこの世界平和じゃん！　何でそんなとこ選んだの私の脳!?　……ん？」

　この展開に、サヤカはわずかに聞き覚えがあった。

　舞台は、怪物の王テュポンが倒されてから三年後のアルジェント王国。

「もしかして、ここ……『星の聖騎士２』の世界……!?」

（何でー!?　あっ、もしかして『２』をプレイするのが楽しみすぎて夢に見てるの!?　『星の聖騎士』の世界ならストーリー完璧に覚えてたのにー！）

　基き礎そ知識ほぼゼロの世界だ。せめて誰かのストーリーをクリアしていれば、まだ何をすれば正解なのかわかったのに。

「そんな……私は、どうすれば……」

「あなたは奴やつらを倒すために、聖騎士の力を奪ってくださればそれでいいんです。厄やつ介かいな星の力さえなければ奴らもただの人ですからね。当然私も協力しますから」

　サヤカの絶望的な声を聞いて、ジルがにこやかに、こともなげに言った。

「や、やだ！　そんなの、絶対嫌いや！　そんな力ないし！」

「いいえ。あなたにはその力があります。私は『力を奪う者』を召喚したのですから」

「ていうか、力を奪うって何!?　それ絶対聖騎士の敵にあるスキルじゃない!?」

「そうですね。ですから聖騎士達の力を奪って、奴らを倒しましょう」

　王子さまフェイスと輝かがやく微笑みではっきり言われると、まるでこちらが正義のようだ。が、絶対違う。聖騎士を倒すなんて、間違いなく悪役のやることだ。

「だーかーらー！　それが嫌なんだってば！　だいたい、何で私なの!?」

「質問の答えを聞いて、あなたが最適だと判断したからです」

「質問……？　って、もしかして、ゲーム始める前の、あれ……？」

　そういえば、いくつか質問があった気がする。聖騎士を愛しているか、とか。

（聖騎士を愛してる私に力を奪わせるってどういうこと!?　めちゃくちゃ性格悪いのでは!?）

「と、とにかく、そんな役目は嫌ー！　それじゃまるで今流行の悪役令れい嬢じようじゃん！」

「ええ、無論あなたに不自由な暮らしはさせません。令嬢の地位もご用意しておりますよ」

「問題はそこじゃない！　嫌だって言ってんの！　聖騎士は私の憧あこがれよ!?」

　そう言った瞬しゆん間かん、ジルの瞳ひとみが揺ゆれ、笑みが消えた。が、彼はすぐにその目を細めて微笑む。しかしその笑みは決して今までの優やさしいものではなく、底冷えするような恐ろしい笑顔だった。

（ひいっ……！）

「憧れ？　……あんな奴らに、あなたは憧れているんですか？」

　綺き麗れいな人が怒おこると怖こわいというが、事実だった。迫はく力りよくが違う。つい逃げそうになったが、サヤカの足はその場にまだあった。ジルの笑顔は確かに怖いが、憧れの聖騎士をこんな風に貶けなされるのは、我が慢まんできなかった。

「……そ、そうよ。だって私は、聖騎士達に勇気をもらって、それで今の私があるんだもの」

　たとえ次元の壁かべを越こえていても、それは紛まぎれもない事実。

　銀色の瞳を真っ直すぐに見上げ、サヤカは視線と声に怒いかりを込める。

「あの人達を貶すなら、あなたも許さないから」

　サヤカの言葉を聞き、ジルは一瞬真顔になって再び微笑ほほえんだ。今までの怖くて冷たい笑みではなく、どこか温かい──いや、哀あわれみを多分に含ふくんだ、生なま温ぬるい目でサヤカを見つめてきた。

「なるほど。あなたは今の奴らのことは知らないんですね。すみません、てっきり知っているものだと思っていたので、つい苛いら立だった物言いをしてしまいました」

「？　どういう意味？」

「彼らは三年前とは別人なんです。──富と名声に溺おぼれ、傲ごう慢まんになり、堕だ落らくしきっている。もはや騎き士しと呼べる代しろ物ものではありません。とはいえ、私の力ではとても奴らには及およびません。奴らを倒すには、星の力が邪じや魔まなんです」

「そ、そんなはずない！　聖騎士は高潔で気高くて、何よりみんなを守る優しい人達で……」

「現在の聖騎士達を見ても、同じことが言えるでしょうか」

　サヤカの愛を試ためすような言葉に、ムッとする。

「言ーえーまーすー！」

「ご冗じよう談だんを」

　ジルはそう言って口元を吊つり上げたが、目は笑っていない。

（こ、この人、本当に何なの!?　顔は良いいし一見優しそうだけど、性格悪いし……）

　憧れの聖騎士をバカにされて気分が良いはずがないのに、わざわざ笑うなんて。

　サヤカの怒りの視線に気付いているだろうに、彼は話を続けた。

「それに……先ほど平和だと仰おつしやいましたが、それも間ま違ちがいです。確かにテュポンは倒されましたが、今現在、この世界が平和だとは言えません」

「ちょっと待って、どういうこと？　だって、テュポンは怪物の王で、親で、怪物はテュポンから生まれてたんでしょ？　それを倒したんだから、もう怪物はいないはずじゃない」

「お詳くわしいのですね」

「それはもう。やりこんだから」

　やりこみすぎて、一度危あやうく親にゲームを没ぼつ収しゆうされそうになった。だから必死になって勉強し、成績上位者になったのだ。聖騎士のお陰かげで成績が上がったと親に主張し、許してもらった。

　ジルは「やりこんだ」というサヤカの言葉には少し首を傾かしげていたが、すぐに話を戻した。

「あなたの言う通り、三年前、聖騎士のおかげでこの世界から怪物は消しよう滅めつしました。ですが一年ほど前から、再び怪物が現れ始めたんです。その数はまだ少ないですが、徐じよ々じよに増えてきています」

　また、どこかで覚えがある展開だ。

「そうだ思い出した！　これも『２』の……」

　前作で聖騎士達はラスボスのテュポンを倒し、世界に平和が訪おとずれた。しかし、三年後、再び怪物が現れたところから続編の物語は始まる。

「サヤカさまはこの状じよう況きようをご存じなのですか？」

「ごめん、今ジルが言ったこと以外は思い出せない。っていうか、知らないん……だよね」

　しかしどうしてそこまでは知っているのかは、思い出した。

　前情報はできるだけ見なかったが、ゲームソフトの裏に書かれていたゲームのあらすじぐらいは読んでいる。

　主人公は──聖騎士の敵である、悪役令嬢。

　そこまで思い出して、サヤカは絶望で膝ひざから崩くずれ落ち、地面に手を突ついた。

「うっそでしょ……。夢なら敵じゃなくてもよかったじゃん……」

「夢ではありませんよ」

　ジルがはっきりとそう答えた直後。

　遠くで雷らい鳴めいのような、獣けものの咆ほう哮こうのようなものが聞こえた。しかしそのどちらも何か違う。聞いた瞬間、ぞくりと背筋が寒くなり、不安に陥おちいる。

「い、今の何……？」

　立ち上がってジルを見上げると、彼も笑えみを消し、声がした方向を警けい戒かいするように見つめた。

「怪物の鳴き声ですね。ここからは距きよ離りがありそうですが……」

「怪物、って……」

　夢とはいえ、不安になる。……いや、これは本当に夢なんだろうか。

　ジルはふと何かを思いついた顔をして、こちらに笑いかけてきた。その目ま映ばゆい笑顔に、サヤカはなぜか不ふ穏おんなものを感じた。

「……え？　な、何その笑顔？」

「ちょうどいい。現状を理解するには、実際に見てもらうのが一番でしょうから。行きますよ」

　ジルはそう言って歩き出す。

「ええ!?　行くって、危ないんでしょ!?　さっきの人達もいるかもしれないし……」

「ご安心を。先ほどの男達は、全員出で払はらうでしょうから。怪物も遠くから見るだけですし、大だい丈じよう夫ぶですよ。何の役にも立たずに死んでもらっては、私も困ります」

　どこか非情な響ひびきの言葉に、サヤカの胸に彼への疑念が深まり、恐きよう怖ふさえも滲にじむ。

（や、役に立たなかったら、私はどうなるっていうの……!?）

　その表情を見て、ジルはにこりと優しく微笑み、サヤカに顔を近づけた。

「大丈夫ですよ。あなたのことは私が守ります」

　微笑まれて、サヤカの顔に熱が集まる。きっと彼は自分の顔の攻こう撃げき力をわかっていてやっている。サヤカは顔を逸そらして耳を塞ふさいだ。

「そ、そんな綺麗な顔といい声と甘い言葉には騙だまされないんだから！　助けてもらったのは本当に感謝してるけど、あなたについて行ったらあなたの思う壺つぼじゃない。そんなの──」

「怪物が現れたということは、それを退治する聖騎士も来るということですよ？　会いたくないん──」

「行く────っ！」

　ジルの言葉が終わる前に、自分でも驚おどろくほどの大声を発していた。ジルも目を瞠みはっている。

「……欲望に正直すぎて、少々驚きました」

「う、うるさい！　私も今自分の大声にびっくりした！　ごめんなさい！」

　恥はずかしかったが、とりあえず大声を出したことは謝っておく。

「では、行きましょう」

　ジルはサヤカに背を向けて歩き出す。その肩かたがわずかに揺れている気がしたが、サヤカが彼に追いついた時には、彼は作り笑いを浮うかべているだけだった。
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　町の灯あかりが多くなってくる。サヤカはやはりこの町に見覚えがあり、思わず声が上ずる。

「ね、ねえ、ここって、もしかして、もしかしなくとも……っ！」

「ここは獅し子し座ざを司つかさどるレオの守護する町です。……サヤカさま？」

　後ろを向き、サヤカは喜びを嚙かみしめるように拳こぶしを握にぎり締しめる。

「やった、いきなりレオに会える……！」

　サヤカのその言葉に、ジルが少し不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「あなたが最初はレオからだと仰ったので、レオの前に召しよう喚かんしたんですよ？　てっきり力を奪うばってくださるのかと思っていたんですが、まさかご自分の役割を自覚していなかったとは」

「え？　私そんなこと──あ。言った、かも……」

　そういえばゲームを始める前の質問に「やっぱり最初は最さい推おしのレオからかな～」と言った気がする。ただしそれはジルの言う『力を奪う順番』ではない。

　サヤカはふとジルの言葉の中に重要な単語が含まれていたことに気付く。

「ん？　レオの前？　ってことは、あそこにレオがいたってこと!?　全然見てなかった！」

「レオに気付かなかった理由も、面と向かって会えばわかるでしょう。もう少し移動します」

　ジルは町の中心部をさして再び歩き出すが、サヤカは胸を押さえて立ち止まった。

「待って、心の準備が……！　だってレオさまが、動いて、喋しやべって、呼吸してるのよ……!?」

「……まあ、彼も生きていますからね」

　心底何を言っているのかと、ジルは呆あきれと怪け訝げんさを表情に滲ませる。彼にとっては当然のことでも、サヤカにとっては衝しよう撃げきの事実だった。

「レオさまが……生きてる……!?」

　聖騎士の中でも最強の男。それがレオだ。

『目に映るすべての人を守る』と誓ちかい、そしてその通りに行動した、最強の名に恥じない強さと気高さを持った騎士。そしてゲームでは硬こう派はでなかなか主人公に素す直なおになれない。でも実は面めん倒どう見みが良くて優やさしい──いわゆるツンデレというギャップが、ゲームファンの間でも大人気のキャラクターだ。サヤカも例に漏もれず、その一人だった。さま付けされるのを嫌いやがる様子がまた人気を呼び、愛あい称しようはすっかり『レオさま』になっている。

　サヤカの驚きよう愕がくの表情にさらに怪訝そうな顔をして、ジルは歩き出す。

「……何でも構いませんが、ここは怪物が現れている町です。俺から離はなれないでくださいね」

　そう言ってジルはさっさと歩いて行き、サヤカも慌あわてて彼の背を追った。そういえば、一いち人にん称しようが『私』から『俺』になっている。というか対応が若じやつ干かん雑になっている気がするが、サヤカには心当たりしかないので黙だまっていた。

（でも、だってしょうがないじゃない。同じ次元で生きてるのよ？　二次元の憧あこがれの騎士さまが！　そんなの興奮するなってほうが無理じゃない!?　無理ー！）

　サヤカの歓かん喜きと興奮は、何かが崩れるような爆ばく音おんと、人々の悲鳴によって搔かき消される。

「な、何……!?」

　慌ててジルの傍そばに駆かけ寄る。先ほどより大きな咆哮が聞こえ、思わずジルの腕うでを摑つかんでしまった。彼のことを信じ切ったわけではないが、今サヤカがこの世界で頼たよれるのは彼しかいない。ジルを見上げると、厳しい視線で遠くを見ていた。

　サヤカも目を凝こらすと、ライオンや虎とらに似た猛もう獣じゆうが暴れ、町の外れで煙けむりが上がっていた。

「あれが、怪物……？　で、でかくない……？」

　ゲームと実際に見るのとではやはり違う。ジルは焦あせりもせず、サヤカの言葉に首を振ふる。

「いえ、特別大きな個体ではありません。ですが、少々数が多いですね」

「ねえ、何でレオさまは来ないの？」

　レオならきっとすぐ討とう伐ばつに来るはずだ。が、辺りを見回しても、彼の姿は見えない。

「クズだからでしょう」

「……あ？」

　ジルの返答に、自分でも驚くぐらいにドスの利きいた低い声が出た。

「レオさまがクズ!?　あんたレオさまのこと知らないでしょ!?」

「知ってますよ。嫌というほどね。だからあなたを喚よび出したんです。──やっと来ました」

　ジルはそう言って、傍にあった塔とうを見上げる。

　物見の塔なのだろう。そこに彼の姿はあった。背が高く、鍛きたえた身体からだに、燃えるような朱しゆ色いろの髪かみ。腰こしに携たずさえた長ちよう剣けん。立っているだけで力強いその出いで立ち。遠目からでも、サヤカには彼が誰だれだかわかった。

「レオさま！　……ん？」

（さっき追いかけてきた人にちょっと似て……いや似てない似てない何考えてるの私!?）

　あんなに柄がらの悪い男と、気高い聖せい騎き士しが似ているはずがない。頭をぶんぶん振ってその思考を追い出し、サヤカは彼の姿に目を戻もどす。

　きっとレオなら、すぐさま怪物を倒たおしに走り出すはず──サヤカはそう信じていた。しかし怪物の咆ほう哮こうと足音は、どんどん近づいてくる。レオはそれを見ているだけだった。

「どうして、何もしないで見てるの……？　あ、状じよう況きようを把は握あくしてるのか！」

　自分に言い聞かせたつもりだったが、答えは隣となりから返ってきた。

「何もしていないんですよ。証しよう拠こに奴やつは、部下にすら命令を出していないじゃないですか」

「私達に見えないところでやってたかも──」

「以前なら、今も指示を出し、自分も怪物に向かっているところです」

　ジルの冷静な言葉に、何も言い返せない。

　レオは怪物を睨にらみつけているだけだ。彼の部下であろう騎士達は、焦って走り回っている。動きがバラバラで、伝達もうまくいっていないように見えた。そんな騎士達を見ていると、物見の塔からレオが飛び降り、怪物とは真逆の方向へ走っていった。

　レオの行動理由がわからない。サヤカは戸と惑まどいながら、ジルを見上げる。

「ね、ねえ、何とかしなきゃ……！」

「そうですね。このままでは、怪物が避ひ難なん区域に侵しん入にゆうしてしまいます」

　ジルが指さす方向は、レオが向かって行った方向でもあった。小高い丘おかの上に高い壁かべに囲まれた区域がある。逃にげ惑まどう人々は、皆みなそちらへ向かっていた。

　ジルの言っていることを理解して、サヤカは啞あ然ぜんとする。

「待ってよ、それって……ものすごく危険じゃないの？」

「危険ですね。ですが一応、レオは今まで再出現した怪かい物ぶつはすべて倒し、被ひ害がい者しやはいません」

　ジルの声は冷静というよりも平へい淡たんで、どこか他人ひと事ごとのようだった。彼が悪いわけではないのはわかっていたが、サヤカは思わず怒ど声せいを上げた。

「被害が出てなくても、こんなの、みんな怖こわいじゃない！」

　その言葉に驚いたような顔をしてから、ジルはサヤカからレオの背中に目を向ける。

「……ええ。奴は今、人の身は守っていても、人の心を守ることは放ほう棄きし、ただ己おのれのために戦っている。──今のレオを見ても、あなたはまだ奴を気高い騎士だと言えますか？」

　刺とげ々とげしい声でそう言って、ジルの銀の瞳ひとみがじっとサヤカを見つめる。

（何だろう、この人の、この言い方……）

　ただただ聖騎士達を嫌っているだけかもしれないが、サヤカには何かが引っかかる。しかし聖騎士をバカにされるのも我が慢まんならない。

「私の知ってるレオは、そんなことしない！　きっと何か事情があるはず！」

　どうして回避できる危機を放置しているのか、その理由を訊きくために、サヤカはレオの許もとへ走り出す。後ろからため息が聞こえた後、ジルの足音と、呆れた声が追いかけてきた。

「まあ、いいでしょう。一度その目で、奴を見てみればわかりますから」

　その言葉にさらに腹立ち、サヤカは足を速めたが、ジルは焦る様子もなく後ろを歩いてきた。




　レオは避難区域の高い壁の前、広場のような場所にいた。

　ジルが言うには、この町は入り組んでいるが、怪物が襲おそってきた時にはこの場所に誘ゆう導どうされるよう作られているらしい。ここは怪物を誘さそい込み、避難区域への怪物の侵入を食い止める最後の場所だという。

　レオの顔がはっきりと見えるほど近くの物もの陰かげに、サヤカとジルは隠かくれていた。

　怪物のいる方向を睨みつけるレオを見て、サヤカの全身が感動で震ふるえる。

「ほ、本当に、本物のレオだぁ……！」

「ええ、本物のレオですよ。……ですから早く、今の彼を見て失望してください」

「失望って──きゃあっ！」

　背中を押され、サヤカは物陰からつんのめるように出ていくはめになってしまった。

　レオがこちらを振り向き、特に驚おどろいた様子もなく、サヤカを見つめてきた。

「誰だ、さっきからこそこそと」

　夜でも黄金に輝かがやく瞳が、サヤカに向けられる。

（推おしが私を見てる……！　画面越ごしじゃないー！）

　サヤカが感動に打ち震えている前で、彼の鋭するどい目が見開かれた。

「てめえは、さっきの……！」

（ん？　さっき？　あ、そういえば、ジルがレオの前に召しよう喚かんしたって言ってたっけ）

「サヤカさま。いいんですか、彼に事情を訊かなくて」

　不意に後ろからジルの声がして、本来の目的を思い出す。

　こちらを睨むレオに気き後おくれしながらも、サヤカは彼に疑問をぶつける。

「ど、どうしてもっと町から離れた場所で、怪物を倒さないの？　何か、事情があるの？」

「事情？　そんなもんねえ。俺は戦いてえんだよ」

　手にしていた剣けんを肩かたに担かつぎ、レオはサヤカを睨み続ける。

「戦いたいって……あなたならあんな怪物達、すぐに倒せるはず──」

　悲鳴が聞こえた。そのすぐ後、市民数人と、彼らを守っていた騎士達が現れ、広場に駆け込んでくる。彼らはレオを見てホッとした表情を浮うかべた。しかしレオは彼らを一いち瞥べつしただけで、すぐに視線を外した。

「避難区域は向こうだ。さっさと行け」

　レオの突つき放すような言葉に、市民は安あん堵どからまた不安の顔になる。騎士達も慌てていた。

「隊長！　もう怪物がすぐそこまで来ているんです！　戻ることはできません！」

「何とかしてくれよ！　そもそもどうしてこんな町の奥まで怪物を近づけたんだ！」

「以前のあんたなら、もっと上手うまく立ち回ってたじゃないか！」

　レオは彼らを見ることもせず、何も言葉を返さない。市民の助けの声や批判にすら興味がないのか、彼らが逃げてきた方向を熱心に見つめるだけだった。

「どうして、何も言ってあげないの!?」

　思わずサヤカはそう口にしていた。レオが一言かけさえすれば、きっと彼らはそれだけで安心するはずだ。しかしレオは煩わずらわしげにこちらを睨んできた。何で俺がそんなことをしなきゃならない──そう言いたげな目で。

　重い四足歩行の足音と唸うなり声が一気に近づいてきて、その場にいた全員の視線がそちらへ向かう。一いつ匹ぴきの怪物が灯あかりの下に姿を現した。怪物は次々に姿を見せ、鋭い牙きばを見せて咆哮する。確実に、五匹以上はいる。

　重い足音が聞こえる度、足の裏にもわずかに震しん動どうが伝わってくる。空気に混じっているのは、嗅かいだことのない、恐おそらく獣けものの臭しゆう気き。怪物達の目を見れば、明確に敵意があることがわかった。

　これは夢の中──そう言い切るには、それはあまりにもリアルな感覚だった。

　きっとレオが助けてくれる。そう信じて、サヤカは縋すがるようにレオを見る。彼は怪物の姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、ニヤリと笑った。

（え……。どうして、この状況でそんな風に笑えるの……？）

　サヤカは彼がゲームの中で時々見せる、明るく快活な笑えみが好きだった。だが今のレオの笑顔には、ゾッと寒気が走った。

「……ハッ！　これは、やべえな」

　楽しげに笑い声を零こぼし、レオは鞘さやから長ちよう剣けんを抜ぬく。彼の瞳どう孔こうは開き、歯は剝むき出している。獲え物ものを見つけた飢うえた獣──まるで、対たい峙じしている怪物のような残ざん忍にんな笑みを浮かべていた。

　レオはサヤカや市民達には目もくれず、怪物の群れの中に一人で飛び込んでいく。当然怪物達はレオに一いつ斉せいに襲いかかる。

　怪物がどう攻こう撃げきしてくるのかまるで予知しているかのように、レオは正確に、確実に怪物達を屠ほふっていく。剣で薙なぎ払はらい、時には素す手でで殴なぐり飛ばしている。

（すごい……けど……）

　手の震えが止まらない。感動や興奮からではない。

（怖い……っ）

　憧あこがれていたレオの戦う姿を見て、サヤカは感じたことのない恐きよう怖ふを味わっていた。

　彼はわざとギリギリの状況を作り出し、スリルを楽しんでいるかのように笑顔で戦っている。

「サヤカさま」

　静かなジルの声にも、サヤカの張り詰つめた神経はびくりと身体からだを震わせた。

「──これでもまだ、奴を聖せい騎き士しだと言えますか？」

　口元は笑っているが、ジルの目は凍こごえるように冷たかった。その言葉にも、剣けん吞のんな感情が込められている。何か答えたいのに、サヤカには何も言えない。

　怪物を倒たおし、その返り血を浴びながら、レオは楽しそうに笑っていた。他ほかの騎士達の出る幕もなかった。最後の怪物が倒れた瞬間、レオの笑みが突とつ然ぜん消え失うせる。

「……弱よえぇ」

　ぽつりと呟つぶやき、レオは剣を振ふり上げる。

「こんなもんじゃ、俺は何一つ満たされねえんだよ！」

　怒声を上げて、彼は足元で動かなくなった怪物の身体に剣を突き立てた。

（満たされないって……一体、何のこと……？）

　その場にいた怪物をすべて倒したレオは、サヤカを見ると、また同じ笑みを浮かべた。

「ああ……そうだ。てめえがいたな」

　剣についた怪物の血を払って、レオはサヤカに向かってくる。

「ええ!?　何でこっち!?　ほ、他にもいるかもしれないじゃん！　哨しよう戒かいしなくていいの!?」

「もうこの町に怪物はいねえよ。それに、てめえのほうがやばい匂においがする」

　レオの金色の目は、獲物を狙ねらう猛もう獣じゆうのようにサヤカを捉とらえていた。

「俺と戦え。俺を滾たぎらせてみろ」

「何、言ってんの……？」

　彼は戦いが好きでも、そこには誰だれかを守るという強い意志があった。こんな風に、自分のためだけに戦う人じゃなかった。

（違ちがう……私の知ってるレオは、こんな人じゃない……！）

「ふざけないでよ……！」

　一歩踏ふみ出したところで、サヤカはジルに腕うでを引かれて止められる。

「サヤカさま。相手は一応、聖騎士最強の男です。落ち着いて」

「落ち着けるわけない！　こんなの、私が憧れた人じゃない……！」

　レオを睨にらむ目が、悔くやし涙なみだで潤うるんだ。

「あなたは、見知らぬ人でも、一目見ただけの人でも、守ってくれる騎士だったじゃない！」

　サヤカの怒ど声せいにも、レオはくだらないものを見るような目で見つめ返してくるばかりだった。

　サヤカの声に反応したのは、意外にもジルだった。腕を摑つかむ手に力が込められる。

「ジル……？」

　ジルに目を向けようとしたが、レオの言葉で、サヤカの意識はそちらに向く。

「さっさと構えろ。丸まる腰ごしじゃ戦えねえってんなら、武器を貸してやる」

　レオは彼を心配して駆かけ寄った部下の剣を抜き、サヤカの前に放ほうり投げてくる。

　足元に転がってきた剣を見て、サヤカはレオを睨みつける。彼は笑みを一層深くした。

「ああ、その顔、いいな。やろうぜ早く！」

「あ、あなた、こんなことして、聖騎士として恥はずかしくないの!?」

「はあ？　何ほざいてんだ、てめえ？」

[image: ]

　サヤカの言っている意味が心底わからないとばかりに、レオはバカにした目つきで言った。

「強さこそが、俺達聖騎士の存在意義だろうが」

　それこそが自分の信念だと、レオの目は主張していた。

　ジルの視線がサヤカに注がれる。不思議と、刺とげ々とげしい感情はないように思えた。

「……失望したでしょう？」

　その言葉が引き金だった。そんな風に思いたくなかった。でも、思ってしまった。ジルの言葉が図星で、悲しくなって、腹が立って──ぶちんと、サヤカの中で何かが切れる音がした。

「こんなの、絶対許さない……！」

　サヤカは顔を上げて、レオの顔を指さして怒ど鳴なった。

「ちょっとそこに座りなさい！　正座で！」

　怒いかりと悔しさと悲しさが綯ない交ぜになって、サヤカは勢いだけでそう叫さけんでいた。本当にレオが正座などするとは思っていない。ただケンカをふっかけたようなものだった。──が。

「っ……!?」

　サヤカの言葉の直後。レオの大きな身体が、何かに押し潰つぶされるようにがくんと崩くずれ、地面に膝ひざを突いた。

　全員の視線が、レオに集中する。

　彼は膝を突いただけでなく、サヤカの言った通り、その場に正座していた。

「……えっ……？」

　シンと静まり返った場で、誰からともなく、吐と息いきのような戸と惑まどいの声が零こぼれる。

　周囲の人間全員が驚おどろいていたが、誰よりびっくりしたのはサヤカだった。

「えええええええ!?　本当に正座したー!?」

　そんなに自分は恐ろしい顔でもしていたのだろうかと思ったが、どうやらそうではないらしい。レオも目を剝いて、自分の身体を見下ろしている。

「何だ、これ……!?　身体が、動かねえ……！」

「隊長!?　貴様、何をした！」

　騎士の一人がサヤカに向かって剣を抜いた。こちらに切っ先が向く。その鋭するどさに、サヤカの背筋が凍こおった。

　しかし恐怖を感じたのは一いつ瞬しゆんだった。突然後ろに引き寄せられる。足元に投げられていた剣をジルが拾い上げ、向けられていた剣先が彼の持つ剣で払われた。鋼はがねと鋼のぶつかりあう甲かん高だかい音が響ひびき、一時、辺りは静せい寂じやくに包まれる。

　張り詰めた静寂の中で、ジルのその声はサヤカの耳元で聞こえた。

「丸腰の少女に剣を向けるほど、お前達は落ちぶれているのか……っ！」

　それは怒りの声だった。燃え上がるというよりも、地の底でぐらぐらと煮にえたぎるマグマのような──まだ上があると思わせる、底知れない声。

　騎士達だけでなく、サヤカも震ふるえ上がって固まっていた。唯ゆい一いつ恐おそれを感じていないのは、正座しているレオだけだった。彼はジルを鋭い眼光で睨みつけていた。

「ジ、ジル……？」

　サヤカが呼びかけると、ジルは少し目を瞠みはってから、怒りの表情をすっと収める。そしてサヤカの顎あごを持つと、レオのほうに顔を戻もどさせた。

　ジルは剣の切っ先をレオに向けた。騎士達がざわつき、その挙動が完全に止まる。

「今、こいつはお嬢じようさまの手の内だ。お前達も武器を下ろしてレオと同じように座れ。お前達が下手へたなことをすると、こいつの首が飛ぶぞ」

（いや私そこまでするつもりないけど!?　やっぱ危ない人だこの人！）

　そう叫ぼうとしたが、サヤカの言動を察していたジルにさりげなく口を塞ふさがれる。

　騎士達はジルとレオを交こう互ごに見て、悔しげにその場に正座して座った。

　ジルはサヤカの顔をレオに固定したまま、彼らに聞かれないよう耳元で囁ささやく。

「レオから目を離はなさないように。あなたには目を合わせた聖騎士を拘こう束そくする力があります。多少視線は外しても構いませんが、意識は向けておいてください。その間レオは動けませんから」

「いつから私にそんな特とく殊しゆスキルが……？」

「星の力を奪うばうためには、必要な力でしょう？」

「奪わないって言ってるでしょー！」

　ジルの言う通り、レオは動こうとしているが、正座したままわずかに身体からだを動かす程度で、立ち上がることはできないようだ。

「てめえ、この、クソアマぁぁぁ……！」

　レオは獣けもののような低い声で唸うなり、ジルの剣を嚙かみ砕くだきそうな眼光で睨みつけてくる。その言動に、サヤカは思わず悲鳴を上げた。

「いやあっ！　レオはツンデレだけどそんなこと言わないしそんな顔はしないのに……！」

「怖こわがってるわけではないあたり、本当に図太いですね」

　ジルはすでに呆あきれを通り越こして感心していた。

「てめえは、何だ……！　これは何の術だ！　てめえやっぱり怪かい物ぶつなんじゃねえのか!?」

「誰が怪物よ！　私は──あの……その……あれよ……ええと……」

（私って……何？）

　その先の言葉が出ない。自己紹しよう介かいも違う気がする。

　今さらだが、そういえば自分の立場がよくわかっていなかった。サヤカは何のために、憧あこがれの騎き士しとこうして対たい峙じしているんだったか。

　言い淀よどんだサヤカに代わり、ジルがよく通るにこやかな声でレオに言う。

「この方は、お前達聖騎士を倒す方だ。お前達の星の力を奪ってな」

「星の力を、奪うだと……？」

「ちょっ──むぐぐぐぐぅ！」

　反論しようとする口をジルに塞がれ、無む理り矢や理り顔をレオのほうに戻される。

「お前達が星の力を持っていても、もう仕方ないだろう？　テュポンを倒たおして満足したはずだ」

（完全にこっちが悪役じゃん！　私、顔がいいだけのとんでもない奴やつに捕つかまったのでは!?）

　レオはしばらくジルを無言で睨みつけていた。

「……てめえは、俺が誰だれだか知ってて言ってんのか？」

「もちろん知っている。だからわざわざ出向いたんだ。聖騎士最強のお前から力がなくなったとあれば、サヤカお嬢さまにも箔はくが付く」

　それはつまり、聖騎士全員に敵認にん定ていされるということではないだろうか。

（そんな箔は付かなくていいー！）

　ジルは正座したレオの太ふと股ももに足を乗せて体重を掛かける。痛みよりも屈くつ辱じよくのほうが上回るのか、レオの眼光がさらに強くなる。

「大人しく負けを認めて、お嬢さまの手の甲こうにキスして忠誠を誓ちかえ。そうすれば、拘束は解いてやる。……ですよね、お嬢さま？」

　口から手を放して、ジルはサヤカに微笑ほほえみかけてくる。しかしサヤカは彼の言葉の中に気になる単語を聞いて、顔を真っ赤にした。

「は!?　キ、キス……!?　聞いてな──っ！」

「ですよね？」

　後頭部を持たれて無理矢理うなずかされる。答えは「はい」か「イエス」しかないらしい。

（このままじゃジルの思う壺つぼじゃん！　だいたい、何で私がレオの星の力を奪わなきゃいけないの!?　でも反論したら口を塞がれるし……。何とか、この手を放してもらわないと……）

　ここはジルに合わせないと、サヤカは口を開くことすらままならないようだ。

　サヤカはもがくのをやめ、冷静な目でジルを見る。すると彼も気付いて頭から手を放した。

「──ジル。無礼が過ぎるわよ」

　サヤカが精せい一いつ杯ぱいの厳しい口調でそう言うと、ジルは目を伏ふせ、恭うやうやしく頭を下げる。

「失礼しました。ですがお嬢さまが、いつまでもこいつで遊んでおられるようでしたので」

（ほ、本当に執しつ事じみたい……っ！　やばいやばい顔が緩ゆるむ……！）

　思わずニヤけてしまいそうになる口元に、力を込めて無表情を保つ。

（私は今、この顔がいいだけの悪徳執事に命令する、わがままお嬢さま！）

　自分にそう言い聞かせ、サヤカは精一杯、不ふ機き嫌げんそうにジルを見み遣やる。

「遊んでないわ。ただ、こいつはこんなことじゃ、絶対に星の力を渡わたさない。今日は挨あい拶さつだけだと言ったじゃない。彼らにも猶ゆう予よを与あたえないと、可哀かわい想そうでしょう？」

「──では、今後は必ず彼の力を奪う、ということですね？」

　やばい。「はい」か「いいえ」のどちらかでしか答えられない質問で言げん質ちを取りにきている。にこにこと微笑む顔から、圧力しか感じなかった。

「……ええ、そうよ」

（いつ、とは言ってないからセーフ！　ギリギリセーフ！　……たぶん）

　たぶん、アウトだ。少なくとも、こちらを肉にく食しよく獣じゆうのように睨にらみつけてくるレオにとっては、サヤカは完全に敵として認定された気がする。

　ジルは納なつ得とくはしていないようだったが、小さくため息を吐ついてうなずいた。

「わかりました。……では、聖騎士レオ。お前とは違ちがう形でまた戦うことにしよう。そしてお前が負けたら、潔いさぎよくお嬢さまに忠誠を誓ってもらう」

（それ私に勝ち目なくない!?）

　そう思ったが、必死で顔には出さず、ジルに調子を合わせる。とにかく早くこの場から逃にげたい。レオの正座やらキスのことやらで、彼に説教しようとした勢いは完全に失うせていた。

「今日のところはこれで帰るわ。ジル、これは命令よ」

「お嬢さまは甘いですね。わかりました」

（ひいいい、怖い……っ！）

　一見納得した笑え顔がおだが、ジルの目は笑っていない。

「では、今こ宵よいはここまでということで」

　ジルに肩かたを持たれて引き寄せられる。その行こう為いにサヤカは赤くなり、思わずジルを見上げる。

　サヤカがジルを見上げた瞬しゆん間かん、レオの身体は動くようになったらしい。すぐさま立ち上がろうとしたレオだったが──

「おい！　待ちやが──ああぁあぁぁぁ……っ！」

　立ち上がろうとした瞬間、呻うめき声を上げながら再び地面に膝ひざを突ついた。そんなレオの姿を見るのは初めてだったのだろう、彼の部下達は驚おどろいて一いつ斉せいにレオを振ふり向く。

「隊長!?　どうされたんですか隊長!?」

「まさかあの小こ娘むすめに何かされ──あぁあああぁぁぁ……！」

　部下達がレオに駆かけ寄ろうと立ち上がったが、彼と同じような呻き声を上げて地面に転がる。

　サヤカはレオ達に触ふれてすらいない。だが、彼らがどうしてああなったのかは、サヤカにはわかった。自分自身でも経験があるからだ。

（足痺しびれてる……。ごめん。それつらいよね、わかるわかる。でもちょっと可愛かわいい……）

　つらいのは痛いほど理解できる。だが、どうしても笑いがこみ上げてくる。ふとジルを見ると、口元を押さえ、そしてその肩が震ふるえていた。

「おい、このぐらいで、何転がってやがる……！　あいつらを、追──」

　レオが言い切る前に、ジルが彼らに微笑んだ。

「その術は足を揉もむと早く治る。早くしたほうがいい」

（何てこと提案してんのこの男!?）

　痺れた足を他人に触さわられるとどうなるか。そのきつさはサヤカもよく知っている。

　レオや地面に転がった騎士達の足に、座ったままの騎士達が手を伸のばす。

「おい触んなやめ──」

　再びレオ達の呻き声──というより、唸り声というほうが正しいかもしれない、何人かの苦く悶もんの叫さけびが背後から聞こえ、サヤカの脳のう裏りに軽い地じ獄ごく絵え図ずが浮うかんだ。それを確認する前に、サヤカはジルに手を引かれてその場を後にした。
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「あいつら……ぶっ殺す……っ！」

　足の痺れが治まったレオが立ち上がり、殺意と共にそう呟つぶやいた時、甲かん高だかい笑い声が辺りに響ひびき渡った。その声はレオがよく知る人物のものだった。

「あっはははははは！　まさか聖騎士最強のレオの部隊が、あーんな女の子にこーんな屈辱的な姿にされるなんてね！　こんな面おも白しろいものが見られるなんて思わなかったー！」

　笑い声がした方向──屋根の上を、レオは殺意の目のまま睨みつける。ほとんど影かげになっているが、フードを目ま深ぶかに被かぶった少年の姿がそこにあった。

「てめえ……降りてこい。ぶっ殺してやる」

「そんな脅おどし効かないよ。それよりあの子、何なの？　あんな術見たこともないよ？」

「わからん。だが何もないところから突とつ然ぜん現れた。……怪かい物ぶつと同じだ」

　屋根の上の少年もその言葉にはぴくりと反応した。やはりそこはレオと同じ聖騎士だ。

「ちょうどいい。てめえがあいつらを調べてこい」

「嫌いやだって言ったら？」

「踏ふみ潰つぶす」

　その言葉が彼の地じ雷らいだとレオは知っていた。以前の少年なら冗じよう談だんでも震え上がっていたが、今の彼は違った。

　一いつ瞬しゆん、ぴりりとした苛いら立だちが少年から伝わってきたが、すぐに小さな笑い声が聞こえた。

「仕方ないなぁ。……でも、もしも殺しちゃったら、ごめんね？」

「殺せるもんなら殺してみろクソ雑魚ざこ。返り討うちにされたらそれこそ踏み潰すぞ」

　少年の声はふざけていたが、レオは昔から彼が万が一の事態を口にすると知っている。その可能性もあるからこそ、少年は「殺しちゃったら」と言った。

「バカが。……今のてめえは、前より弱よえぇだろうが、クソ雑魚」

　レオの悔くやしげな舌打ちは、風にまぎれて消えた。
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　追っ手を撒まきながら町の外れまで逃げ、止めてあった馬車に乗せられた。ジルが馬車を駆かり、サヤカは中に入るよう言われたが、ジルに言いたいこともあって、御ぎよ者しや台だいの隣となりに座った。

「何なのさっきのは！」

「面白かったですね」

　本当に面白かったのか、キラキラと輝かがやくような笑顔で言われ、ちょっと見とれてしまう。

「レオじゃなくて！　ていうか、面白がるな！　星の力を奪うばうなんて、しないってば！」

「いいえ。あなたは今後必ず、彼らから星の力を奪うと、そう約束してくださいました」

　ジルは誠実な目でサヤカを見つめ、自分の胸に手を置いて言った。

「俺はあなたを信じます」

（この人、本っ当に性格悪い……！）

　ジルの笑顔に輝きが増す。その笑顔は暗に「言質は取った」と言っているだけだったが、誠実さと信しん頼らいのこめられた目線が、サヤカの反論を封ふうじてくる。

　目ま映ばゆい笑顔で良心をちくちくと攻こう撃げきされていたが、サヤカは話題を逸そらそうと口を開く。

「そ、そうだ！　力を奪えって言うけど、その方法も教えてもらってないじゃん！」

「ああ、言ってませんでしたか。聖騎士があなたにキスをすればいいんです。だから忠誠を誓ちかわせようと思ったんですよ。奴やつらは何かを誓わせておけば簡単にキスしますから」

　ジルの言った単語を聞き留め、サヤカは一瞬固まり、そして一気に顔を赤くする。

「キ……キス!?　ダメでしょ、聖騎士のキスよ!?　好感度八十パーセント以上にしてイベント条件果たさないと発生しない重要イベントじゃん！」

「何を仰おつしやってるのかまったくわかりませんが、そんなに抵てい抗こうがあるんですか？　口ではなく手の甲こうに、ですよ？」

「いや無理、興奮で死ぬ！　だいたい、騎士が軽々しく誓いのキスなんてしないでしょ！」

「騎士なんて、忠誠だの誓いだの愛だのと嘯うそぶき、簡単にキスする生物ですよ」

「聖騎士はそんなことしーなーいーのー！」

　何たって、彼らは乙女おとめの理想を形にした乙女ゲームの攻こう略りやくキャラクターなのだから、一いち途ずであるはずなのだ。サヤカはそう信じている。

「あのレオを見ても、まだそんなことを言うんですか？」

　サヤカの胸中を見み透すかしたように、ジルは笑った。

「それ、は……」

　そう信じている──はずだった。

（でも……さっきのレオは、ゲームと全然違ちがった……）

　怪物を倒たおすのはもちろんだが、人々をまず一番に守る。それが彼の信条だった。だが先ほどのレオは、怪物をなかなか倒さず、人々の悲鳴を聞いても眉まゆ一つ動かさなかった。被ひ害がいは出なかったが、人々の恐きよう怖ふをそのまま放置するような人ではなかったはずだった。

「どうして、あんな風になっちゃってるの……？」

　夜の森を見つめながら、サヤカは独り言のつもりで呟く。口に出している意識もなかったのだが、隣から声が聞こえてきた。

「……どうしてでしょうね」

　馬車の車輪の音に搔かき消されてしまいそうな声だったが、その言葉は確かに聞こえた。

　まだ出会って数時間だが、余よ裕ゆうのある彼からは想像できない──悔しがるような声だった。

（ジル……？）

　彼もまた、口に出すつもりのない独り言だったのかもしれない。ジルはそんな声を出したとは思えない、標準装備の笑え顔がおのまま、手た綱づなを握にぎっていた。




　森の中の道を抜ぬけ、ゆっくりと馬車が速度を落としていく。

「そろそろ着きますよ」

「ん？　え？　着く……って……」

　目の前には、歴史の重じゆう厚こうさが感じられる大きな屋や敷しきがあった。その玄げん関かん前に、馬車が止まる。

「今日からここがあなたの屋敷です。どうぞ、お手を」

　先に馬車から降りたジルが、手を差し出してくる。様になる行動にときめきと苛立ちを同時に感じつつ、その手を借りて馬車から降りる。

「な、何で私にここまでするの……？」

「もちろん、あなたは聖騎士から星の力を奪うという、大切な役目を負っている方ですから。丁てい重ちようにおもてなししないと。…………」

　ジルはサヤカを見ながら、何か言いたげな笑顔で黙だまった。サヤカは額に青筋を立てる。

「たとえ私がバカでも──って思ってるのバレバレだから！　ていうか私まだ納なつ得とくしてないし、嫌だって言ってるじゃん！」

「ですが先ほど、レオに宣言したじゃないですか。彼は宣戦布告と取ったと思いますよ」

「宣言したのあんたでしょー!?」

「俺の言葉はあなたの言葉も同然です」

　もうサヤカの反論を聞く気はないらしく、ジルはさっさと屋敷のほうへ歩いて行ってしまう。その背中についていきながら、ふとサヤカの胸に疑問が湧わいた。正確には思い出した。

「っていうか、帰れるの、私？」

　憧あこがれていた聖騎士と、彼らの存在する世界。そんな聖騎士から力を奪えという極ごく悪あくな強要をしてくる超ちよう絶ぜつ美形。怒ど濤とうの出来事で頭がいっぱいで、気にする余裕がなかった。

「それは最初に気にすべき問題だと思いましたが、気にされていないようなので俺も言げん及きゆうしませんでした」

「してよ！　忘れてた私も私だけど！　で、帰れるの!?」

「わかりませんか？」

　ここまでのジルの言動を思い返し、サヤカは血の気が引いていくのを感じる。まさか──

「……もしかして、聖せい騎き士しの力を奪わなきゃ、帰さないっていうの……!?」

「よくおわかりで。召しよう喚かんしたのは俺です。当然、あなたを帰すかどうかも、俺次し第だい──ということですね。……申し訳ありません、認にん識しきを改めます。あなたはとても賢かしこい方でした」

　温かみのない笑顔でバカにされ、サヤカは額に青筋を立てたが、深呼吸して心を落ち着かせる。よく考えれば、いきなり異世界に来て、聖騎士と敵対するなんてありえない。

（ど、どうせ、夢だし。聖騎士好きが高じて、こんな夢見ちゃうんだよ、ね……？）

　自分がゲームの中に入って活かつ躍やくする。そんな寝ねる前の妄もう想そうが、ちょっと曲解されて夢になっている。それならありえない話ではない。しかし、夢にしては感覚がはっきりしすぎているのも事実だ。頰ほおを抓つねれば確かに痛い。

「……ねえ。これって本当に、夢じゃないの？」

　そう問いかけると、ジルはサヤカに向き直った。

　ジル──この人がどういう人物なのかもわからない。この世界に来て、彼に助けられた。それは事実だ。今も住む場所を提供してくれている。だが、怪かい物ぶつが再出現している世界で、聖騎士から力を奪えなどというこの青年に、このままついていっていいのだろうか。

　戸と惑まどいながら彼を見つめていると、ジルはサヤカを真正面から見つめてきた。彼はサヤカの言葉を受け止めるように一度目を伏ふせ、瞼まぶたを開く。銀の瞳ひとみがサヤカをしっかり映している。

　胸がドキドキするのは、顔の造作が綺き麗れいなだけだからではない。彼の瞳に、あまりに強い意志があったからだ。それは先ほどの、騎士達に向けた怒いかりと似ている気がした。

「──たとえばこれが夢だったとして、あなたは様子のおかしい聖騎士をこのまま放っておくんですか？」

　ドキドキする胸がどくんと跳はね、一いつ瞬しゆん動きを止めた気がした。

　様子のおかしい聖騎士を放っておくか、否いなか。夢なら放っておいて、目が覚めるまで待っているのか。そんな選せん択たく肢しは、サヤカにはなかった。たとえ夢でも。

「夢、でも……放っておかないけど……ここは、本当に現実なの？」

「信じられないなら構いませんが、ただぼんやりしているだけでは、いつまでも目は覚めませんよ？　それだけは保証します」

　その言葉が、妙みように重くサヤカの胸に響ひびく。彼の声が、表情が、現実だと告げる。

　ジルはサヤカの顎あごを掬すくい、自分のほうへ引き寄せる。いくら好みの美形でも、その強ごう引いんさと凍こごえるような冷たい微笑ほほえみに、サヤカも怯おびえと怒りを覚えた。

「まだ自覚が足りないようですので、はっきり言いましょう。──今のあなたに、俺に従う以外の選択肢などないんですよ、サヤカさま」

「っ……！　何、それ……！」

　何か言い返したいが、確かに、彼がいなければサヤカはあまりに無力だった。先ほどレオにあれだけのことをしてしまった手前、助けを求めに行くわけにもいかない。

（っていうか……どっちが従者なのこれー!?　従者っていうか、私下僕じゃない!?）

「それに──」

　強引に引き寄せていた手をそっと放し、ジルは笑みに優やさしさを加えてサヤカに言った。

「他ほかの聖騎士にも、会いたくないですか？」

　他の聖騎士。彼らに会える。──その言葉に、サヤカは反射的に叫さけんでいた。

「会いたい会いたい超ちよう会いたい！　──あっ……！」

　やっちまった──そう思った時にはもう遅おそい。ジルの輝かがやくような微笑が目の前にあった。

「では、聖騎士全員の星の力を奪うばっていただくということで。頼たのもしい限りです」

「あああ、待って待ってそういう意味じゃなくってぇぇぇ……！」

　サヤカが言葉を続けるが、ジルはすでに背を向け、屋敷の玄関に向かっていた。もう何を言っても、彼に届く気がしない。問答を続ける体力も気力も使い果たしていることに気付き、サヤカはジルが開けた屋敷のドアをくぐっていた。
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　何かの音と誰だれかの声が聞こえて、サヤカは重い瞼を開け、目を覚ます。見えたのは、臙えん脂じ色いろの天てん蓋がい。他の調度品も、自分の部屋には到とう底ていない高価そうなものだ。

　むくりと上半身を起こす。そこは昨夜、ジルに案内されて眠ねむりについた部屋だった。

「……夢オチじゃなかったかー」

　寝起きでも冷静にそう判断できたのは、自分の部屋とかけ離はなれた調度品の数々が置かれていたからだった。サヤカの自室なら、聖騎士達のポスターやグッズで溢あふれかえっているはずだ。

　サヤカは枕まくらを抱だいて、もう一度ベッドに突つっ伏ぷす。

　どうやら自分は本当に、『星の聖騎士２』の世界に召喚されたらしい。

　憧れの聖騎士の敵──彼らから星の力を奪う悪役令れい嬢じようとして。

　プレイするのが楽しみで前情報もネタバレも見ないようにしていたため、何をしたら正解なのか、右も左もわからない。ジルと名乗る美青年に召喚され、彼に憧れの聖騎士達の星の力を奪うよう頼まれ──いや、半ば脅おどされてここに連れてこられた。

「よりにもよって、『敵』って……なんてことしてくれたのよ『２』のシナリオライター……！　絶対許さないから……！」

　いつもならこれだけ打ちひしがれていたら、聖騎士グッズで癒いやされるところなのだが。

「あのもちもちな聖騎士ぬいぐるみも、コンビニを駆かけ巡めぐって揃そろえたクリアファイルも、色んな人と交こう換かんしてやっとコンプしたアクキーも、ここにはないなんて！　──ううん、でも！」

　がばりと起き上がる。お小こ遣づかいをやりくりして集めたグッズはここには一つもない。だが。

「本物の聖騎士達がここにはいる！　会える二次元！　落ち込む必要がどこにあるの!?」

　自分でも本当に緊きん張ちよう感かんがないなと頭の端はしで思いながらも、サヤカはベッドから下りた。その目の前に、整った口元が見え、それが動いて上品な声が聞こえてきた。

「おはようございます。よく眠れたようで何よりです、サヤカさま」

　顔を上げて、ジルのどこか生なま温ぬるい笑えみを数秒見つめる。

「顔が眩まぶしい……って──」

　その顔は彫ちよう刻こくのように整っているが、彼は生きた人間だ。ジルがいることを寝ぼけた頭でやっと理解して、サヤカは勢いよくベッドに戻もどる。別に恥はずかしい格好で寝ているわけではないが、寝起きを見られるのはやっぱり恥ずかしい。今まで散々独り言を言い散らしていたし。むしろそっちが恥ずかしい。

「何勝手に入ってきてんのよー!?　心臓に悪いでしょ、寝起きにその顔は！」

「まだ起きていらっしゃらないようでしたので、さすがにそろそろ起こそうかと。一応、声も掛かけましたし、ノックもしましたよ」

　そういえば、何か物音が聞こえて目を覚ましたんだった。呼ばれたような気もする。

「わ、わかった、起きるし着き替がえるから、ちょっと外出てて！」

「ええ、ですから彼女を紹しよう介かいしようと思いまして。──ステラ」

「え!?　ちょっと待って誰かいるのー!?」

　サヤカは慌あわてて、せめて髪かみを整えようとしたが、すでに彼女はジルの後ろに控ひかえていた。

　メイドドレスを纏まとった女性が、その場で恭うやうやしく頭を下げていた。

「初めまして、サヤカさま。私、メイドのステラと申します。お嬢じようさまのお世話係をさせていただきます。以後、よろしくお願いいたします」

　長い茶ちや髪ぱつをまとめた、蒼あおい瞳を持った二十歳はたちぐらいの女性。笑顔は上品だが愛あい嬌きようもあり、親しみやすさを感じる。そして何より、美人だった。

「な、なんて美少女……！　メイドドレスも可愛かわいい～！」

「ふふっ、お褒ほめいただき、ありがとうございます」

　ステラは照れた笑みを浮うかべる。対して自分の姿は完全に寝起きで、恥ずかしさを思い出した。そういえばあの独り言もステラに聞かれていたのだろうか。

「あの、着替えるので……ちょっと二人とも、出ててもらっていいですか……」

「でしたら、お手伝いします」

「いやいや一人でできるんで！　そんな高貴な生まれじゃないんで私！」

　ステラを手で制していると、背を向けたジルがステラに声を掛ける。

「ステラ。サヤカさまの準備が整ったら、食堂に行くついでに屋や敷しき内を案内しておけ」

「かしこまりました」

　ジルはステラの返答を背中で聞き、部屋を出て行った。




　サヤカは今日も制服を着ようかと思ったが、ステラがこれなら一人でも着られるからと、赤いドレスと靴くつを一式持って来てくれた。着てみると、膝ひざ丈たけで腕うで周まわりもゆとりがあり、案外動きやすい。

「どうぞこちらへ、サヤカお嬢さま」

　部屋を出てステラに案内されていると、彼女から食欲をくすぐる匂においがすることに気付く。

「パンの、匂い……？」

「先ほどパンを焼いていたので。一階をご案内したら、すぐにお食事の準備をいたします」

「そう言われるとお腹なか減ってきたかも。お願いします」

「ふふっ、はい」

　ステラは上品で愛嬌のある笑顔をサヤカに向ける。女のサヤカでもきゅんとする笑顔だ。

（可愛い……！　こんな女の子になりたかった！　ううん今からでも……いや無理か）

　早々にお上品なお嬢さまを諦あきらめているサヤカの前で、ステラはあるドアを開く。すると草花の匂いの乗った風が吹ふき込んできた。よく手入れされた庭園だ。

「こちらは中庭になります。今日はいいお天気ですし、お昼はこちらで召めし上がりますか？」

「うん！　そうす──」

　サヤカが笑顔で頷うなずいたその時だった。頭上から、ザバ、という水音が聞こえてきた。

「きゃっ！」

　前を歩いていたステラの短い悲鳴が聞こえ、彼女を見ると、上半身がびっしょりと水で濡ぬれていた。ステラはすぐにサヤカに駆け寄ってきた。

「お嬢さま！　ご無事ですか？」

「う、うん、私は平気。ていうか、何なのこの水!?」

　雨のはずはない。頭上を見ると、二階の窓からジルが空のバケツを出していた。明らかに、彼がステラに水をかけたとわかる。彼はしまったという顔すらせず、二階の窓からひょいと飛び降りてきた。驚おどろいたが、ステラを心配する様子もないジルに、サヤカは詰つめ寄った。

「ちょっと、うっかりでも謝りなよ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよお嬢さま。ただのお水ですから。お嬢さまが濡れなくてよかった」

「美少女の笑顔プライスレス……！　ん？」

　ふと、ステラの服装に違い和わ感かんを持つ。何かが、さっきと変わっている。

「あの、ステラ……」

「はい？」

　サヤカの視線に気付き、ステラは自分の胸むな元もとを見下ろす。その場にいる全員の視線が、そこへ向かっていた。

　胸が、萎しぼんでいる。

　サヤカはぽかんとそれを見つめていたが、ハッと我に返る。ステラは胸を見つめて俯うつむき、黙だまり込んでいた。そんな彼女の心境を察し、サヤカは彼女の肩かたを持った。

「ステラ、わかるよ！　私もあんまんを食べる度たびにこれを胸に詰めたらって──」

「離れてください、サヤカさま」

　背後から厳しい声がして、ジルがサヤカの肩を持って身体からだを引き寄せた。

「あんたがやったんでしょー!?　乙女おとめのこの切ない気持ちがあんたにわかるっていうの!?」

「俺にはわかりませんが、こいつにもわからないでしょう。こいつは女ではありませんから」

「……へ？」

　ジルは懐ふところから一通の手紙を取り出した。

「確かに姿はそっくりだが、先ほどステラから手紙が来た。昨夜こちらへ向かう途と中ちゆう、男に声を掛けられ、俺の命令で、屋敷は危険だから帰るように言われてその通りにした、と書いてある。サインも間ま違ちがいなく彼女のものだ」

「えっ、じゃあ……この人は、誰だれなの？」

　胸が萎んでいる彼女を見てそう呟つぶやき、サヤカははたと自分の発言を思い返す。

「っていうか、何？　私コンプレックス晒さらし損ぞんなの!?　待って恥ずかしくて死にそう！」

　サヤカが真顔で真っ赤になっているのを放って、ジルは相手に近づく。今まで動かなかったステラの姿をした者は一歩下がり──背を向けて走り出した。

「え、あっ……逃にげたー!?」

「サヤカさまは屋敷の中に！　出てきてはいけませんよ！」

　ジルはサヤカにそう言って即そく座ざに追いかけた。下手へたに動くとジルの邪じや魔まになるかもしれない。言われた通り屋敷の中に入ったが、外が気になる。

　ジルが戻ってくるのをそわそわと待っていると、キン、と甲かん高だかい、金属が擦こすれるような音が聞こえてきた。

「何の音……？」

　外に出ようかと思ったが、出ていってジルに怒おこられるのも怖こわい。そういえば中庭から、二階にバルコニーが見えたことを思い出し、そこへ走る。

　音がするほうへ向かいバルコニーから見下ろす。裏庭のような場所でジルが剣けんを構え、ステラの姿をした誰かは、ナイフのような短剣を持って応戦していた。

　二つの剣がぶつかりあい、火花が散る。

「ジル……！」

　こっそり様子を窺うかがうだけのつもりだったが、思わず彼を呼んでいた。二人の視線がサヤカを見上げたが、その一方の視線が険しくなる。

「出てくるなと言いましたよね？」

「い、一応ここも屋敷の中だもん……！」

　ジルに怒いかりを込めた笑え顔がおを向けられ、小さく反論する。ジルの横顔にはあまり余よ裕ゆうがない。誰かを呼ぼうにも、屋敷にはジルとサヤカ、そしてこの侵しん入にゆう者以外の者はいないようだった。

　サヤカとジルを交こう互ごに見て、彼はため息を吐つく。ステラの時とは声こわ音ねが変わっている。

「ねえ。もう攻こう撃げきするつもりがないなら、僕は逃げるけど、いい？」

「それは、困るな」

　実際ジルは、彼との距きよ離りを測りかねているようだった。彼は苛いら立だちを露あらわにし、片手で短剣を弄もてあそぶ。

「じゃあ動けなくして逃げるよ。君、下手に腕が立つみたいだから、相手するの面めん倒どうくさいし」

（ん？　この声……）

　まだ少年の幼さを残したその声に、サヤカは聞き覚えがあった。

「お前には用がある。こっちとしても、お前を逃がすわけにはいかないんだ」

　ジルの言葉に、彼は面倒くさそうな顔をしつつ、緊きん張ちよう感かんのない声を発した。

「じゃあ、ちょっと待って。この格好、動きにくいんだよね」

　そう言って彼は自分の髪を摑つかむ。ブラウンの髪の下から、真しん珠じゆに似た色の髪がふわっと広がった。メイド服を脱ぬぐと、その下には細い身体にフィットする服と、短剣を挿させるベルトを巻いていた。濡れたメイド服で顔を拭ふくと、日に焼けた褐かつ色しよくの肌はだが現れる。

「ぷは。久しぶりに変装したから、顔が疲つかれちゃった」

　化け粧しようを落としたその顔に、サヤカは見覚えがあった。くりっとした大きな目に、澄すんだ海のような青い瞳ひとみ。まだ幼さが少し残る、十代半ばほどの美少年がそこにいた。

「え、うそ……まさか……！」

「そっちから来てくれるとは好都合だ」

　ジルはちらりとサヤカを見てから、彼の名を呼ぶ。

「──蟹かに座ざを司つかさどる聖せい騎き士し、キャンサー」

　キャンサーは目を瞠みはる。女装はバレたが、その正体に気付かれるとまでは思っていなかったのだろう。

「どうして、僕がわかっ──」

「キャンサー!?　ホントに!?　ホントにキャンサーちゃん!?」

　サヤカの大声に、キャンサーの肩がびくっと飛び上がった。そしてサヤカを睨にらんでくる。

「うるさいな！　びっくりさせないでよ！」

「大きくなってるー！　だからわかんなかったんだ！　ああでも成長しても超ちよう絶ぜつ可愛かわいい──」

「サヤカさま」

　しっかり響ひびく声でジルがそう呼びかけ、綺き麗れいな笑顔でこちらを見上げてくる。

「ちょっと静かにして、下がっていてくださいね」

「……はい。ごめんなさい」

　言葉よりも目で「うるさい」と怒られた。サヤカは一気に興奮が冷め、大人しく口を閉とざし、自主的にその場に正座した。キャンサーが睨むより百倍怖い。

　とはいえやはり気になり、サヤカは恐る恐る欄らん干かんの間からもう一度キャンサーを見下ろす。

　キャンサーは成長している。だが、一番変わっているのは身体ではなかった。

「私が知ってるキャンサーは……もっと、優やさしくて、怖がりな子だったはず。それに……」

　サヤカの言葉が聞こえたのか、キャンサーがこちらをきつく睨んできた。しかし瞬またたきの後、彼は嘲あざけりの笑みを浮うかべた。

「誰のこと言ってるのか、わかんないんだけど。それより、僕を殺すの？　それとも僕が君を殺していいの？」

　短剣を弄びながら、ジルにそう尋たずねるキャンサーの姿は、ボロボロと言っても過言ではなかった。綺麗な造作の顔ではあるが、ふわふわだった髪かみには艶つやがなく、大きな目は血走り、目の下にはクマがある。手て袋ぶくろを脱いだ手には生傷がたくさんついていた。

　キャンサーだとすぐにわからなかったのは、成長していたからではない。彼の姿や言動の数々が、ゲームで知っていた彼と合がつ致ちしなかったからだ。

「殺す……って……」

　キャンサーはジルに一歩近づく。ジルは剣を構えたままだったが、キャンサーは気にせず、薄うすく笑いながらさらに距離を詰つめた。ジルが一歩でも踏ふみ込めば斬きられてしまうのに、彼は臆おくしもしない。

「僕の短剣も届く距離になっちゃうけど、いいの？」

「お前こそ、なぜ近づいてくる？」

　笑いながら、キャンサーはシャツのボタンを外し、胸元を開ける。その日に焼けた素す肌はだにサヤカは赤くなり、目を逸そらそうか、それともガン見しようか一いつ瞬しゆん迷ったが、彼の肌にある物を見て、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなくなった。

「そんなもの向けられたところで、全然怖くないから」

　キャンサーの胸元から腹部、見える場所には、無数の傷きず痕あとがあった。まだ治りかけのものもあるのか、血が滲にじんだ包帯も巻かれていた。

「脅おどしじゃ僕は捕つかまえられないよ。痛みなんて、ちっとも怖くない」

　にこっと微笑ほほえみ、そう言ってまた一歩、キャンサーはジルに近づく。そしてキャンサーはジルの剣を握にぎり、自分のほうへ引き寄せた。剣を握り締しめた手から、血が流れている。その鮮あざやかな赤に、サヤカはゾッとした。

「何、してるの……？」

　サヤカの知っているキャンサーは、こんなことをする少年ではなかった。

　最年少で、騎士にしては少し大人しく、泣き虫で怖がりな少年。だが天使のような笑顔で周囲を和なごやかにさせる。人なら誰もが持つ恐きよう怖ふ心をよく知っているからこそ、弱い人々を守れる、誰よりも心優しい騎士──それがキャンサーだった。

　そのはずなのに。

「ほら、殺すなら早く殺せばぁ？」

　剣の刃やいばを伝い、ジルの手もキャンサーの血で濡ぬれた。

「や、やめてよ……！　何してんの!?」

　サヤカが思わず身を乗り出して叫さけぶと、キャンサーがサヤカを仰あおいで笑った。サヤカの知らない、暗い笑み。

「顔が真っ青だよ？　大だい丈じよう夫ぶですかぁ、お嬢じようさま？」

「あなたはそんな子じゃなかったでしょ!?　血だって、怖かったはず……！」

　サヤカの言葉を聞き、キャンサーの目に、怒りだけではない険が混じる。

「……お前が、僕の何を知ってるんだよ」

　瞳に剣けん吞のんな色をたたえたまま、キャンサーは口元だけで笑った。

「僕にはもう怖いものなんかないんだ。死ぬことすらね」

「怖くない……？　あなたが？」

「君も僕を臆病だって言うのか？　僕は強くなった。そんなこと、もう言わせない」

「そう、みたいね……」

　彼が言っていることは、きっと事実だ。先ほどから、キャンサーは驚おどろきはしても、怖こわがったりはしていない。痛みすら恐れず、まるで感じていないようだった。──それが悲しくて、サヤカの胸の奥が痛む。

「だから私はこんなに……失望してるんだ……」

「失、望……？」

　そんな言葉は予想もしていなかったらしい。キャンサーは限界まで目を瞠っていた。その中で、瞳が大きく揺ゆれている。

　キャンサーの目にさらに強い怒りが湧わき上がる。

「何で、失望なんか……っ！　僕は強くなったのに、どうしてそんなこと言われなきゃいけないんだよ！　僕は恐怖を克こく服ふくして、強くなったのに！」

　掠かすれるほどのキャンサーの怒ど声せいが、サヤカにはむなしく聞こえる。

　正座していたサヤカは、手て摺すりを持ってゆっくり立ち上がり、キャンサーを見下ろした。

「こんな展開、私は許さない……！」

「サヤカさま……？」

　ジルが訝いぶかしげに呼びかけてきたのが聞こえたが、反応できない。キャンサーの変へん貌ぼうに、悲しみの代わりに怒いかりが湧いてくる。

　どうして、レオも、キャンサーも、自分の信念を曲げるような変貌を遂とげているのだろう。

「解かい釈しやく違ちがいっていうのかしら、こういうの。私は前の聖騎士が大好きだった。憧あこがれだった。たとえ二次元でも、あの人達から、生きる糧かてをもらったの！　こんなの許せるはずない！」

　サヤカの言葉は完全に独り言だった。しかしその言葉を聞いたキャンサーは、怒りを込めたままサヤカの言葉をあざ笑った。

「許せない？　どうして？　僕は誰だれより勇ゆう敢かんな騎士だ。傷つくことも恐おそれない。この傷が見えないの？」

　キャンサーが服を捲まくって刀傷らしきものを見せる。包帯にも、赤く血が滲んでいる。

　サヤカは彼の傷から目を逸らした。

「……そんなもの、見せないで」

「怖いの？」

「……ええ、怖いわよ。怖いに決まってるじゃない。血よ？」

　その赤い傷が本当に怖くて、サヤカの手も声も震ふるえていた。サヤカの様子に気分を良くしたらしいキャンサーが、目を細めて笑う。

「ふふっ、ごめんね、お嬢さま？　でも僕は気に入ってるんだ」

「怖いけど、何の脅しにもならないわ」

　手はまだ震えていたが、サヤカは視線をキャンサーに向けた。手の震えは怖さからではなく、怒りが原因になっていた。一呼吸してから口を開くと、自分でも驚くほど冷静な声が出た。

「そんな傷を勲くん章しようみたいに誇ほこって、ずいぶん嬉うれしそうね。そんなに強い自分に酔よっていたいの？　それとも酔っていなきゃ、怖いのかしら？」

「っ……！　バカにするな！　僕にはもう恐れなんてない！」

「バカにするな？　無む茶ちや言わないで。今のあんた、『僕は強いんだぞ！』ってきゃんきゃん吠ほえる子犬みたい。かーわいー」

　サヤカは息を大きく吸って、バルコニーから身を乗り出し、キャンサーを指さして怒ど鳴なった。

「私は絶対、今のあんたを認めない！　認められない──あっ」

　勢いよく身を乗り出したせいで、足の裏が、ずるっと滑すべる。

「サヤカさま！」

　ジルが焦あせった声を発したが、すでにサヤカは身体からだのバランスを崩くずし、バルコニーから落ちていた。──真下では、キャンサーが目を見開いている。

「あ」

　焦ったジルの、どこか気の抜ぬけた声の後。

「わあああああ──ふぎゅっ！」

　キャンサーの叫び声が、衝しよう撃げきと共に途と切ぎれる。サヤカの身体は、キャンサーを押し倒たおす形で受け止められていた。

　下した敷じきにして悪いとも思ったが、興奮したままのサヤカは、これだけは言わないと気が済まず、戸と惑まどう彼の目を見て怒鳴りつけた。

「この、最弱雑魚ざこ騎き士し！　心底失望したわ！」

　サヤカの怒声が辺りに反はん響きようする。怒りと悲しみで、涙なみだが滲み、気付けば肩かたで息をしていた。

「ふ……っ」

　静まり返った空間で、ジルが何か言った気がした。

「……ふふ、くっ……あははははははっ！」

　ジルの笑い声に、サヤカはびくりとして彼を振ふり向く。怒おこっても呆あきれても、常にどこか冷たく、上品な雰ふん囲い気きを纏まとった彼がこんなに声を上げて笑うとは思わず、驚いた。聖騎士の力を奪うばえと強要する危険な男のはずなのに、その笑え顔がおは明るかった。

（何かこうやって笑うと、悪い人には見えない……っていうか……）

「ど、どうしたの、急に笑い出して……？」

「い、いえ。くっ……！　あなたの言葉で怯ひるんでいくこいつが、面おも白しろくてつい」

　口元を押さえ、肩を震わせ、本気でおかしくて笑っているらしい。

「……こっちはこっちで悪あく趣しゆ味みだわ……」

「ありがとうございます」

「褒ほめてない！」

「私はあなたを褒めていますよ。実に清すが々すがしく素す晴ばらしい罵ののしり文句の数々でした」

「嬉しくない！　私は怒ってるん……だか、ら……」

　怒りで沸ふつ騰とうしていた頭が、少しずつ冷静になっていく。それに伴ともない、サヤカは顔を蒼あおくしながら足元を見下ろす。未いまだにキャンサーを下敷きにしている。飛び退すさるように彼の身体から離はなれ、やっぱり心配で即そく座ざに戻もどってくる。

「ご、ごめんなさい……っ！　大丈夫!?　キャンサー!?　生きてる!?」

　キャンサーは上半身を起こしたが、俯うつむいたままその肩を震わせていた。

「何……だよ……っ！」

（ヤバイ、言い過ぎた!?　そうよね悪いのはキャンサーじゃなくて、シナリオなのに！）

「あ、あの……ご、ごめんなさい。今のはその、別のことに腹が立ってて──」

　後あと退ずさろうとしたサヤカだったが、キャンサーの手が伸のびてきて、ガシッと足首を摑つかまれる。

「ひいっ！」

「放せ」

　ジルがキャンサーの腕うでを退どけようとするが、彼はサヤカの足を離さない。

「やだ。もう一回……──って」

（まさか泣いちゃった!?　泣かせてしまったー!?）

　小さな声は震え、上ずっており、よく聞こえなかった。

「ご、ごめんなさい、今、何て言ったの？」

　ぷるぷると震えながら、ぎゅっと目を閉じ、キャンサーは意を決した顔で言った。

「もう一回……罵って！　ください！」

　キャンサーのその言葉を聞いた後、サヤカとジルは同時に口を開いていた。

「「……何て？」」

　それはサヤカとジルの心が初めて一つになった瞬しゆん間かんだった。

「何どうしたのバグったの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　しっかりしてー!?」

　サヤカはキャンサーの肩を持ってがくがくと揺らす。キャンサーはサヤカを見て顔を真っ赤にし、胸を押さえていた。

「わ、わかんない！　けど……何か、ドキドキして……っ！　もう一回聞きたくて！」

「間違いなくバグってるー！　キャンサーはこんなこと絶対言わないよねえ!?」

　ジルに同意を求めると、彼は冷静な顔のまま頷うなずき、キャンサーをまじまじと見つめる。

「キャンサーでなくとも言わない台詞せりふですね。……混乱しているようですし、気付にショックを与あたえたほうがいいかもしれません。希望通り罵って、ついでに殴なぐってみては？」

「もっともらしいこと言ってるけど、あんた全力で面白がってるでしょ!?」

「はい」

「真顔で即そく答とうするなー！　で、でも放っておけない、よね……」

　サヤカが向き直ると、キャンサーは期待した上うわ目め遣づかいで見つめてくる。やっぱり可愛かわいい顔をしている。……その期待がもっと真っ当なものであれば、うっかり抱だき締しめてしまったかもしれない。

　この可愛い顔を叩たたくのは気が引けたが、正気に戻すためなら仕方がない。意を決して、サヤカは平手をキャンサーの頰ほおに叩きつける。

「こ、この……最弱雑魚騎士ー……」

　ペチン！　と、わずかにじんとする痛みと衝撃がサヤカの手にも伝わってくる。

（ひえええ初めて人叩いちゃった！　しかもこんな可愛い顔を……！）

　可愛いか否いなかは関係ない。わかっているが、わずかに赤くなった頰と、ぎゅっと目を閉じた横顔が痛々しくてたまらない。サヤカの胸がズキズキと痛む。

（私何やってんだろ……？　泣きそう……っ）

　キャンサーは閉じた瞼まぶたをゆっくりと開き、サヤカを見ると落ち着いた顔になった。ホッと胸を撫なで下ろすと、キャンサーは目に真しん剣けんさを宿して口を開いた。

「本心から最弱クソ雑魚野や郎ろうと思いながら冷たい目でもう一度お願いします。あと全力で叩いてください」

「ねえジルー！　すごい冷静な目と真ま面じ目めな顔でとんでもない要求してきたんだけど！　余計にバグったんじゃないの!?」

　慌あわてるサヤカを押さえ、ジルはキャンサーの顔を覗のぞき込む。彼は不満そうにジルを睨にらんだ。

「サヤカさまに罵ってほしいんだな？」

「！　うん！」

「うんじゃない！　ちょっと落ち着いてー!?」

　ジルの言葉に、嬉しそうに強く頷くキャンサーを揺ゆさぶるが、彼の意志はどうも固いらしい。ジルはキャンサーに笑いかけた。

「お前の言い分はわかった。では、サヤカさまの下僕になれ。存分に罵ってもらえるぞ」

　パアッと花が咲さくかのように、キャンサーが顔を赤くして満面に笑みを浮うかべた。

「っいいの!?　喜んで！」

「喜ぶなー！　ちょっとは悩なやんで！　ためらって！　断ってー！」

「騎士なら忠誠を誓ちかう時にどうするか、わかるな？」

「ジルー!?　私抜きで話を進めるなー！　下僕って何なの!?」

　正気を失っている──かもしれない──キャンサーを騙だましてなんて、サヤカは納なつ得とくできない。しかしジルと口論する前に、キャンサーがサヤカに笑みを向けた。

「えっと……サヤカ、さま？　で、いいですか？」

　彼のほうが少しばかり目線は高いが、はにかんだ上目遣いで見つめられ、サヤカは何も言えなくなった。

「っ……！」

（これぞ私が知ってるキャンサーの笑顔！　可愛い～！）

　サヤカが内心で興奮していると、その手をキャンサーが両手で握った。彼の手にはやはり生傷が多く、それを凝ぎよう視ししている間に、キャンサーはサヤカの手を口元に持ってきていた。

「サヤカさま。僕はあなたに忠誠を誓います！」

　そう言うと、キャンサーはサヤカの手の甲こうにちゅっと音を立てて口付けた。

「……え？　えっ!?　ええええええ──」

　困こん惑わくの叫さけび声を上げていたサヤカだったが、不意にその叫びを止めた。キャンサーの手から突とつ然ぜん力が抜ぬけ、するりと離れていく。

「あれ？　僕……──」

　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやきながら、キャンサーの身体からだがその場に倒たおれた。

「キャンサ──」

　サヤカの目の前が黒く塗ぬりつぶされていく。そのまま視界がぐらりと大きく揺れた。

「え……な、に……!?」

「サヤカさま!?」

　視界が完全に黒く塗りつぶされる直前、ジルの焦あせった顔が見えた。地面に倒れる前に、彼の腕がサヤカを受け止めたのを感じながら──サヤカの意識は暗転した。




　　　　[image: ]




　心地ここちよい風が頰を撫で、サヤカは目を開ける。真っ青な空が目の前に広がっている。

（あれ……私……どうしたんだっけ……？）

　やっと夢から覚めたのかと思った。しかし瞼を開けても、そこは自分の部屋ではなかった。

「じゃあどこよここ!?」

　今までいた世界とは明らかに違ちがう。地平線が見えるほど、広大な草原。

「ジ、ジルー？　いないのー？」

　呼びかけるが、返事はない。辺りを見回すと、サヤカの背後には、真っ白な神しん殿でんのようなものが鎮ちん座ざしていた。

「あれ……ここって……」

　サヤカはこの景色に見覚えがあった。

「もしかして、聖せい騎き士しの意識の中？」

『星の聖騎士』のゲームの中ちゆう盤ばんに、聖騎士の意識の中に入るというシーンがある。

　聖騎士が主人公の聖女から星の力を与えられる際、ここへ来て、星座と契けい約やくする。そのための場所だ。契約する星座は生物だったり物だったりするが、星座に認められた者が、契約を結べるというイベントだ。

　ここへ来る前、キャンサーが倒れたのを見た。その後自分も意識がなくなったように思う。

「もしかして、キャンサーもここにいる……？」

　辺りを見回すと、離はなれた場所に彼が横たわっているのが見えた。

「キャンサー！」

　彼の許もとに走り出そうとしたが、横から黒い岩が突とつ進しんするように移動してきて、サヤカの行く手を阻はばんだ。

「ひいっ！　びっくりしたぁ！」

　サヤカの背せ丈たけよりも数倍は大きいその岩は、八本の脚あしで横に移動してきて、目の前で止まった。遥か頭上には、二本の大きなハサミがある。蟹かにだ。

「確か、蟹かに座ざのカルキノス……？」

　カルキノス──この巨蟹の名前だ。

　蟹座の謂いわれは、カルキノスの友人の水みず蛇へびヒュドラが英えい雄ゆうヘラクレスと戦っている際、助けに入ろうとしたが、戦いに夢中だったヘラクレスに気付かれないまま踏ふまれて死んでしまった。それを可哀かわい想そうに思った女め神がみヘラに星座にしてもらったというものだった。友人思いの蟹なのだ。ちょっと可哀想ではあるけれど。そのためキャンサーも同じように「踏む」という言葉に敏感だった。

「あれ、でも、どうしてこんなに真っ黒なの……？」

　たしかゲームで見た時は、鮮あざやかな紫むらさきの蟹だったはずだ。それが今は、まるで黒い泥どろを被かぶったように黒く、そして禍まが々まがしい気配を纏まとっていた。

「キャンサー！　ねえ！　大だい丈じよう夫ぶなの!?　この子こんなことになってるけど!?」

　蟹の脚の間から呼びかけるが、返事がない。

　蟹のカルキノスはキャンサーの前から退どく気はないらしい。サヤカが回り込もうとすると、そちらの方向へ移動して道を阻む。キャンサーをサヤカから守っているように見える。攻こう撃げきしてくる様子はない。しかし。

「あ、圧がすごい……！」

　キャンサーに手を出すな、という空気がひしひしと伝わってくる。

　ふと、カルキノスを見てサヤカはあることを思いついた。一度カルキノスの前から離れるが、追ってはこなかった。

「やるしかないのよサヤカ。運動部じゃないし、できるかわかんないけど……！」

　全速力でカルキノスに向かって走り、八本の脚の間から滑すべり込む。ここで座り込まれたらおしまいだったが、何とかスライディングに成功したようだ。

　キャンサーにぶつかりつつ、サヤカは彼を揺すって起こす。

「キャンサー！　起きて！」

　背後ではカルキノスがこちらを振ふり返る気配がしていた。キャンサーならカルキノスを止められると期待しているのだが、もし意い思し疎そ通つうできなかったらどうしよう──今さら不安になっているサヤカの前で、キャンサーの瞼まぶたが開いた。

「……あれ？　僕、何でここに？　ていうか、何でサヤカさまがここに？」

「それは私が聞きたいっての！　ていうかあの子どうにかしてー！」

　頭を振っていたキャンサーが、自分達にかかる影かげの正体を見上げ、大きく目を開けた。

「何この岩──じゃない、カルキィ!?　何でこんなに真っ黒なの!?」

「そんな愛あい称しようつけてたんだ」

「だって、僕を認めてくれた子ですよ？　カルキィ！」

　キャンサーが触ふれようとする直前、サヤカはカルキノスを覆おおう黒いものが、まるで内側から外に出ようとするように蠢うごめいていることに気付く。咄とつ嗟さにキャンサーの襟えり首くびを摑つかんだ。

「待ってキャンサー！」

「っえほ、けほ！　サ、サヤカさま……」

「あああ、ごめんなさい！　咄嗟に摑んじゃって……」

　咳せき込んでいたキャンサーが手を上げ、人差し指を一本立てた。

「もう一回……！」

「な！　ん！　で！　よ！　それより、あの黒いの、変じゃない!?」

　なぜか笑え顔がおのキャンサーに怒ど鳴なりつけ、サヤカはカルキノスの身体を指さす。キャンサーは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、その横顔に焦りを滲にじませた。

「苦しんでる……。何で!?　どうして、君がこんな姿になってるの……!?」

「いつからこうなの？　星の力を与あたえられた時はこんな風じゃなかったでしょ？」

「そうです。綺き麗れいな紫むらさき色いろで……。何で今まで気が付かなかったんだろ。一体、いつから？」

　カルキノスの変化に、キャンサーは気付いていなかった。

（もしかして、キャンサーの性格が変わったことに関係してるのかな……？）

　カルキノスがキャンサーを見ている様子はない。ハサミを鳴らし、サヤカを威い嚇かくしていた。サヤカが一歩下がろうとすると、キャンサーがカルキノスを見上げて話しかけた。

「カルキィ。この人は大丈夫だよ。……君と、同じだから」

「え。この子にまで踏ませてるの？」

「違いますよ！　そういうことじゃなくて……」

　キャンサーはサヤカから目を逸そらして言い淀よどむ。

（そんなに恥はずかしいことでもこの子に知られてるのかな……？）

　キャンサーはカルキノスの前に出る。後ろ姿しか見えないが、白い髪かみの間から見える耳が赤くなっているのが見えた。

「この人は──弱い僕を、認めてくれた人だから」

　キャンサーはサヤカには聞こえないぐらいの小声で、カルキノスに何かを呟いた。

　今までサヤカを威嚇するように巨きよ大だいなハサミを動かしていたカルキノスがハサミを止める。そしてキャンサーの頭上を越こえて、サヤカにハサミを伸のばしてきた。攻撃するような素す早ばやさではなく、ゆっくりと。カルキノスは何かをサヤカに求めている気がした。

「何？　どうして欲しいの……？」

　黒い泥のようなものが、表面に小さな山を作りながら蠢いている。恐おそろしかったが、サヤカはそっと手を伸ばす。カルキノスは抵てい抗こうもせず、サヤカにそのハサミを触れさせた。

「……あれ？　キャンサー、見て」

　呼びかけると、俯うつむいていたキャンサーがハッとして顔を上げる。

　サヤカが触れた部分から、黒い泥のようなものが消え、本来の鮮やかな紫色に戻もどっていく。驚おどろいた顔でキャンサーが振り返ってくる。サヤカも何が起こっているのかわからず、目を丸くしてキャンサーを見つめる。

「これ、サヤカさまが……？」

「私は何もしてないけど、何か、あの……触さわったら消えた。……あれ？」

　サヤカとキャンサーが目を合わせているその間に、不意にカルキノスの姿が消えた。

「カルキィ!?」

　キャンサーと慌あわてて探す。あんなに大きな蟹が移動したらすぐにわかるはずだが、音もなくその巨体が消えた。

　ふと下からカサカサと音がして、サヤカは足元を見下ろす。そこには手のひらサイズの紫色の蟹がいた。小さくなってはいるが、その姿は間ま違ちがいなくカルキノスだ。

「「すごい縮んでない!?　何で!?」」

　キャンサーと異口同音に叫さけんでしまった。ということは、キャンサーもどうしてカルキノスが小さくなったのかわからないらしい。

「キャンサー。どうして小さくなったのか、カルキノスもわからないの？」

「そう、みたいです……。でも、もう苦しんでないみたい。よくわかんないけど、サヤカさまが泥を消してくれたおかげみたいです」

　キャンサーはホッとした表情でサヤカに笑いかけた。そう言われても、サヤカが何かしたわけではない。触れたらなぜか黒い泥が消えたのだ。

「カルキノスがそう言ってるの？」

「僕らは感覚を共有している感じなんです。だから僕もわかります。あなたのおかげだって」

「何かしたつもりは、全然ないんだけど……そっか。なら、よかった」

　サヤカがそっと指を差し出すと、小さなカルキノスはハサミでサヤカの指を挟はさんできた。

「痛──く、なかった。可愛かわいいかも……」

　そのまま持ち上げて手のひらに乗せると、カルキノスは大人しくサヤカの手のひらに座った。

「知らなかった……蟹、可愛い……！」

　よく見れば目がくりくりしている。美味おいしいだけじゃなかった。

　キャンサーは目を細めて微笑ほほえみ、カルキノスを指先で撫なでた。その目に少しだけ、寂さみしさのようなものが窺うかがえる。

「カルキィは、サヤカさまの許もとにいたいみたいです」

「？　どういうこと？」

　首を傾かしげていると、手のひらの上でカルキノスが立ち上がる。そして一度キャンサーと向かい合ってから、サヤカの手のひらに吸い込まれるように消えていった。

「えっ、消えっ……入っ……ええ!?　どういうこと!?　カルキノスどこ行ったの!?」

　手のひらとキャンサーを交こう互ごに見て慌てるサヤカに、キャンサーは優やさしく微笑んだ。

「カルキィは認めた相手じゃないと、自分から触れないんです。僕と同じで臆おく病びようだから。サヤカさまはカルキィに認められたんですよ。僕よりサヤカさまと一いつ緒しよにいたいみたい」

　キャンサーの瞳ひとみに宿る寂しさの理由は、カルキノスと離はなれてしまうことだったらしい。

「でもそれ、キャンサーから星の力がなくなったってことじゃない？　それは……いいの？」

　聖せい騎き士し達は皆みな、聖騎士になるために幼いころから努力してきたはずだ。特にキャンサーは、十三歳で聖騎士になり、最年少という立場で騎士として人々を守ってきた。星の力がなくなることは、彼にとって本当にいいことなのだろうか。

　キャンサーは目を閉とざし、サヤカに頷うなずく。瞼を開いた時、彼は心からの笑みを浮うかべていた。

「いいんです。カルキィが選んだことですし、僕も納なつ得とくしてます。ちょっと寂しいだけ。それに僕は所しよ詮せん、最弱の騎士ですから」

「そんなこと言わないの！」

　キャンサーの両りよう頰ほおをペチンと軽く叩たたき、サヤカは彼の顔を覗のぞき込む。

「サヤカさま……？」

「私もさっきはああ言ったけど、それはあなたが間違ってたから。本当のあなたは、カルキノスに認められた立派な騎士でしょ？　そんな風に言わないで。私だって、誰だれよりも優しくて、弱い人々の心を守ろうとするあなたの姿に、憧あこがれたんだから」

　キャンサーは弱くなんかなかった。

　普ふ通つう、怖こわいと思ったら、自分を守ってしまうものなのに。

　──サヤカは、そうした。他人より自分を守ってしまったことがあった。

「本当に、すごいと思ったの。私も、あなたみたいになりたいって思った」

　キャンサーの目に涙なみだが浮かんだ。彼の青い瞳は、海の水面のように、キラキラと輝かがやく。

「僕は臆病な自分が嫌きらいです。だからずっと、恐きよう怖ふ心が消えたらいいと思ってた。テュポンを倒たおして、自信がついて、怖いものなんてないって思ってたけど……何か、間違ってたみたい」

　頰を包むサヤカの手を確かめるように、キャンサーは手を重ねてきた。

「こんな僕でも……いいんでしょうか」

「私はそんなあなただから、憧れたの」

　サヤカがそう言うと、キャンサーは頰を染め、大きな目を細め、ふわりと優しく微笑んだ。

（……天使かな……？）

　聖騎士だけど。こんなに近くでこんな笑顔を向けられたら、サヤカのダメな心が浄じよう化かされそうだ。感激で涙が出そうな目を閉じ、笑顔を反はん芻すうする。

「──サヤカさま」

　キャンサーがサヤカの手を離して、呼びかけてきた。慌てて目を開けたその時には、彼はサヤカの前で片足をついて跪ひざまずいていた。

　彼の真しん剣けんな目に、吸い込まれそうになる。

「僕は聖騎士でも最弱です。ですが、あなただけは必ず僕がお守りすると約束します」

　キャンサーは手のひらをサヤカに差し出してきた。ドキドキしながらサヤカがその手に自分の手を重ねる。キャンサーは嬉うれしそうに微笑み、大切そうにサヤカの手を優しく握にぎる。

「あなたに、僕の忠誠のすべてを捧ささげます」

　先ほどのような音を立てるキスではなく、そっと触ふれるキスをしてから、キャンサーはサヤカの手を抱だき締しめるようにぎゅっと握った。

「……ありがとう」

　キャンサーの目元で何かが光った気がしたが、それを確かく認にんする前に、サヤカは気を失った。
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「──ヤカ！　サヤカ！」

　身体からだを揺ゆすられ、同時に声が聞こえた。

　目の前に、ジルの緊きん張ちようしたような、強こわ張ばった表情があった。初めて見る表情だ。

　銀色の髪かみが、サヤカの顔にかかりそうになっている。逆光になった彼の銀の瞳は、本当に夜空の月のように見える。

「顔がいい……」

（ジル……）

「……気のせいか、心の中の呟つぶやきが口に出てませんか？」

　彼の名前を呟いたつもりだったのだが、つい思ったことが先に口に出たらしい。ジルは張り詰つめていた表情を緩ゆるめ、大きくため息をついた。
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「心配して損をしたと思わせるような台詞せりふはやめてください」

「えっ、心配したの？」

　思わずサヤカがそう言うと、一いつ瞬しゆんジルは真顔になって動きを止めた。が、すぐに呆あきれた顔でサヤカを見つめてきた。

「……突とつ然ぜん倒たおれたら、心配もします。俺のことを冷血人間とでも思っているんですか」

「いや、そんなことは……あるけど……すみません」

　少し睨にらまれ、勢いに飲まれて謝ってしまった。

　利用され、そして呆れられるばかりで、心配などされないと思っていた。しかし彼は意外にも、会ったばかりのサヤカを心配してくれるだけの優しさがあるらしい。

（ツンデレ……？　ううん、ちょっと違ちがうような……？　デレツン？）

　サヤカがそんなことを考えていると、ジルは冷たい視線を向けてくる。

「またろくでもないことを考えているようですが──」

（バレてる！）

　ジルの手がサヤカに伸のびてくる。何をされるのかと身構えたが、彼はただサヤカの頰に触れてきた。その手つきが思った以上に優しくて驚おどろく。

「キャンサーから星の力が消えて、あなたにその力が宿っていますね」

「へ？　そうなの？　ジルにはわかるの？」

　サヤカ自身に変化は感じられなかった。身体を見回してみるが、特に違い和わ感かんもない。

「ええ。わかりますよ」

（わかるんだ……？　ていうか、この人本当に何者なの……？）

　何となく、サヤカが考えていることをジルは察しているような気がした。しかしジルは穏おだやかに微笑んだ。不思議と冷たい印象がなくなり、意地悪な感情もなさそうだった。

「……よくやってくれました。本当に。これでキャンサーも……いえ、聖騎士達も、己おのれの行いを反省するでしょう」

　初めて褒ほめられた。しかし褒められるようなことをしたのか、サヤカには疑問が残る。

「でも……キャンサーからは星の力がなくなったんでしょ？　もし次に怪かい物ぶつが出てきた時、彼が危険になるんじゃない？」

「そこはあなたが考える領分ではありませんから、気にしないでください。あなたはあなたの役目を果たした。それでいいんです」

「え、いや……ええ～……？」

　気にするなと言われても無理だ。しかし、ジルはただ適当に答えているわけではないような気がした。

「それより、どうやってキャンサーから星の力を奪うばったんです？」

　ジルに何か考えでもあるのかと尋たずねたかったが、今はとにかく、サヤカはジルの疑問に答えることにした。気を失っていた時のことをよく思い出すために目を瞑つぶる。

「奪った……っていうイメージじゃなかったかも。キャンサーが契けい約やくしたカルキノスが、私を認めてくれて、自分から来てくれた……って、キャンサーは言ってた」

「認める？　何か、カルキノスに認められるようなことをしたんですか？」

「うーん、私が何かしたってことはないんだけど、何でだか、カルキノスが黒い泥どろみたいなもので汚よごれててね。何かうぞうぞしてて、すごく気持ち悪かった」

　ジルの表情から笑えみが消えたが、目を閉じていたサヤカは気付かず、先ほどの光景を思い出しながら話し続ける。

「それで、私がカルキノスに触さわったら、これまた何でだかその黒い泥みたいなのが消えてね。これはもう、私の清い心に恐おそれをなしたとしか思えないわね」

　もちろん最後は冗じよう談だんで言ったのだが、ジルから反応が返ってこない。冷たかろうと酷ひどかろうと、ツッコミがないのが何より恥はずかしくなって、サヤカは瞼まぶたを開ける。

「ちょ、冗談だからね!?　何か言ってよ恥ずかしいでしょ！　……って、ジル？」

　サヤカではない何かを睨み、ジルは口元を押さえて考えこんでいた。その尋じん常じようではない様子に、サヤカも困こん惑わくする。

「な、何なの？　褒めたり黙だまったり……」

　ジルは考えこんで答えない。どこか思い詰めた表情でもあった。こんな彼も、初めて見る。

　サヤカにとっては気まずい沈ちん黙もくの時間となり、視線を逸そらす。と、そこで気を失ったまま倒れているキャンサーが視界に入った。そういえば、彼のことを放置していた。

「そうだキャンサー！　あの子大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　立ち上がってキャンサーの許もとへ行こうとすると、腕うでを摑つかまれて止められた。

「え、えーと、ジル？　どうしたのさっきから？　何か変よ？」

　ジルを見ると、彼の表情は硬かたく、余よ裕ゆうがないように見えた。

「……あなたは今、もっと自分のことを心配すべきです」

「心配って……何を？　私、元気いっぱいなんだけど？」

「そうではなく……！」

「──っくち！」

　ジルが何か言いかけた時、キャンサーのくしゃみが聞こえた。

「えっ、今の、くしゃみ？　可愛かわいい！　……っていやいや風邪かぜ引いちゃうわよ！」

　ジルの手の力が緩み、サヤカはキャンサーの許へ駆かけ寄る。

「キャンサー、起きて！　……ダメだ。寝ね起おき悪いのかな？　……寝顔、天使じゃない？」

　身体を揺すってみるが、キャンサーは瞼を開かない。深い寝息を立てているが、これほど揺すっても起きないのはどういうことだろうか。どうやって起こそうかと考えていると、隣となりにジルが立った。見上げると、彼は不ふ機き嫌げんを露あらわにした顔でキャンサーを見下ろしている。

「え、えっと、ジル？　どうしたの……？」

　サヤカが何をするのか尋ねる前に、ジルはキャンサーの身体を起こし、肩かたに担かつぎ上げた。

　細く見えたが、キャンサーを担ぎ上げてもジルの足取りは軽く、早足で屋や敷しきの中へ向かっていく。サヤカは半ば走って追いかけなければならないほどだった。

　ジルはある一室のドアを乱暴に開け、キャンサーをぞんざいにベッドに放ほうり投げた。

「──ふぎゅっ！」

　顔面からベッドに投げられたキャンサーの変な声がしたが、ジルは聞こえていないかのようにサヤカに振ふり返る。

「これで満足ですか」

　有う無むを言わせない眼まな差ざしに、サヤカは怯おびえながらうなずく。なぜか、ものすごく怒おこっている。

「は、はい……。その、何でそんなに不機嫌なの？　……ですか？」

「あなたがこいつの心配ばかりして、俺の話を聞かないからです」

「ご、ごめんなさい……。でも全然目を覚まさないから、心配で……」

「こいつは眠ねむっているだけです。星の力がなくなったからではありません。こいつの身体は限界だったんですよ。怪け我がをしているにもかかわらず、ほとんど休息なしで動き続けてきたのでしょう。星の力を失って、恐らく気が抜ぬけたんですよ。眠って当然です。説明は以上。質問は受け付けません。ご清せい聴ちようどうもありがとうございました」

「ご、ご説明ありがとうございました……」

（懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれたけど、めっっっっっちゃくちゃ怖こわい……！　何？　私一体何しちゃったの？　さっきは褒めてたのに何なの!?）

　顔は能面にも似た無表情。捲まくし立てる言葉が丁寧で静せい穏おんなのがさらに怖い。

　捲し立てている間、まったく動かなかったジルの眉み間けんに、徐じよ々じよに皺しわが刻まれる。

「……あなたが今心配すべきは、あなた自身です」

「だから、その、私、元気なんだけど……？」

　どうしてジルがそんなことを言うのか、サヤカにはまったくわからない。

　ジルがじっと見つめてくる。

「本当に、身体からだは何ともないんですね？」

　サヤカは大きく頷うなずき、何ともないと言うように、手を広げてみたり、その場で飛んでみたりする。ラジオ体操でもすれば証明になるだろうか。サヤカの動きを見て、ジルは少しだけ表情を緩ゆるめた。

「わかりました」

「何で突とつ然ぜん、私の身体が心配になったの？」

　何か理由があるようだが、サヤカにはまったく心当たりがない。

「説明しますから、座ってください。……その座り方でいいんですか？」

「今の私にはこの座り方が落ち着くんです……」

　サヤカはもはや無意識に正座になり、床ゆかに座っていた。ちらりとジルを窺うかがうと、呆あきれてはいたが、先ほどよりは表情が穏やかだ。

「あなたがそれでいいのなら、仕方ありませんね」

　そう言ってジルはサヤカの前の床に腰こしを下ろす。椅い子すに座っていてもいいのに、と言おうとしたが、その前にジルが口を開き、目線を合わせてサヤカに顔を近づけてきた。

「ちょ、ちょっと！　あなたの顔、綺き麗れいすぎて刺し激げきが強いんだから……！」

「サヤカ。俺は今から大事なことを訊ききます」

　その口調と視線の真しん剣けんさに、サヤカは慌あわててふざけた口を噤つぐみ、代わりに大きく頷いた。

「先ほど、カルキノスが黒く汚れていた、と言いましたね？　そして触ふれたら、その汚れが綺麗になった、と。これは事実ですか？　他ほかには何がありました？」

　夢かもしれない、とは言えなかった。ジルの真剣な表情に圧おされたのもあるが、サヤカはあれを夢だとは思えなかった。カルキノスに触れた感覚も、手に残っている。

「他には……キャンサーが『カルキノスが苦しんでる』って言ってた。それから、綺麗になった後、カルキノスはちっちゃくなっちゃったの。私の手に乗るぐらい。そのまま、私の手の中に入った……のかな？　とにかく消えてっちゃった」

　サヤカはカルキノスの乗っていた手のひらを見つめる。あんなに大きな蟹かにが、手のひらに乗れるほど小さくなってしまうなんて、どういうことだろうか。

　ジルはサヤカの手を見てから、静かに目を伏ふせた。

「そうですか。ありがとうございます。……これでやっと、わかった。そうか……」

　目を伏せた彼の表情は、どこか安あん堵どしていた。そしてその後、小さく唇くちびるを動かした。

「──よかった」

　彼はそう言ったような気がしたが、定さだかではない。独り言というより、ジルの胸の中だけの言葉のような気がして、サヤカは聞こえなかったことにした。

「えっと、何がわかったの？」

　ジルの睫まつげが震ふるえ、瞼が開く。彼の銀の瞳ひとみがサヤカを見た時には、ジルの表情からは安堵が消え、いつも通りの表情になっていた。

「あなたは、三年前の聖せい騎き士しとテュポンとの大戦はご存じなんですよね？」

「もっちろん！」

　ゲームの中の話とは言え、大事なクライマックスだ。誰だれのルートでもしっかり覚えている。自信満々なサヤカに、ジルは呆れも怒いかりもしなかったが、正解とも言えない顔をした。

「その様子だと……『呪のろい』のことはご存じないのですね。──いや、当然か。これは口外されていいことではないしな……」

　後半の言葉はジルの独り言のようだったので、サヤカは前半の気になる単語を繰くり返す。

「呪い……？」

「俺も大戦の場にはいませんでしたから、すべてを知っているわけではありません。ですが、テュポンは聖騎士達に倒たおされる直前、彼ら全員に『呪いをかけた』と言ったそうです。聖騎士達全員が口を揃そろえて報告したので、事実なのでしょう」

「そんなの、知らない……」

　ゲームではテュポンを倒して、平和になった世界で彼らと幸せになるというシナリオだった。呪いなんて不ふ穏おんなものは描えがかれていなかった。

　ふと、サヤカの胸に疑問が湧わいた。

（……ん？　でも何で、ジルがそんなこと知ってるんだろ？）

　その報告の現場にジルはいたのか、それとも又また聞ぎきだろうか。どちらにしろ先ほどの「口外されていいことではない」という言葉からも、この話が重大な秘密であることが窺えた。

　思わずサヤカは恐おそる恐る、ジルに向かって挙手する。

「あ、あの……それ、私が聞いていい話……？」

「あなただからこそ知らなければいけない話だと判断したので、話しているんです」

　ジルの真剣な眼差しに、心臓がどくんと脈打った。

　この時のジルの眼差しには、サヤカを騙だまそうという意図は感じられなかった。サヤカに伝えなければいけないのだという、強い意志だけがあった。

（こんな顔をする人が……何で、聖騎士の力を奪うばおうとするの……？）

　どうして自分がそんなことを知らなければいけないのか。そんな思いもあったが、サヤカはその言葉の続きを聞きたいと思った。

　一度ぎゅっと手を握にぎってから、サヤカは口を開いた。

「その呪いって、何？」

「わからなかったんですよ」

「……へ？」

　気合を入れて尋たずねたのに、その答えに思わず間ま抜ぬけな声が出た。しかしジルはサヤカの声に笑えみも浮うかべなかった。

「どれだけ聖騎士や彼らの周辺を調べても、何が呪いで、呪いがどんなものか、わからなかったんです。呪いなどなかったと、その時はそう思いました。ですが……」

　ジルの視線が、キャンサーに向かう。すうすうと深い寝ね息いきを立てている彼は、少し成長しているが、ゲームに出ていた彼だ。

「大戦後から、聖騎士達の様子がおかしくなっていきました。最初はテュポンという人類の敵を倒したという驕おごりや、富や名声がそうさせているのだろうと、そう思いました。彼らはそれだけの偉い業ぎようを成した。驕って当然だと思う者も少なくなかった」

「聖騎士達はそんなことで驕ったりするような人達じゃない！」

「そんなこと、わからないでしょう。彼らも人間ですから」

「だって、そうじゃなきゃ聖騎士として認められないはずだもん！」

　サヤカの反論に、ジルはもっと言い返してくるかと思ったが、意外にもうなずいた。

「……そう、かもしれませんね。あなたの言う通り、驕っていたわけではなかったようです。原因は別にあった」

　頷いて足元を見たまま、彼は目を伏せて続けた。

「彼らは富も名声も有り余るほどあった。ですが彼らの多くは、まだ戦いを求めていた。キャンサーは恐きよう怖ふを克こく服ふくしたと言って戦い続け、レオも危険な戦いを求めるようになりました」

　サヤカがここへ来て会ったキャンサーとレオはその通りの人物だった。

「でも……三年前のキャンサーは戦いを怖こわがってたでしょ？　レオも、戦いに刺激なんて求めてなかった。二人とも、誰かを守りたくて戦ってたはず」

「ええ、その通りです」

　今度は言い淀よどむこともなく、ジルは断言した。彼が聖騎士達を認めるような言葉を口にするのは初めてで、サヤカは少し驚おどろいた。

　サヤカの反応に気付くことはなかったのか、ジルは顔を上げた。

「星座と聖騎士の契けい約やくは、星座が騎士を認めなくては星の力を授さずけられないんです」

「うん。キャンサーとカルキノスもそうだったみたいね」

　カルキノスはキャンサーを守ろうとし、キャンサーもカルキノスに愛あい称しようを付け、大事にしている様子だった。彼らは互たがいを認め合った仲なのだろう。

「契約した星座と聖騎士は、強く結びついている。……これを、俺は見落としていたんだ」

　ジルは顔を覆おおい、悔くやしげに呟つぶやく。こんな反応も初めてだ。目を丸くするサヤカに気付いたジルは、慌てたように無表情になる。見てはいけないものだったのかと、サヤカも慌てる。

「えっと……星座と聖騎士が結びついてると、どうなるの？」

　ジルは両手を挙げ、両の指を組み合わせた。

「聖騎士と深く繫つながった星座が、呪のろわれていたとしたら？」

　サヤカはきっちりと組まれたジルの両手を見つめる。真っ黒に汚よごれたカルキノス。うまく説明できないが、あの姿のカルキノスからは、怪かい物ぶつのような嫌けん悪お感かんと恐怖があった。そんなカルキノスに、キャンサーが影えい響きようされていたとしたら。

「星座が呪われていたから、その影響で聖騎士達も歪ゆがんだ、ってこと……？」

　ジルは組んだ指を解いてうなずいた。

「サヤカが見てきたものを聞いて、俺はそう思いました。呪われた星座に同調して、彼らの性格は自じ滅めつするよう歪んでいく。それがテュポンが報復に遺のこした呪いだとすれば、合点がいく」

「……よかった」

　サヤカは自然とそう呟いていた。その言葉を聞いて、ジルが首を傾かしげる。

「よかった？　呪われていて、ですか？」

「ううん、憧あこがれた人達が、自らあんな性格になったんじゃないってわかって、よかった」

　そう言ってから、サヤカは気付く。ジルも先ほど「よかった」と言った気がした。

（もしかして、ジルも私と同じ心境だった……？　あれ？　でもジルは、聖騎士達を倒したいって言ってたし……じゃあ違ちがう？　ジルこそ、呪われててよかったってこと？　でも、聖騎士達が呪われたことを喜んでるわけじゃないし……）

　彼は「聖騎士から星の力を奪い、彼らを倒してほしい」と言った。しかし、今の話を聞いていると、本当に聖騎士を倒してほしいのか疑問だ。

　彼の目的がわからない。悪い人なのか……本当は、いい人なのかも、今は判断できない。

　そんなことを思いながらジルの綺き麗れいな顔を見つめていると、突とつ然ぜん彼の目が、サヤカを睨にらんできた。何故なぜかその目にははっきりとした怒りがある。

「……あなたはどこまで能天気なんですか」

「え!?　私!?」

　なぜか怒りの矛ほこ先さきがサヤカになっている。理由はわからないが、とりあえず怒おこられているので座り直して背筋を伸のばす。

　はー、と大きなため息を吐ついて、ジルは怒りに呆あきれを混ぜた顔になる。

「あなたはその呪われた星座を、聖騎士から奪ったんですよ？」

「奪ったっていうか……来てくれたっていうか……うん、そうね？」

　反応の鈍にぶいサヤカに、ジルは唐とう突とつに綺麗な笑みを浮かべ、そして笑顔と釣つり合わない、吐はき捨てるような声で言った。

「バカなんですか？」

「おおーっと、今まで絶対に何回も思っていたであろうことをついに言ったなー!?」

「あなたには危機感がなさすぎる。呪のろいをそのままあなたが受けた可能性もあるんですよ!?」

「いやだって、何ともないし元気なんだもん！　だいたい、あの黒い泥どろみたいなのが呪いだっていうなら、消えちゃったんじゃないの？　カルキノスは綺麗になってたし……」

「そう簡単に消えるものだとは思えないから、こうして──」

　ジルはそこまで言って、不意に言葉を止めた。自分でも驚いたように、口元に手を当てる。

　その反応に、サヤカは首を傾げ、言葉の続きを考える。

　こうして──「心配している」？

（だとしたら、何か……こんなにぴんぴんしてて申し訳ないような……）

　ジルが心配しているような体調の変化はない。それでも心配してくれたのなら、申し訳ないのと同時に、少し嬉うれしかった。

　サヤカがこっそり微笑ほほえむと、ジルは視線を外したまま、疲つかれたようなため息をついた。

「……もういいです。本当に、何ともないんですね？」

「うん。何ともない。何かあったら怖いから言うってば。今のところ、私がこの世界で頼たよれるのはあなたしかいないみたいだし。悲しいことに」

　少し意外そうな顔をしてから、ジルはうなずく。

「……まあ、召しよう喚かんした責任は持ちますよ」

「ありがとうございます」

　もう何度目かわからないジルの呆れ顔に、サヤカは正座したまま深々と頭を下げる。一体どちらが主人なのだろうか。実際、ジルに助けてもらわなければ、サヤカはこの世界に来た時点でどうなっていたかわからない。今のところ、ジルの言う通りにするしかなさそうだ。

（美形に使われるっていう響ひびきは、悪くない……。あれ？　待てよ？）

「ねえ。最初に、聖せい騎き士し達の力を奪うばって、『倒たおしてほしい』って言ってたけど、それって具体的にはどういうこと？　星の力を奪えば、それでいいの？」

　もし殺せと言われたらどうしよう。それはできないが、ジルはそこまでのことを望んでいない気がした。もしも殺すことが目的なら、すでにキャンサーを殺しているだろう。

「……ええ、まあ、そうですね」

　彼にしては歯切れが悪いが、必ずしも傷つける必要はないらしい。

「じゃあ望むところ！」

　ジルがサヤカに視線を戻もどし、目を瞠みはる。

「は？」

「だって私が星の力を奪えば、聖騎士達の歪みは治るってことでしょ!?　じゃあやるやる！　むしろそんなのやらない選せん択たく肢しは私にはない！」

「……もしも俺が、やっぱり結構ですと言ったら？」

「何でよ!?　私が馬ば鹿かだから!?　これでも勉強はしてるんだけど!?」

　ゲームするために、とは一応言わなかった。言っても通じなかっただろうが。

「あっ！　でも待って。星の力を奪うってことは、聖騎士が怪物を倒せなくなるってこと？　今はまた怪物が現れてるし、どうしよう……」

　サヤカはジルを見つめ。自分の顔を指さす。

「私戦えたりしない？」

「あなたには戦いの心得があるんですか？」

「ありません……。私の世界……っていうか、私の国は、今は戦争もないぐらい平和なの」

「それは……いい国ですね」

　その言葉が嫌いやみに聞こえなくて、サヤカは驚いた。事実、ジルは少しばかり驚きの目をしており、真しん摯しにそう言っていた。そして納なつ得とくしたとばかりにうなずく。

「なるほど。あなたに緊きん張ちよう感かんがない理由もわかりました。いえ、そんなことを言ったら同郷の方に失礼ですね。きっとあなたに緊張感がないだけですし」

　今度ははっきりと嫌みだとわかったが、自分でも多少自覚があるせいで言い返せない。なので認めておく。

「ええそうよ。私には緊張感がないけど、今のこの状じよう況きようで星の力がないとまずいっていうのはわかるの！　……実際問題、どうするべきなの……？」

　サヤカが意見を求めてジルを見たが、彼はふいと顔を逸そらすだけだった。その仕草が、怒っているのではなく、返答に迷っているように見えたのは、サヤカの気のせいだろうか。

（この人の目的って、何なんだろ？　悪い人って言い切るには、何か引っかかるし……）

　その疑問を口にしようとしたが、彼の横顔を見ると、言葉が出なかった。笑えみを消し、無表情でいる。しかし、その横顔はどこか、思い詰つめているような──自分を責めているような、そんな苦しげな表情だった。

（そんな顔、あなたには似合わない）

　見ているサヤカも苦しくなるような表情に、必死に話題を変えようと考えを巡めぐらせる。

「──あ、そうだ！　ねえ、ジル！　本物のステラはどうなったの!?」

　虚こ空くうを睨んで何かを考えていたジルだったが、サヤカの声を聞くとふと表情を戻してこちらを見た。笑顔ではないが、サヤカはホッとする。

「あなたには世話係が必要なさそうですし、そのまま帰らせましたよ」

「あ、そうなんだ。帰らせたって、他ほかに仕事があるの？」

「ええ、心配はいりません。優ゆう秀しゆうな人材ですから」

　彼女の仕事がなくなったわけではないようで安心した。

「でも手紙が噓うそだとは思わなかったの？　キャンサーの変装、完かん璧ぺきだったみたいだし」

「ええ、俺もどちらが本物か、迷いました。だから水を掛かけたんです。こいつが女装する際は胸にパンを詰めるという情報があったので」

「どこで知ったの、そんなしょうもない情報……そしてそれが正しかったんだ……？」

　そこまで小さな情報を正確に摑つかめるなんて、一体どういう情じよう報ほう網もうなのだろうか。気になったが、ジルが立ち上がり、サヤカは質問する機会を逃のがした。

「……とにかく、やると言ったからには、あなたには力を奪う役目をまっとうしてもらいます」

　その言葉は、サヤカではなく、ジル自身に言い聞かせている気がした。サヤカが何か答える前に、彼はドアに向かう。

「そういえば、朝食もまだでしたね。用意します。──サヤカ？」

　ジルはすでにドアを開けていたが、サヤカはまだその場に座っていた。

「……な、何でもない。先に行ってて」

　サヤカが俯うつむいたまま首を振ふるが、ジルは短い距きよ離りを駆かけ寄ってきた。

「サヤカ……！」

　覗のぞき込んでくる顔は心配だけではなく、どこか不安そうでもあった。その表情に、余計に今の状態を言えなくなり、サヤカは口を閉とざす。

「何かあったら言うと言ったのはあなただ。どこかおかしいんですか？」

　言えない。こんなことを言ったら、何をされるか──わかっているから言えない。

　サヤカが正座した膝ひざの上で手を握にぎり締しめて視線を逸らしていると、不意にジルの顔から表情が消えた。──バレた。

　ジルは人差し指をサヤカに向けた。蒼あおくなって身を引くが、彼の指は容よう赦しやなく迫せまってくる。

「ちょ、待っ……セクハラ！　セクハラですそれは！　ねえジル聞いてる!?　やめ──」

　つん。

　ジルの指先がサヤカの足に触ふれた瞬しゆん間かん、サヤカの苦く悶もんの叫さけび声が広い屋や敷しきに響き渡わたった。

「これは、つらい……！　レオ、ごめん……っ！」

「痺しびれが収まったらさっさと食堂へ来てくださいね。食事の用意をしておきます」

　ちょっと怒おこった──しかし笑いも含ふくんでいる声でそう言って、ジルはサヤカを置いて部屋を出て行った。その声と足音を聞き、サヤカは床ゆかに転がって悶もだえながらも微笑む。

（よかった。ちょっと、笑ってた）

　あの綺き麗れいな顔には、やっぱり笑顔が似合う。

（そういえば、いつの間にか私のこと呼び捨てになってたな。……こっちのほうが、いいかも）







[image: 第三章　推しの唇なんて恐れ多くて触れない]




「あ！　止まってください！」

　後ろから声が聞こえて、立ち止まる。振り返ると、ふわふわの髪かみを揺ゆらして、その少年はあわてていた。

「あ、あの、大きな声出して、ごめんなさい。でも踏ふまれるのは、怖こわいから」

　少年はそばに走ってくると、足元を指さす。そこには小さな花が咲さいていた。

　優やさしいのね、と言うと、彼は困ったように笑う。

「いいえ、僕は、臆おく病びようなだけです。怪かい物ぶつと戦うのも、本当は怖い。でも……」

　澄すんだ海のように青い瞳ひとみがこちらを見つめてくる。その思い詰めた表情からは、彼の真しん剣けんな様子が窺うかがえた。

　明日あしたは彼ら聖騎士達が、怪物の王、テュポンに挑いどむ決戦の日。

「あなたを守れると思うと、勇気が湧わいてくるんです。だからどうか、あなたのいる世界を、僕に守らせてください。こんな僕だけど……信じて、待っていてくれますか？」

　もちろんとうなずき、彼の手を取った。今はまだ小さいけれど、きっとこれから大きくなっていく手。握る手に込められた力には、優しい力強さと温かさがあった。

「あなたがいるって思えば、僕は何にも怖くない。だからどうか、言わせてください」

　はにかんだ笑みを浮うかべて、少年──キャンサーは弾はずんだ声で言った。

「僕はあなたのことが、大好きです！」
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「──カ……サヤカ──キャンサーが……──」

　キャンサー。その名前に、サヤカの脳のう裏りに、はにかんだ笑顔のイベントスチルが鮮せん明めいに思い起こされる。

「キャンサーちゃん、世界可愛かわいい選手権優ー勝ー！」

　自分の大声で目が覚めた。瞼まぶたを開けた瞬間見えたのは、ジルの顔。何か言いたげだったが、すぐに綺麗な笑みを浮かべた。

「おはようございます、サヤカ」

（今、絶対「うわあ……」って言いそうな顔してた……）

　しかし言わずに、サヤカと目が合った瞬間そのどん引き顔を消してくれたジルは優しいと思う。思うが、恥はずかしいものは恥ずかしい。むしろ気を遣つかわれたのがつらく、顔を覆おおう。

「死にたい……っていうか！　だから！　何でいるのよ!?」

「何度起こしてもあなたが起きないからです」

　昨日、キャンサーがメイドに変装して屋敷に侵しん入にゆうしてきた。しかし不ふ慮りよの事故が原因で、彼はサヤカに忠誠を誓ちかい、星の力を渡すことになった。その日一日キャンサーが起きることはなく、サヤカも夜には眠ねむりについたのだった。

「キャンサーが目を覚ましましたので、一応お呼びしようかと」

「え、本当!?　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ええ、元気ですよ。あなたに会いたいと喚わめいていますから、支し度たくしてください」

「キャンサーが、私に……？」

　先ほどまで夢で見ていたキャンサーの笑え顔がおがサヤカの脳裏に浮かぶ。あの笑顔を、今、サヤカは間近で見られるのだ。

「わかった！　三十秒で支度する！」

「もう少し時間をかけなさい」

　ピシャリとジルに言われ、冷静になった。ジルが出ていってから、昨日ステラ──に変装していたキャンサーが用意してくれたドレスを着て、ドアに向かう。

　あの天使のような笑顔のキャンサーが待っているなんて。サヤカは期待に胸を膨ふくらませ、顔を緩ゆるませながらドアを開けて廊ろう下かに躍おどり出る。

「ふふふっ。待っててキャンサーちゃ──」

「ぐえっ！」

　足元で、蛙かえるの鳴き声のような声がした。

「ぐえ？」

　足元を見ると、キャンサーのお腹なかを思いきり踏んづけていた。サヤカは蒼くなって叫ぶ。

「何でそんなとこで寝ねてるの!?」

「踏んでもらえるかと思って……。おはようございます、サヤカさまっ！」

　キャンサーは床に仰あお向むけになったまま、天使のような笑顔を咲かせる。サヤカが見とれそうになっていると、彼はその笑顔のまま言った。

「クソ雑魚ざこ最弱野や郎ろうって呼びながら、もう一回お願いします！」

「いやあー！　キャンサーちゃんはそんなこと言わないー！」

　サヤカが耳を塞ふさいでその場に崩くずれると、その前にキャンサーは膝を抱かかえて座り、にこっと可愛らしい笑みを浮かべて小首を傾かしげる。その仕草も笑顔も完かん璧ぺきな美少年だ。

「やだな、僕はキャンサーですよサヤカさまっ。あなたの役に立たない下僕です！」

「その笑顔は天使のように可愛いけど台詞せりふがバグってんのよ！　デバッガー仕事しろー！」

「言ったでしょう？　元気だと」

　サヤカが悲痛な叫びを上げる傍そばで、ジルの冷静な声が聞こえた。

「こんな元気は期待してなかったの！　ていうかジル！　キャンサーの性格、戻もどってないじゃん！　キャンサーはこんな子じゃなかった！　もしかして呪のろい、解けてないんじゃない？」

「いえ、もう彼に星の力はありませんから、呪いもなくなっているはずです」

「じゃあ何でこんなに性格変わっちゃってるの!?」

　サヤカが泣きそうになっていると、キャンサーの目に戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「何で星の力がないって、この人にわかるんですか？　呪いのことだって……」

　キャンサーがサヤカに向かって尋たずねるが、それはサヤカも知らないことだ。サヤカがジルを見つめると、彼はサヤカではなくキャンサーを見て言った。

「サヤカは聖せい騎き士しから星の力を奪うばうお方だ。俺はそれを補ほ佐さする役目を担になっているのだから、情報を集めておくのは当然だろう」

　キャンサーは大きな目を細め、ジルを睨にらむ。

「一体誰だれが漏もらしたんだか知らないけど、呪いはなかったんだよ」

「では、サヤカと共に見た、カルキノスの様子は何だったと思うんだ？」

　サヤカから聞いたとすぐに察したのだろう。キャンサーはサヤカを見てから、わずかに戸惑い、視線を足元に向けた。

「あれは……確かに、あの気配は怪物に似ていたけど……」

　ぎゅっと彼の手が握にぎり締しめられる。彼から感じられるのは、恐きよう怖ふではなく、悔くやしさのように見えた。

「……ねえ。キャンサーも、自分で感じてたんじゃない？　自分が何かおかしいって」

　サヤカがそう言うと、キャンサーは一度目を瞠みはった。愕がく然ぜんとした表情を浮かべ、キャンサーはぽつりぽつりと言葉を零こぼすように口にする。

「僕は、臆病な自分が嫌きらいで、ずっと恐怖を克こく服ふくしたかった。テュポンとの大戦の後から、何も怖くなくなったって気付いて、だから本来の身の丈たけに合わないこともたくさんやって……」

　キャンサーは自分の身体からだを見つめる。真新しい包帯が巻かれた腕うでや足が痛々しい。胴どう体たいにも当然、傷と治ち療りようの跡あとがあるのだろう。

「テュポンを倒たおせたから、何も怖こわくないんだと思ってたけど、違ちがった。無む茶ちやしてた、だけだったんだ。……何で僕、こんなに傷だらけなんだろう。バカみたいだ」

　独りごちたキャンサーの声を聞いた直後、サヤカは彼の肩かたに手を回し、ぎゅっと抱だき締しめていた。

「サヤカ、さま……？」

「こんなの、ひどい……っ」

　悔しい。どうして、キャンサーがこんなに傷つかなければいけなかったんだろう。

　滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐってから、サヤカはキャンサーの青い目を見つめる。

「キャンサーは怖がりなんじゃない。優しいの。誰よりも傷つく怖さを知ってるでしょ？　だからみんなを守れたの。私は知ってる」

「どうして、サヤカさまがそのこと……」

「私はあなた達のことを、直接じゃないけど、よく知ってるの。だから優やさしいあなたをおかしくさせたこの呪いが、許せない」

「呪い……。そっか。昨日までの状態が、呪いだったんだ」

　両手を見つめていたキャンサーは、心なしか蒼あおくなった顔を両手で覆った。

「怖い……。この感覚、久しぶりだ。……サヤカさまは、これが、大事だと？」

　キャンサーの心こころ許もとない言葉に、サヤカは強くうなずき、彼の傷だらけの手を優しく握った。

「うん。だからもう、昨日みたいに自ら傷つくような真似まねはしないで。あんなことしなくても、キャンサーは強いんだから」

「……そう、なのかな。もう僕には星の力もなくて、すごく、怖いけど……」

　そう言ったキャンサーの手は、確かに冷たくなり、震ふるえていた。サヤカが心配して見上げると、キャンサーはサヤカの目を見て微笑ほほえんだ。同時に、その手に力が込められる。

　キャンサーの瞳ひとみの奥に、星よりも目ま映ばゆい意志が確かに見えた。

「こんな風に、怖い思いを誰にもしてほしくない。だから僕は、星の力がなくても、人々を守りたいって思えるんだ」

「キャンサー……！」

　微笑んだキャンサーを、サヤカは滲む視界でしっかりと見て、ぐっと拳こぶしを握る。

「これよ、これが本来のキャンサーちゃんなのよ！　やだ、嬉うれしくて泣きそう……！」

「手て遅おくれでは？」

　冷静なジルの言葉通り、サヤカの目からは大おお粒つぶの涙が流れていた。

　はにかむように微笑んでいたキャンサーだったが、ふと何かを思い出して瞳を輝かがやかせた。

「あっ、でもサヤカさまには踏ふまれたいです！」

　活いき活きした目で言われ、その言葉を理解するのに三秒ほどかかった。理解したあと、サヤカは涙を引っ込めてジルを振ふり返る。

「ジルー！　やっぱりこの子呪のろわれたままじゃん！　しっかりしてー！」

　キャンサーの肩を持ってがくがく揺ゆらすが、彼はちょっと嬉しそうに笑うだけだった。

「残念ですが、サヤカ。それは呪いとは関係ないと思いますよ。被ひ虐ぎやく的なことを言い出したのは、サヤカに潰つぶされてからでしょう？」

　ジルの言葉を聞いたキャンサーが声を上げる。

「そう！　そうなんです！　僕、今までは踏まれて罵ののしられたら、怖かったりムカつくだけだったけど……あの時のサヤカさまの冷たい目を思い出すと、すごくドキドキして……っ」

「何でそんなことになっちゃったの!?」

「……サヤカさまは、歪んでた僕のことを、本気で叱しかってくれたから……かも」
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　弾はずんでいた声の調子を突とつ然ぜん落とし、キャンサーは笑えみを消して考えこんでから、口を開いた。

「僕は自分が間ま違ちがってるって、わかってたんだと思います。間違った振る舞まいをしてた僕を、誰かに止めてほしかった……自分ではもう止められなかったから。そんな僕を、サヤカさまは本気で怒おこってくれました。本来の僕を、理解してくれた上で。……嬉しかった」

　その言葉通りに微笑み、キャンサーはサヤカを見て、頰ほおを紅潮させる。

「だからそんなサヤカさまから与あたえられる痛みなら、嬉しい痛みなんですっ！」

「待て待て待てー！　じゃ、じゃあ、これ……私のせいだっていうの？」

　自分の顔色が蒼くなっていることは、鏡を見なくてもわかった。サヤカはジルに縋すがるように視線を向けたが、彼はフォローすることもなくあっさり頷うなずいた。

「でしょうね。いいじゃないですか。これでこいつはあなたに忠誠を誓ちかったわけですし」

　冷静というより、どこか諦あきらめた目でジルはそう言った。

「ってことなんで、責任取って下僕にしてくださいね、サヤカさまっ」

　頰を染めた愛あい嬌きようたっぷりの笑顔と言葉に、ハートが飛び散っているようにサヤカには見えた。しかし可愛かわいいからと言って、許せることではない。その笑顔でうっかり許しそうになるけれど。

「いやああああ！　戻って！　元の優しくて可愛い正気のキャンサーに戻ってぇ！」

「そんなこと言われても正気だし……あ！　踏んでくれたら元に戻るかも！」

「それただ踏んでほしいだけでしょ!?　なに名案みたいな顔してるの！　踏まないから！」

　サヤカがキャンサーに怒ど鳴なっていると、ジルが手を鳴らし、不毛な会話を切り上げる。

「はいはい。そういうことは俺がいないところでお願いします。それよりも、今後の方針を決めておきましょう」

「今後の方針って……聖騎士達のこと？」

　サヤカにうなずき、ジルはキャンサーを見み遣やる。

「テュポンの呪いはこういうことだ。お前も協力するか否いなか、決めてもらおう」

　キャンサーはムッとした表情をしつつも、真しん剣けんな目でジルを見つめ返す。

「何かこの人は偉えらそうでムカつくけど……。僕だって、仲間だった聖騎士達が呪われてるって聞いて、放っておけないよ。ようやくわかったけど、今の聖騎士達は、明らかにおかしいし」

「今まではわかってなかったのか？」

　ジルの厳しい視線に、キャンサーは気まずそうに視線を逸そらす。

「……おかしいとは、思ってなかった。みんな僕より強いし年上だから、みんなのやることが間違ってるとは思えなかった。これは僕の思考停止が招いたことでもあるかも。だから、聖騎士のみんなを元に戻もどせる方法があるなら、僕はやるよ」

「では、お前は聖騎士の星の力を奪うばうサヤカに協力するということでいいんだな？」

　キャンサーはジルにうなずいてから、サヤカの前に跪ひざまずいた。

「僕の忠誠は、サヤカさまに。最弱ではありますが、僕はあなたをお守りすると誓います」

「こういう時だけ騎士らしくするのずるくない!?　ずるい！　最高！」

「今なら椅い子すにもなれますよ！」

「しないから期待しないで！」

　可愛い笑顔とさりげない要求のギャップがひどくて、サヤカは顔を覆おおう。そんなサヤカは放置し、ジルがキャンサーを見下ろした。

「星の力がないと、怪かい物ぶつに対たい抗こうできないだろう。怪物は放っておくつもりか？」

「そんなことしない。だけど、このまま聖騎士を放っておくのは、絶対によくない。僕は寸前で助かったけど、あのままならきっと近いうちに死んでた。僕はサヤカさまに協力するし、お守りもするけど、同時に怪物のことも調べる。僕は元々、地味な諜ちよう報ほう活動のほうが得意だし」

「サヤカと俺の邪じや魔まをしないならそれでいい。──話し込んでしまいましたね。続きは食堂でしましょう」

　そう言ってジルは一足早く食堂の方へ歩いて行く。

　その横顔に笑みが浮うかんでいるのが見えた気がして、サヤカはもう一度彼を見つめた。しかし先を行く彼の表情はそれ以上見えず、綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつが揺れているだけだった。
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「では、次は誰だれの力を奪いましょうか、サヤカ」

　朝食を済ませて、ジルが目も眩くらむような目映い笑顔でサヤカを見つめた。

「また嬉しそうに、そういうこと言う……」

「と、一応訊ききはしましたが、ここはレオでしょうね。このまま奴やつがこちらを放っておくとも思えません。それに……」

　ジルがサヤカから視線を外す。その視線の先には、今まで笑顔で食事をしていたキャンサーが、真っ青な顔で滝たきのような汗あせをかき、ガタガタと震えていた。

「そうだった、僕、殺される……！　あわわわ……っ！」

　キャンサーはレオに頼たのまれてここに来た。レオは確かにキャンサーを怒るかもしれないが、それほど怯おびえることだろうか。

「そ、そんなに怖こわがらなくてもいいんじゃない……？　だってあなた達、仲間でしょ？　キャンサーが説得したら、呪のろいのことも理解してくれたり──」

「無理です」

　考えるまでもなかったらしい、即そく答とうだった。

「絶対、無理です。レオは聖騎士としてのプライドも高いですから、僕がサヤカさまに忠誠を誓ったことを許してくれないだろうし……」

　言いながら、キャンサーは寂さみしげに目を伏ふせる。

「今のあの人に、僕が仲間って意識はないと思います。僕もあんまりなかったし……」

「でも、レオに頼まれたからここに来たのよね？」

「殺されたくなかっただけです。だってあの人、聖騎士最強ですよ!?　僕は聖騎士最弱！　ひねり潰されます、比ひ喩ゆじゃなく！」

「比喩じゃないの!?」

　怯えた様子のキャンサーを見ると、それが本当のように思えてしまう。

「でも、レオは本来、そんな人じゃなかったはずでしょ？」

　サヤカの声に、キャンサーも顔を上げて頷いた。

「……ええ。そうです。確かに偉そうで威い圧あつ感かんもあって怖かったけど、本当は面めん倒どう見みがよくて、最弱の僕を鍛きたえてくれたのも、レオ兄──あっ、レオ、なんです」

　キャンサーは慌あわてて言い直す。少し頰が赤くなっていた。二人の仲の良さが窺うかがえる呼び方に、サヤカはテーブルの下でぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

（レオ兄いただきました！）

　ゲーム中でもキャンサーがレオを兄のような存在として敬っていたシーンがあった。それを思い出してサヤカは緩ゆるむ口元を抑おさえきれず、大きく頷く。

「うんうん、そうよね！　レオはそういう騎士よね！　レオもきっと呪いのせいで性格が歪ゆがんでるのよ。なら、放っておけない」

　サヤカが強くそう言うと、ジルが口元に笑みを浮かべてうなずいた。

「では、まずは今、レオがどういう状じよう況きようなのか知る必要があるでしょう。ですが馬ば鹿か正直に正面からぶつかれば、ひねり潰されるだけです。キャンサーが」

「僕が!?　……僕か」

「そうならないための術を、お前は持っているだろう」

　ジルの言うことを即そく座ざに理解したキャンサーは、パッと顔を明るくしてサヤカを見つめる。

「そっか、変装していけばバレない！　そういうことなら僕に任せてくださいサヤカさま！」

（本当に、笑顔だけは天使なんだから……！）

　うっかり拝んでしまいそうになる天使の笑顔で、キャンサーは続ける。

「サヤカさまは絶対、ヒール履はいてくださいね！」

　彼の期待が手に取るようにわかり、サヤカはテーブルにごんと額を叩たたきつける。

「……この性せい癖へきの歪みも呪いのせいにしてしまいたい……！」

「さすがのテュポンも迷めい惑わくがりますよ」
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　鏡の前に、赤いドレス姿の令れい嬢じようが映っている。キャンサーに言われるがままに着き飾かざっていたら、自分でも驚おどろくほど様になった。馬ま子ごにも衣装とはこのことか、などと思っていると、ドアがノックされ、青いドレスを着た令嬢姿のキャンサーが入ってきた。その瞬しゆん間かん、サヤカの自己評価などどこかへ吹ふっ飛んで消えていった。

「キャンサー、か～わ～い～！」

「ありがとうございます。サヤカさまも、とってもお綺麗ですよ」

　そう言われたが、キャンサーにはとても及およばないのはわかっている。キャンサーに見とれていると、開けっ放しだったドアから、一目で貴族とわかる上品な身なりのジルが現れた。サヤカは思わず目元を覆う。

「美形貴族すぎて目が潰つぶれる……！　じゃなくて、これじゃ逆に目立たない!?」

　しっかり正直な感想を口にしてから、サヤカはキャンサーに向き直ると、彼は美少女の顔をぷくっと膨ふくらませ、不ぶ躾しつけにジルを指さす。

「この人、下手へたに普ふ通つうの格好させると不自然になるんです！　変装とか潜せん入にゆうとか不向きすぎます！　なのでこの人に注目を集めてもらいましょう。一つ派手なものがあるほうが、僕達には意識が向きませんから」

「はいはい。サヤカのためなら道どう化けにもなりますよ」

　ちっとも心のこもっていないジルの言葉にサヤカは苦く笑しようし、再びキャンサーに向き直る。

「ところでキャンサーはどうして女装なの？　すっごく可愛かわいいけど、変装なら男の子でもよかったんじゃない？」

　むしろ美少年が着飾った姿が見たかった。もちろん女装も似合っているが。

　キャンサーは笑え顔がおのまま蒼あおくなり、ガタガタと震ふるえ出す。サヤカの心境を考える余よ裕ゆうはなさそうだった。

「お、女の子のほうが、レオは見み逃のがしてくれる確率高いので……。化け粧しようで顔色も誤ご魔ま化かせますし。……もうちょっとチーク塗ぬっとこうかな……」

　血の気の引いた自分の顔を見つめるキャンサーの後ろに、ジルの呆あきれた顔が映っていた。







　レオが守護する町に入り、キャンサーに案内された場所は酒場だった。すでに日は落ち、仕事帰りの者達で繁はん盛じようしているようだ。外まで客の笑い声が聞こえてくる。

「ここがこの町で騎き士し達がよく集まってる酒場です。レオがいなくても、他ほかの騎士達から話は聞けると思います」

「あれ？　ここって……」

　そこはサヤカが召しよう喚かんされた場所だった。

「サヤカさま、来たことあるんですか？」

「う、うん……一回だけね。その後レオに怪あやしまれて追いかけられた……」

「あー、うん。レオらしいですねー。……でも」

　キャンサーはサヤカの両手を握って微笑ほほえむ。

「今度は僕もいますから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「キャンサー……！」

　騎士としてのキャンサーに感動していると、ジルの冷静な声が聞こえてきた。

「それはどうだろうな」

　あらぬ方向を向いて、ジルが呟つぶやく。それが聞こえたらしいキャンサーは一度ジルを睨にらんだが、サヤカの手を引いて酒場のドアをくぐる。

　店内の半分以上は、同じ服を着ている者達──騎士達で占しめられていた。そして彼らから少し離はなれた場所に、一ひと際きわ存在感を放っている騎士がいた。

　燃えるような朱しゆ色いろの髪かみに、黄金の目。若じやつ干かん瞳どう孔こうは開き気味。

　大本命のレオが、そこにいた。

（いきなりご対面なんですけどー！　あっ！　キャンサー、大丈夫!?）

　慌ててキャンサーを振ふり向くが、彼は美少女の笑みを崩くずさず、サヤカに話しかけてくる。

「ねえ、お姉ちゃんは何食べる？　私もお酒飲みたいな～。ダメ？」

（意外に平気？　──ダメだ汗がすごいことになってる！　人体の構造上大丈夫なのこれ!?）

　顔には一いつ切さい動どう揺ようが出ていないが、首筋からの汗が滝のように流れている。触ふれた手の冷や汗もすごい。じゃれつくようにくっついてきたキャンサーに、サヤカは小声で囁ささやく。

「大丈夫、変装は完かん璧ぺきだから。美少女だから！　ね？」

　今度はサヤカがキャンサーを宥なだめる番になってしまったようだ。それを横目で見み遣やり、ジルが呆れた声をキャンサーに向ける。

「レオの馬が外にいたのを見てなかったのか」

「そういうことは早く言ってよこの性悪ー！」

　ジルとキャンサーが小声で言い合いながら、騎士達から少し離れた席に着く。サヤカも二人に倣ならって椅い子すに座った。

　食事をしながらしばらくレオと騎士達の様子を窺っていると、騎士達は酒を飲んで盛り上がっている。しかしレオは静かに窓の外を見つめているばかりだった。そんな彼に、酔よっ払ぱらった部下の一人が話しかける。

「隊長は飲まないんですかー？」

「飲まねえよ。いつ怪かい物ぶつが来るかわからねえ。あの怪しい女もな。酒入れて咄とつ嗟さに動けなくなったら目も当てられねえだろ」

　彼の言葉に、酔っ払い達の空気が凍こおる。立ち上がっていた彼らは次々と席に座っていく。

　しかし発言した本人は窘たしなめる意図はなかったらしく、怒おこった様子もなく席を立った。

「てめえらは気にせず飲んでろ。……むしろ俺は一人のほうが都合がいい」

「都合がいいって……隊長！」

　レオは部下の止める声も無視し、店を出て行く。それを見たサヤカは、ジルに小声で囁く。

「行っちゃったけど……追わなくていいの？」

「今日は情報収集だと言ったでしょう。むしろ、いないほうが好都合ですよ」

　笑い声の絶えなかった店内の空気が沈しずんでいた。レオの部下達から落らく胆たんの声が聞こえてきた。

「大戦の後から、俺達がお荷物みてえだよな。厳しかったけど、あんな人じゃなかったのに」

「俺達が下手に何かするより、あの人一人のほうが動きやすいんだろ。ああ言ってるんだし、任せとこうぜ。非番なんだからさ」

　レオは部下に慕したわれる騎士だった。だが、今の彼らは、レオへの信しん頼らいが揺ゆらいでいる。

　サヤカは思わず立ち上がり、騎士達のテーブルに歩いて行く。後ろでジルが止める気配がしたが、それを振り切って、サヤカは彼らに話しかけた。

「あの人すごいんですね、いつでも怪物の襲しゆう撃げきに備えてるなんて！　さすが騎士だわ！」

　サヤカの言葉に、若い騎士が少し複雑そうに笑った。

「確かに、それはそうなんだけど……今はちょっと違ちがうんだよ」

「いつでも全力で戦いたいから飲まないだけだって、こないだ言ってたからな。あの人は怪物が来るのを待ってるだけなんだよ！」

「おい、言い過ぎだぞ！」

「じゃあお前はあの人が変わってないとでも言うのかよ!?」

　酒が入っているからか、彼らは喧けん嘩かっ早くなっているようだ。サヤカが彼らを止めようと手を伸のばそうとした時、背後から手を引かれた。

「まったく、あなたは……」

　彼らのケンカに巻き込まれないように、ジルがサヤカを騎士達から遠ざけて座らせた。彼は肩かた越ごしに騎士達の様子を見て、ぽつりと呟く。

「やはりレオはただ戦いを求めているだけか。落ちぶれたものだな」

　聖騎士の話になると、ジルは殊こと更さらに厳しい。

　突つき放すような冷たい言葉と表情に、キャンサーが少しムッとする。

「事実ではあるけど……何であんたが、そんなに怒るの？」

「怒ってなどいない。呆れているんだ。今のお前ならわかるだろう」

「……確かに前のレオなら、この場で一いつ緒しよに飲んでたよ。自分も気を抜ぬいた姿を見せたほうが、ずっと気を張ってる騎士達も安心できるからって……レオ兄、そう教えてくれたのに……」

「そんな風に騎士達のことも考えてたんだ……さすがレオだね」

　サヤカの何気ない呟きに、キャンサーが俯うつむいていた顔を上げ、パッと表情を明るくした。

「そうなんです！　レオ兄、本当はすごく色んな人のこと考えてるんですよ！」

　小声だが上ずった調子で言ってから、彼は俯く。頰ほおがチークではない赤さで染まっていた。

（尊い……っ！）

　二人の絆きずなが強いものだったのだと内心で感激するサヤカの前で、ジルが立ち上がる。

「レオの現状はわかりました。行きましょう。あまり長居をすると、バレるかもしれません」




　　　　[image: ]




　酒場を出て、馬車を置いている町外れまで歩いていると、後ろにいたジルの足が止まった。サヤカも足を止めてジルを振り返ると、彼は厳しい視線を背後に向けていた。

「……つけられていますね」

　ジルの言葉を聞いて、キャンサーが警けい戒かいして辺りを見回す。

「町の外れに馬車を止めたのは失敗だったんじゃないの？」

　三人はすでに人ひと気けがないところまで来ている。ジルがしきりに背後を窺うかがっていたが、不意にキャンサーが口を開く。

「これは、振り切れないっぽいね」

「ど、どうするの？」

「倒たおすしかないですね。二、三人なら、僕でもなんとか……！」

　背後を振り返り、キャンサーは怯おびえるフリをしながら後ろ手に短たん剣けんを握にぎっていた。

　足音が近づいてくる。その音は一人分だった。キャンサーの横顔から少し緊きん張ちようが解ほぐれる。

　暗がりの中、その影かげが見えた。背が高く、鍛きたえた身体からだだとシルエットだけでもわかる。暗くら闇やみの中で、二つの眼光がこちらを睨みつけてくる。

　その双そう眸ぼうは──目ま映ばゆい金色。

（レオー!?　幽ゆう霊れいより怖こわいもの出ちゃったんだけどー！）

　サヤカの脳内ではすでに決戦のＢＧＭが流れている。

「やだ、お姉ちゃん、怖いよぉ」

（可愛かわいい……。でも本気で怖がってる）

　演技ではなく、しがみついてきたキャンサーの腕うでは冷え切り、震ふるえている。お陰かげでサヤカはちょっと冷静になれた。

「てめえら……あの怪しい小こ娘むすめと野や郎ろうだろ。それに……」

　ぎろりと、レオの双眸がキャンサーを睨みつける。びくんとキャンサーの肩かたが飛び上がる。

「何やってんだ、クソ雑魚ざこ。とりあえずてめえは踏ふみ殺す」

「踏み殺すって何!?　とりあえずで踏み殺されるの僕!?　──あっ」

　思わず素すが出てしまったキャンサーは、絶望的な声とともに身体の震えを止め、虚こ空くうを見つめて動かなくなった。

「キャンサー!?　ちょっと！　しっかりして！」

　サヤカが肩を摑つかんで揺らすが、反応がない。キャンサーなどどうでもいいのか、レオはサヤカに鋭するどい眼光と低い怒ど声せいを向けて来た。

「おい小娘、てめえが何者なのか、洗いざらい吐はけ。でないと殺す」

「いやあああああやめてー！」

　サヤカは思わず耳を塞ふさぎ、顔を逸そらして蹲うずくまった。

「馬ば鹿かが。泣き叫さけんでも──」

「レオさまの顔と声でそんなこと言わないで！　ツンデレ解かい釈しやくしようにも凶きよう悪あくな顔と殺気に満ちあふれすぎてて無理！　やだやだやだー！」

「……な、何？」

　耳を塞いだサヤカだったが、レオの戸と惑まどいの声は聞こえた。サヤカの声に、キャンサーが我に返った。そしてどこか尊敬した目でこちらを見つめてくる。

「全然怖がってないなんて……さすがサヤカさま……！」

「感覚がズレてるだけだと思うが」

　キャンサーの感心した声と、ジルの呆あきれた声が聞こえたが、聞こえなかったふりをしてサヤカは耳から手を放し、レオにゆっくりと向き直る。

「こんなのってない……せっかく夢のような世界に来たのに、可愛い美少年はおかしくなっちゃうし、ツンデレのレオさまはデレどころか瞳どう孔こうかっ開いてて笑ってすらくれないし……！」

　キャンサーがああなったのはサヤカに原因があるようだが、それは棚たなに上げておく。というか、自分が原因だとはあまり思いたくない。

「さっきから何言ってんのかさっぱりわからねえが、この間の屈くつ辱じよくは百倍にして返す」

　剣けんに手をかけたレオに、サヤカは手のひらを向け、ストップをかける。

「ま、待って！　私はただの女子高生！　戦うどころか、剣すら持ったことないっての！　あんたに勝てるわけないでしょ！」

「ハッ！　もう命いのち乞ごいかよ？　つまんねえことしてんじゃねえぞ」

「わ、私は怪物じゃないのよ!?　戦えるわけ──」

　本当に命乞いしようとした時、ジルがサヤカを見てうなずいた。任せろと言うその視線に、サヤカは安心して彼の後ろに下がった。

「自分に有利な条件でないと戦えないのか？　ああ、それとも、何の力もないか弱い少女を一方的にいたぶるのが好きなのか？　ずいぶんといい趣しゆ味みをしているな」

（何で煽あおっていくのこの人ー!?）

　案の定、レオが獣けものの咆ほう哮こうのような怒ど号ごうをあげた。

「ああ!?　誰だれがンなクソみてえな趣味してるかよ！　俺はどんな敵でも正面からぶっ潰つぶす！」

　怯えて黙だまっていると、ジルに視線を向けられる。その口元が笑っていた。今度こそジルの言わんとしていることを理解し、サヤカは小さくうなずいて、レオに言った。

「じゃ、じゃあ遠えん慮りよなく、別の条件にしてもらおうじゃない！」

　と、言ってから、何も考えていないことに気付く。

（えーとえーとどうしよう私の得意なことって何!?　じゃんけん弱いし運もないし……）

　焦あせりながら視線をさまよわせていると、苛いら立だっているレオの舌打ちが聞こえた。彼の顔を見た瞬しゆん間かん、サヤカは思い浮うかんだ考えを即そく座ざに口にした。

「私があんたを笑わせたら、私の勝ち！　あんたの負け！」

　レオだけではなく、ジルとキャンサーも黙った。当然、レオは一いつ拍ぱくの後に怒声を上げる。

「ざっけんな！　そんなもんで勝敗がつくか！　だいたい、それでてめえに何の得が──」

「顔！」

　レオの怒声にさらに大きな怒声を被かぶせ、サヤカはぽかんとするレオの顔を指さす。

「私はあんたの笑え顔がおが見たい！　それが私の得！　せっかくこの世界に最さい推おしがいるのに何で笑ってくれないわけ!?　何でいっつも瞳孔かっ開いて怒おこってんの!?　ひどい！　むごい！　夢も希望もない！」

「そうですね、今のあなたには欲望しかないですね」

　後半から崩くずれ落ち、地面を叩たたいて悲痛な叫びを上げるサヤカに、ジルの薄うすっぺらい笑みと正論が胸に刺ささる。ジルのこういう反応にはもう多少慣れた。

　固まって何も言ってこなかったレオが、ようやくキャンサーを見て、声を発した。

「……おいクソ雑魚。何だ、こいつは」

「す、すごいです、サヤカさま……！　あのレオ兄を怯ひるませてる……！」

「怯んでねえ！　こいつの行動が理解不能で不気味なだけだ！」

　サヤカを指さして怒ど鳴なるレオの言葉と視線がぐさりと刺さる。こちらは慣れていない。地面に膝ひざを突ついたまま落ち込んでいると、ジルに首根っこを摑まれ、ぞんざいに起こされる。

「何か考えがあるんでしょう？　早くしてください。レオの笑顔、見たくないんですか？」

　励はげましているのかバカにしているのかわからなかったが、ジルの言葉がサヤカの心に火を付けた。ゆっくりと立ち上がる。

「ええ……そうよ。私はあの、ツンデレのデレの笑顔が見たいのよ……！」

　隣となりでジルが「またわけのわからないことを」と言いたげな顔をしていたが、気にしない。

　立ち上がったサヤカを見て、レオがこちらへ向かってきた。その手が腰こし元もとの剣に伸のびている。

　少し怖いが、サヤカには、聖せい騎き士しを拘こう束そくする術すべがある。レオを指さし、サヤカは叫んだ。

「止まりなさい、レオ！」

　その声でレオの歩みが止まる──はずだった。しかし彼の足はずんずん進んできた。

「……あれ？」

　サヤカはもう一度レオを見る。彼は瞼まぶたを閉じていた。サッと血の気が引いていくのを感じる。

「てめえの目が妙みような力を持ってることはわかってんだよ。二度も同じ手に掛かかってたまるか、バカが」

「な、何で、わかったの……？」

「仕し掛かけてくる予備動作が多すぎる。本当に戦せん闘とうに関してはズブの素人しろうとだな。これなら目を瞑つぶっていてもぶっ殺せる。……つまんねえな」

　苛立ちの中で、レオの最後の言葉には、本気の落らく胆たんがあった。彼はサヤカとの戦いを望んでいたのだろうか。

「何、それ……」

　レオの強さは彼の努力があってこそのものだが、天性の戦闘センスも備えている。それを目まの当たりにして、サヤカの身体は震えた。

「凶悪さはともかく、格好良すぎじゃない……？　生の聖騎士最強すごすぎ……っ！」

「この状じよう況きようで何吞のん気きに褒ほめてるんですかぁ！」

　キャンサーが泣きそうな声で、感動して震えているサヤカの手を引く。

　レオから守るように、ジルがサヤカとキャンサーの前に出た。

「キャンサー。サヤカを連れて逃にげろ。星の力がなくなったお前が、レオと戦うのは無む謀ぼうだ」

「ちょっと待って、それって──」

　ジル一人で彼と戦うつもりらしい。彼も戦いの心得はあるようだが、相手が悪すぎる。ジルもそれはわかっているのか、珍めずらしく彼の横顔に焦りが浮かんでいた。

　キャンサーは即座にジルの言葉にうなずいて、サヤカの手を取った。

「わかった！　サヤカさま！　早く──」

　キャンサーがサヤカの手を引いて、ジルの背後へ走ろうとしたその時。

「星の力がなくなった、だと……？」

　地の底から轟とどろくような怒声が、レオから発せられた。サヤカとキャンサーの肩かたが同時にびくっと飛び上がり、背後を振ふり返る。レオの瞼は開き、キャンサーを睨にらみつけていた。ぞくりと背筋に悪お寒かんが走り、足が止まってしまう。

（私の推しが怖こわすぎる！）

　サヤカは怯おびえ、とても拘束ができる余よ裕ゆうはなかった。

「キャンサー！　てめえは弱よえぇだけじゃなく、聖騎士の誇ほこりすらなくなったのか！」

　その言葉に、サヤカの手を引いていたキャンサーの手が、ぴくりと反応する。

「……誇り、なんて……っ」

　キャンサーは一度サヤカの手を痛いほどに握にぎってから放し、ジルを押し退のけてレオの前に出た。レオを映すその瞳ひとみには、怯えではなく、真っ直すぐな感情が宿っていた。

「そんなもの、今の聖騎士は誰一人持ってないじゃないか！　僕を鍛きたえてくれたあなたは、武器も持たない女の子に剣を向けるような人じゃなかった！　誰も守れなくなった聖騎士なんて、そんなの、力だけ持った怪かい物ぶつと一いつ緒しよだよ！」

　怒いかりや悔くやしさ、その苦しみを堪こらえるように、キャンサーは歯を食いしばり、目には涙なみだを浮かべていた。その様子が不ふ愉ゆ快かいだとばかりに、レオはどこまでも苛立った目でキャンサーを見下ろしていた。

「バカ言え。怪物はその女だろうが。星の力を奪うばえるなんざ妄もう言げんかと思ったが、てめえが実証した。ならそいつは、この世界を脅おびやかす敵だろうが！」

「っ……！」

　──敵。

　聖騎士の敵ではなく、この世界の敵。この世界に住む人間を脅かす者。サヤカはそんな恐おそろしい存在なのだろうか。──本当に、自分はこれでいいのだろうか。

　サヤカの足元に真っ暗な穴が空いていて、少しでもふらつけば真っ逆さまに落ちてしまいそうな、そんな恐きよう怖ふと不安が胸に湧わき上がる。

「サヤカ」

　その声がしたほうを、サヤカは見る。ジルがサヤカの腕うでをそっと摑つかんでいた。

　ジルがサヤカの前に立つと、感じていた恐怖と不安が消える。ジルが何かを言う前に、キャンサーの大声が聞こえてきた。

「っ僕を助けてくれたこの人が、世界の敵のはずがないだろ！」

　キャンサーの背中は震ふるえていたが、その声は力強くサヤカの胸に響ひびく。

「サヤカさまは、弱い僕を認めてくれた！　おかしくなってた僕を叱しかって、怒って、騎士の誇りを思い出させてくれた人だ！　だから僕はこの人にカルキノスを預けたんだ！」

「キャンサー……そんな風に、思ってくれてたんだ……」

　彼が騎士としての在り方を思い出してくれたことに感激し、そしてただ変な性せい癖へきに目覚めただけでなくてよかったと内心サヤカは安心した──その時。

「サヤカ、今です」

　すぐ隣から、ジルの冷静な声が聞こえてきた。突とつ然ぜんの言葉は、サヤカの感動していた脳にはすぐに届かず、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

「は？　今って？　──あっ」

　レオは今、キャンサーを見ている。目を開いているのだ。

（え!?　このシリアスな空気の中で拘束しろと!?　ホント鬼き畜ちく！　でも確かにチャンス！　えーと、一昨日おとといは何て言ったっけ私……？　止ま……ってるし、ええと──）

　思い出す前に、ジルに背中を押された。レオと睨み合うキャンサーを押し出し、サヤカはレオの前に出た。シリアスなお話し中に失礼しますと心の中で謝りながら。

　レオの目に、サヤカが映る。その一瞬を逃のがすわけにはいかなかった。

「お、お座り！」

「っ……てめえ！」

　がくんとレオが地面に膝を突く。

「…………」

　誰だれも何も言わない状況が、数秒続いた。

　その場に正座させられたレオが、今一体どんな心境なのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。炎ほのおのような怒りが彼から燃え上がるのが、可視化できるほどだった。

　レオの瞼と瞳どう孔こうは限界まで開ききり、サヤカに向けられていた。レオの唇くちびるが、静かに、しかしはっきりと言葉を発する。発言したことは必ず実行すると、その目が言っていた。

「……殺す」

「違ちがうの違うのテンパってたのー！　その目は精神的ダメージが大きすぎるからやめてぇ！」

　怖かろうと、精神的ダメージが大きかろうと、今レオから目を逸そらすわけにはいかない。何せ命がかかっている。色々な恐怖で涙目になっていると、隣から優やさしい声が聞こえた。

「よかったですね、サヤカ。これで彼の笑え顔がおが見られるんじゃないですか？」

　嬉うれしそうなジルの声に、サヤカの涙が引っ込む。そしてふと気付く。

（もしかして、キャンサーの星の力を奪ったってわざわざ言ったのは、レオの動どう揺ようを誘さそって、目を開けさせるためだったんじゃ……！）

　根こん拠きよはないが、ジルならあり得る気がする。

　レオと睨み合っていると、彼から大きな舌打ちが聞こえてきた。
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「どうやって力を奪うのか知らねえが、ンなことするつもりなら、俺は舌した嚙かんで死ぬからな」

　その目は冗じよう談だんや脅おどしではない本気の目で、サヤカは慌あわてる。

「そ、それはダメ！　私はあなたを死なせたいわけじゃないんだから！」

「俺の力を奪うってのは、死ねってことだ。俺達は力を持たねえ国や民たみの、戦う道具だ。駒こまだ。戦えねえなら、存在してる意味なんざねえんだよ」

　レオの眼光にサヤカは怯ひるみ、思わず一歩下がってしまった。それは彼の目が怖いからではなく、彼の目が暗がりの中でもわかるほど澄すみ、真しん剣けんだったからだ。それでも、後あと退ずさるのは一歩だけに止とどめた。サヤカはレオの目を見つめながら、首を横に振る。

「……違う。あなた達はそこにいるだけで、みんなを安心させてくれる存在なの。何で、そうなるのよ……！」

　ずっと自分のことを、道具や駒なんて、そんな悲しい風に思っていたのだろうか。これも呪のろいのせいだと思いたいが、それだけとは思えなかった。

「あなたが笑うだけで、たくさんの人が安心したんじゃないの!?　覚えてないの!?」

　サヤカがそう言った時、レオの瞳がわずかに揺ゆれた気がした。

「……私も、画面越ごしだったけど、勇気をくれるあなたの笑顔が好きだった。だから……」

　ぐっと手を握り、サヤカは決意を固める。本当はこんなことはしたくない。でも、もしかしたら、彼の何かが変わるかもしれない。

　サヤカはわざと、悪い笑みを浮うかべてレオを見た。

「無む理り矢や理りにでも、笑わせてやるわ……！」

「何をするかと思えば、結局力ちから業わざなんですね。屈くつ辱じよく的でいいと思います」

　レオに意識を向け続けないといけないので、ジルの顔は見えない。しかし彼が今、自分と同じような笑みを浮かべていることは、レオの顔が歪ゆがんだことでわかった。

「え……？　えっ？　何するんですか、サヤカさま？」

　何をするのかわかっていないキャンサーが、サヤカとジルの顔を交こう互ごに見ている。

　手を掲かかげ、サヤカがジリジリとレオに近づくと、彼の顔がさらに歪む。

「おい、何だその笑みは……！　何で素す手ででこっちに来る！　おいっ！」

（今さらだけど、これ、推おしの身体からだなのよね？　どうしよう、触さわっていいの？　いいの!?）

「おい何か言え！　そ、その目は何だ！　何する気だ！　おいっ!!」

　内心で葛かつ藤とうしているサヤカの目は彼にはどう映ったのか、若じやつ干かん蒼あおくなっている気がした。

「ふふふ……いい？　動いちゃ、ダメよ？」

　サヤカはレオに手を伸のばす。レオはサヤカを睨みつけ、決死の顔をしていた。が、サヤカの手が脇わき腹ばらをくすぐると、数秒驚きよう愕がくの顔で固まった後、辺りに笑い声を響かせた。







「ふっふっふー！　思ってた笑顔とは違ったけど、まぁいいわ。私の勝ちね！」

「すごいですサヤカさま！　あのレオが手も足も出せないなんて！」

　キャンサーはそう言って純じゆん粋すいに手を叩たたいて褒ほめてくれたが、少し後ろめたい。何せ相手は何もできないのだから。

「ふっ……ふざ、けんな……っ！　誰がこんな勝負……っ」

　ぜえぜえと肩かたで息をするレオに、ジルがにこやかに話しかける。

「自分が負けたからと言って、己おのれの弱さを認めないつもりか？　これで聖せい騎き士し最強とは笑わせる。潔いさぎよさは最弱最年少のキャンサーのほうが上とは、驚おどろきだな」

　笑い疲つかれて赤くなっていたレオの顔が、今度は怒りで真っ赤に染まる。

「っの野や郎ろう……！」

「お前は今、サヤカに手も足も出ない。戦いだったとしても、お前の完全敗北だ」

　ジルは煽あおっていた口調も笑みも消し、冷たく厳しい声を彼に向けた。

「認めろ。お前は以前より、ずっと弱くなっている。それを自覚すれば、少しはマシだ」

「っ……」

　レオの瞳が揺れた。しかし彼は瞬またたきのうちにその動揺を消し、ジルを睨にらみつけた。

「……てめえは、誰だ。俺を知ってんのか？」

「聖騎士を知らない者などいない」

　平然と答えるジルのその言葉は、明らかにレオの疑問をはぐらかしていた。

（やっぱり、聖騎士と知り合い？　でもキャンサーもレオも面識はないみたいだし……）

　キャンサーもレオも、ジルを知っていたならもっと何か反応があるはずだが、彼らはジルを見ても完全に初対面の対応だった。しかしジルが一方的に知っているだけにしては、彼は聖騎士達のことを知りすぎている。

　そんなことを考えていると、ジルがサヤカを振ふり向いた。

「それで、サヤカ。あなたの勝ちですが、レオのことはどうしますか？」

「あ、えっと……てことは、やっぱり……」

「わかりました。忠誠のキスをさせましょう。さあほら早く」

　笑顔のジルに手を持たれ、レオの口元に持っていかれる。

「だっ、誰が忠誠のキスなんぞするか！」

　そう叫さけび、顔を逸らして頰ほおを赤らめるレオに、ジルの笑顔がすっと消える。

「いい年して照れるな赤くなるな気色悪い」

「レオはその硬こう派はさがいいんだってば！」

　絶対零れい度どのジルの声に、サヤカは反射的に反論していたが、今言うべきことはそれじゃないと気付く。ジルから向けられる視線も冷たくて痛い。ので、誤ご魔ま化かす。

「わ、私も無理矢理なんて嫌いやよ。それに……推しの唇なんて恐おそれ多くて触さわれない！」

「散々くすぐっておいて、唇一つで何ですか」

「そこは特別でしょ!?　そ、それに、自分からしなきゃ、忠誠とは言えないと思う！」

「なるほど。完全に心を掌しよう握あくしてからがいいと。では、こいつは連れて行きましょう。一人のようですし、ちょうどいい。自ら忠誠を誓ちかいたくなるように調教してやってください。移動中はサヤカの視線も逸れるかもしれませんし、一応物理的にも拘こう束そくしておきましょう」

　ジルは動けないレオの手首を身体の前で揃そろえ、固そうな縄なわで縛しばりつけた。

「てめえ……！」

「レオ兄だけずるいです！　サヤカさま！　僕も調教してください！」

「調教も縛りも私はしないってーの！」

　縋すがり付いてくるキャンサーに怒ど鳴なっていると、ジルが縄を摑つかんでレオを立たせていた。

「ふざけんなよ、誰が──」

「敗者に意見など許されるとでも？　騎士なら潔く負けを認めろ、見苦しい」

「てめえが勝ったわけじゃねえだろクソ野郎……！」

　レオの怒ど声せいに、冷たい目のまま、ジルは口元だけで笑う。彼の笑えみを見て、サヤカはやはりわざと『キャンサーの星の力を奪うばったこと』を口にし、レオを動揺させたのだと確信した。

（私、本当にやばい人に召しよう喚かんされちゃったんじゃない……？　大だい丈じよう夫ぶかなこれ？）

　怒いかり心しん頭とうのレオよりも、上品に微笑ほほえむジルのほうが数倍怖こわかった。
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　最強の聖騎士、レオ。常に戦い、常に誰だれかを守っている。その重圧はどれほどのものだろう。一体どんな言葉をかければ、膝ひざで眠ねむるこの彼を、私は守ってあげられるのだろう。

　レオが瞼まぶたを開き、金の瞳ひとみでこちらを見上げてきた。

「……お前といる時だけは、心が休まる。俺はこの時を守りたい」

　私も同じだと言うと、彼は少しびっくりした顔をしてから、ニッと白い歯を見せて笑う。まるで少年のような、屈くつ託たくのない笑顔で。

　膝から起き上がると、彼は無骨な手で頰に優やさしく触れてきた。

「俺はこの目に映った者、すべてを守る、そう誓った。お前がこの時を守りたいってんなら、俺も全力で守る。……お前は俺の世界の中心にいるんだからな」

　レオの金色の瞳が、こちらに近づく。唇くちびるが触れ合うその直前──レオはぐっと拳こぶしを握にぎって、手を止めた。視線を合わせると、レオは赤くなった顔を逸そらす。

「べ、別に怖おじ気づいたわけじゃねえぞ！　続きは──」

　真っ直すぐにこちらを見つめて、彼は力強く言葉を発する。

「──戦って、平へい穏おんを勝ち取ってからだ！」

　明日あしたは彼ら聖騎士達が、怪かい物ぶつの王、テュポンに挑いどむ決戦の日。

「……ハッ！　ンな顔すんな。俺を誰だと思ってんだ」

　最強の聖騎士──その名に恥はじない、みんなの心の憂うれいを晴らす笑顔で、彼は笑う。

　彼が欲しいものは、この戦いの先にある、誰もがこうして穏おだやかに過ごせる世界。だから私は、笑顔であなたを送り出し、あなたを信じて待っている。
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（……っていう、超ちようときめきイベントがあったのになぁ……これですよ）

　馬車に揺ゆられながら、サヤカはゲームでのレオのイベントを思い返していた。……目の前にいる本物のレオからもたらされる重圧を忘れるために。

　レオは疲れ切っているのか、観念したのか、あるいは何か考えがあるのか、無言で馬車に揺られていた。高身長かつ体格がいいのもあるが、彼から発せられる苛いら立だちの威い圧あつ感かんで息苦しささえ感じる。馬車を駆かっているジルがちょっと羨うらやましい。キャンサーは思いつめたような顔をして、レオから視線を外していた。とにかく空気が重い。サヤカが容易に口を開けないほどに。

　屋や敷しきに着くと、キャンサーは一番に馬車を降り、屋敷に走っていった。逃にげているというより、何か目的があるようだ。

　ジルが先導し、鍵かぎのついた一室にレオを連れてきたところで、キャンサーがレオの前にやってきて、水の入ったグラスを差し出した。グラス越ごしにレオはキャンサーを見下ろす。

「裏切り者が何の真似まねだ」

　レオが低い声でそう言って睨みつけると、キャンサーは一度たじろいだが、その場に踏ふみとどまってレオを真っ直ぐに見上げた。

「……僕は、聖騎士を裏切ったとは思ってない。サヤカさまが正しいと思ったから、僕はサヤカさまに忠誠を誓ったんだ」

「それを裏切ったって言うんだよ」

　キャンサーの言葉をにべもなく突つき返し、レオは彼から視線を外した。もう興味がないと言いたげなその視線に、キャンサーの顔が悲しげに歪ゆがむ。

「そう思われても、仕方ないけど……でも、僕はレオ兄に感謝してるし、今も仲間だと思ってる！　それは変わらない。だから……」

　キャンサーの大きな青い瞳が、涙なみだで揺らめいた。

「もしも、レオ兄を悲しませたなら……ごめんなさい」

「……何がごめんなさいだ、クソ雑魚ざこ。てめえの戦力なんぞ端はなから当てにしてねえんだよ」

　レオは舌打ちした後、キャンサーが差し出したグラスを奪うように手にし、水を飲んだ。

　──その直後、レオは目を剝むき、背中から勢いよく倒たおれた。

「え、何!?　どうしたの!?　ちょっと、レオ!?」

　手首を拘束されているせいで、身体からだを強したたかに打ったはずだ。サヤカが心配して駆かけ寄ると、倒れたレオの顔がみるみる赤くなっていく。

　倒れた衝しよう撃げきでレオは目を回したのか、唸うなるばかりで起き上がろうとしない。その様子を特に焦あせりもせずにジルが見下ろし、キャンサーに尋たずねる。

「一体何を盛った？」

　キャンサーは心外だとばかりにぷく、と頰を膨ふくらませ、酒さか瓶びんをジルに突きつけた。

「失礼な。僕はあんたみたいに卑ひ怯きような真似はしないよっ！　ただのお酒。ちょっと逃げられなくなる程度かと思ったんですけど……この人こんなにお酒弱かったかなぁ？」

　首を傾かしげるキャンサーに、サヤカは脱だつ力りよくする。

「キャンサー!?　さっきの、全部フリだったの!?」

　キャンサーは「てへ」と愛あい嬌きようたっぷりに可愛かわいく舌を出したが、すぐに表情が崩くずれた。口元にだけ笑みを残しながら、キャンサーはさっきの沈ちん痛つうな表情に戻もどってしまった。

「こんなことしといて、言い訳じゃないけど……でも半分ぐらいは、本音かも」

　気弱なその声は、とても本音の割合が半分とは思えなかった。今でこそ少々擦すれてしまったところがあるが、元々仲間思いで優しい少年だ。裏切り者と言われ、傷つかないはずがない。

「キャンサー……」

　サヤカがキャンサーの肩かたに手を置くと、彼はもう一度笑みを浮うかべた。

　ジルはキャンサーが持っていた酒瓶を取って、レオを一いち瞥べつする。

「そんなことを言う割に、かなり度数の高い酒を持って来たな」

「そこはほら、サヤカさまも僕も危険かもしれないし」

　ジルの言葉に、キャンサーは再び「てへ」と笑いつつ、気まずそうに視線を泳がせ、そしてまた首を傾げた。

「でも、レオって結構お酒には強かったと思うんだけどなぁ」

「身体が弱っているから、アルコールの回りも早いんだろう。警けい戒かい心しん、判断力も鈍にぶっているようだな。三年前のこいつなら敵の施ほどこしなど受けなかっただろう」

「弱ってる？　私そんなにくすぐっちゃった……？」

「いえ、キャンサーと同じく、元々身体が限界に近くなっていたんだと思います」

「この野や獣じゆうが!?」

　キャンサーがそう言った後、サヤカの後ろでレオがむくりと起き上がる。

「てめえ……ンなこと思ってやがったのか……！」

　レオの睨にらみに、キャンサーは飛び上がってサヤカにくっついてくる。

「ぎゃー！　ウソウソ思ってないです！　怖さを忘れてたころの癖くせで何でも思ったこと言っちゃうー！　僕のバカ！」

「本音じゃねえかこのクソガキ！」

　起き上がって怒ど鳴なったものの、レオはすぐに俯うつむいて、小さく何かを呟つぶやいた。

「てめえまで、ンなこと言うのかよ……！」

　傍そばにいたサヤカにはその呟きが聞こえた。

　今、レオは彼らしくない言葉を発した気がする。しかし顔を上げた瞬しゆん間かん、その調子はどこかへ消え去っていた。

「誰がてめえを鍛きたえてやったと思ってんだ、ああ!?　言ってみろゴルァ！」

　顔を真っ赤にしたレオの目が、完全に据すわっている。怒鳴られたキャンサーは窓に向かって走り、ひょいと窓まど枠わくに乗ってサヤカに笑いかけてきた。

「サヤカさま！　僕、一時撤てつ退たいしますね！　この人悪わる酔よいするとすごい絡からんでくるんで！」

「あんたが飲ませたんでしょうが！　──ちょっと、キャンサー!?　責任持てー！」

「レオの酔いが醒さめたころには帰ってきますから、あとで叱しかってくださいねっ！」

　肩かた越ごしのウインクが可愛くて、毒気を抜ぬかれた。その隙すきにキャンサーは窓から外へ飛び出してしまった。

「くっ、可愛い顔すれば許されると思って……！　大正解だけど！」

　キャンサーの後ろ姿が消えてしまってから、サヤカは室内を振ふり返る。すると、今までなかった酒瓶がテーブルにずらりと並んでいた。椅い子すに座ったレオがグラスに注がれた酒を飲み干していた。もう逃げることはないと判断したのか、ジルはいつの間にかレオの手首の拘こう束そくを解いていた。グラスを空けたそばから、ドバドバと酒を注いでいる。

「あんたはあんたでどんだけ飲ませるつもりなの!?」

「このまま酔わせれば色々情報を吐はくかと思いまして。……面めん倒どうだな、グラスはもういいか」

　すでに顔を真っ赤にしているレオからグラスを取り上げ、ジルは栓せんを抜いたばかりのワイン瓶をレオの口に突っ込んだ。

「その飲ませ方、情報以外のものも吐いちゃわない!?」

「騎き士しはこのぐらいの酒の一気飲みはお手の物ですよ、たぶん」

「それ私の世界では『危険ですから絶対に真似しないでください』ってテロップ出るやつ！」

　しかしジルの言った通り、レオは酒を一気に飲み干し、ガン！　と大きな音を立てて瓶をテーブルに叩たたきつけた。咄とつ嗟さにサヤカはジルの背後に隠かくれる。

「ひいっ！　怒おこってるんじゃないのアレ!?」

「……っどーせよぉ……」

　俯いたレオの唸るような低い声が轟とどろき、サヤカはジルの背中から恐おそる恐る顔を出す。

「どうせ、俺はどこに行っても怖こわがられるだけの存在だよ、ちくしょう！」

「へ……？」

「……別に、猫ねこに逃げられても何とも思わねえし。子どもに怖がられても……いやあれは気まぐれな猫と違ちがって、結構心にクるんだぞ。……おい！　聞いてんのかてめえら！」

　ふて腐くされた声こわ音ねでぶつぶつと愚ぐ痴ちを零こぼしていたレオだったが、不意に真っ赤な顔を上げたかと思うと、ジルとサヤカに怒鳴ってきた。ジルがうるさそうに顔を歪める。

「これは本当に面めん倒どうくさいタイプの酔っ払ぱらいですね。……サヤカ？」

　ジルが肩越しにこちらを振り返ってくるが、反応できない。ジルの服を右手でぎゅうっと握にぎり締しめ、サヤカは興奮を抑おさえていた。

「怖がられてるのを気にしてるレオ、可愛い……っ。あとやっぱ猫派なのね、可愛い……！」

「服が傷いたむので引っ張らないでもらえますか」

　サヤカの言葉を全力で無視したジルの冷れい淡たんな声に、興奮していた脳がちょっと冷静になった。

「うう、何よこのギャップ……これは卑怯だわ……っ！」

「脳内ダダ漏もれですよ。あなたが残念なのはわかっていますが、多少は隠してください」

　必要以上に刺とげ々とげしいジルの視線と声に、サヤカは慌あわてて口を塞ふさぎ、ニヤけそうな顔を戻す。

　その間も、レオの愚痴は続いていた。こちらが聞いていなくても関係ないようだ。

「何がレオは遠くから見てるだけでいいだ。よくねえよ。俺はてめえらを守って……──」

　それ以上の言葉を、どうしてかレオは口にしなかった。サヤカにはその一いつ瞬しゆんだけ、彼の酩めい酊ていした目が何かを真っ直すぐ見ているように思えた。

「──戦わねえ俺に意味なんてねえんだよ、クソが」

　その呟きを聞いて、恐る恐るレオの隣となりに座る。充じゆう血けつした目でギロリと睨まれ、思わず身を引く。しかしサヤカは立ち上がることはしなかった。

「ど、どうして、そんな風に思うの？」

「どうしてもこうしてもねえ！　俺は聖騎士になるために生まれて、そのために生きてきたんだよ！　怪かい物ぶつの親玉も倒した！　世界は平和になった！　俺だって最初はそれでよかった！」

　レオの金色の瞳ひとみが虚こ空くうを睨む。しかしその目の光は少し弱くなっていた。

「けどよ……この平和な世界は、俺の居場所を奪うばっていく。正直、怪物が再び現れて、俺は嬉うれしかった。また戦えると思えた。だが……！」

　固く握った拳こぶしを、レオは大きな音を立てて机に叩きつける。同時に彼は顔を俯かせていた。

「戦っても、何一つ満たされねえんだよ……っ！」

　絞しぼり出すような声が、静かな部屋に響ひびき、消える。レオの拳は白くなるほどにきつく握り締められていた。苛いら立だちとも、怒いかりとも、焦りとも言えるその声に、サヤカの胸がぎゅっと痛くなる。

　彼は、歪ゆがみの中で苦しんでいる。苛立ち、焦り、それが怒りになって渦うず巻まいている。

「わざと町を危険に晒さらしているのは、そのせいか」

　ジルが視線と共に静かな声を発する。その言葉が信じられず、サヤカはジルを見る。

「わざ、と……？　何でそんなことするの？」

「より危険な戦い方をしているのは、それに勝った時、お前の心が満たされると思っているからだろう」

　レオは何も言わない。沈ちん黙もくが、肯こう定ていを意味していた。

　ジルはレオの傍に立ち、その背中を見下ろす。ただ冷たいだけではない視線が、レオに注がれている。

「お前のその渇かわきは、絶対に癒いやされることはない。──本当はわかっているはずだ。お前ほどの騎士なら」

「だったらいっそ──」

　レオのその声に、苛立ちはなかった。代わりに込められていたのは、諦あきらめと願望。

「戦いの中で死ねればいい。いや、それが俺の本ほん懐かいだ」

「そんなの、絶対ダメ！」

　サヤカは思わず立ち上がって叫さけんでいた。

「あなた達聖騎士は、三年前、テュポンに呪のろいをかけられたんでしょ？」

「なっ……何で、てめえがそれを……！」

　レオが驚おどろき、絶句した隙に、サヤカは言葉を続ける。

「呪いは、聖騎士自身じゃなくて、星の力にかけられてるの！　だから私に星の力を渡わたせば、あなたのその苦しさも、きっとなくなる！」

「ンな保証ねえだろ、バァカ」

　完全にサヤカをバカにした態度で、レオは再び酒さか瓶びんを呷あおる。

　確かに保証はないが、こんな風に人をバカにするレオは見たくなかった。その悔くやしさと、単純にバカにされた苛立ちで、サヤカはテーブルに手を叩きつけ、レオに向かって身を乗り出す。

「私は、あなたをこのまま放っておけないの！　わかってるでしょ、三年前と自分が変わってしまってるって！」

　表情は変わらなかったが、レオは瓶をきつく握り締めた。サヤカはそれを目の端はしで確かく認にんした。レオ自身も、悪い方向へ変わっていることをどこかでわかっているはずだ。

「だから私に、星の力を渡して！　私はあなたを助けたいの！」

　その言葉を聞いて、レオは失しつ笑しようを返してきた。

「ハッ。じゃあてめえは、俺を呪いとやらから解放するために、怪物を野放しにするってのか？　俺は助けて、他ほかの人間は見捨てるってか。そりゃずいぶんと極ごく悪あくな女だな！」

「そ、れは……」

　レオから星の力を奪えば、怪物を倒たおす戦力が激減する。少なくともレオの守るあの町は脅きよう威いに晒されるということ。

　何も言えなくなるサヤカをじっと見て、レオは笑う。ちっとも面おも白しろくなさそうに。

「ハッ、わかってんなら、星の力を奪うなんてほざくんじゃねえよ。だいたい俺を助けて、てめえに何の得があるってんだ」

　とにかくレオを、今の状じよう況きようから助けたい。それだけが、今、サヤカにできることで、はっきりとやりたいこと。そしてその理由は──

「最さい推おしなんだから、当然でしょ！」

「サイオシ……？」

　耳慣れない言葉を聞いて、レオは怪け訝げんそうに顔を歪める。噓うそは吐いていないが、つい説明が雑になってしまった。

「あなたの笑え顔がおで、私は勇気づけられたから！　あなたは私のあこがれなの！」

　レオは酔よった赤い顔で、しばらくまじまじとサヤカを見つめていたが、不意に俯うつむいて噴ふき出した。酔っているせいか、重そうに頭を上げる。その表情。

「ハッ……バカな女」

　それは夢にまで見たレオの明るい笑顔──に、少しだけ近づいていた。瞳どう孔こうは開いているが。

　その笑みを間近で見たサヤカの感情は、許容量を超こえた。思わず真顔になる。

「……は？　いきなり近きん距きよ離りで笑うとかやめてくれない？　ときめきで心臓が止まるでしょ」

　サヤカの言葉──というより、ケンカ腰ごしの口調に、レオは笑顔を消した。

「ああ？　何だてめえ、ケンカ売ってんのか？」

「今までツンしかなかったくせに、いきなりそのデレは何!?　顔が怖いとか言われてるみたいだけど、顔がいいの間ま違ちがいだから！　あとあんたが実は優やさしいこと、私は知ってるんだから！　ざまあみろ、私！」

「いい度胸だなコラァ！　俺にンな口利きいたこと、後こう悔かいさせてやらぁ！」

「……何なんだ、この何一つ通じていないやりとりは」

　この熱量の高い空間で、ジルの声だけが冷ややかだった。

　たぶんこの酔っ払いは、サヤカの言う内容を理解せず、ケンカ腰の声だけに反応しているのだろう。だって顔どころか耳や首まで真っ赤なほど、酔っ払っている。

　しばらく睨にらみ合っていたサヤカとレオだったが、不意にレオがサヤカの腕うでを摑つかんできた。

「ひょぇっ！　な、何？」

　ぐっと腕を引かれ、サヤカはぎゅっと目に力を入れて強くレオを睨み、興奮と感情の高ぶりを抑える。

「……何よこれ、私を殺す気？　あんた、血を見るわよ？」

　これ以上レオに何かされたら、確実に流してしまうだろう──鼻血を。

　レオの顔が、勝ち誇ほこったように笑う。

「キスでもすれば、てめえは俺にケンカ売ったことを後悔するか？」

「……は？」

　レオの言ったことが、理解できない。ぽかんとしたサヤカを、レオが引き寄せる。

（え？　……えっ？）

　レオの赤くなった顔がサヤカに近づく。酔いすぎて目の焦しよう点てんが合っていない。

　ゴッ！　というそこそこ大きな鈍にぶい音が聞こえて、レオの顔がサヤカの視界から消えた。

「そこまでは許していない」

　ジルの声が傍そばで聞こえた。サヤカの目の前には、レオの赤い頭をテーブルに押しつけているジルがいた。押しつけるというか、恐おそらく叩たたきつけたのだろう。レオの手から力が抜ぬけてサヤカの手を離はなした。

　サヤカはハッと我に返り、ジルを見上げた。

「えーっと、あ、ありがとう、ジル。助かった。……これ、死んでないよね？」

　赤い頭をつんと突つついてみるが、動かない。しかし呼吸はしていた。レオの頭を突くサヤカの手首を、ジルがそっと捉とらえ、厳しい視線を向けてくる。

「あなたは無防備すぎます。相手はレオといえど、泥でい酔すいした男ですよ。何をするか……」

「え？　私が鼻血出しそうだから止めてくれたんじゃないの？」

「何バカなことをほざいてらっしゃるんですか？　というか、出そうだったんですか」

「痛い痛い痛い！　こ、興奮しすぎてつい……」

　ジルは怒おこった時の笑みを浮うかべ、拳をサヤカの頭にぐりぐりと押しつけてきた。

「今、あなたはこいつにキスされそうになったんですよ？」

「えっ……」

　あのままジルが何もしなければ、キスされていた？

　心臓がドキドキしてくる。いくら最推しであこがれの騎き士しであっても、それは嬉うれしいドキドキとは言い切れなかった。呆ぼう然ぜんとする胸中に、じわりと恐れが滲にじんでくる。

　あこがれの騎士に恐きよう怖ふを抱いだくなんて。認めたくなくて、サヤカは笑って誤ご魔ま化かす。

「で、でも、今キスされれば、星の力、奪うばえちゃったんじゃない？　なーんて……」

「へえ……されたかったんですか？」

　絶対零れい度どの目を向けられ、サヤカは自主的に床ゆかに正座になった。

「い、いえ、決してそのようなことは……私ごときがおこがましいので……はい」

「そうではないでしょう」

　ジルも床に膝ひざを突き、俯いたサヤカの顔を上げさせた。

　笑って誤魔化そうとしたが、ジルはそれを許してくれなかった。

「無む理り矢や理りそんなことをされていいはずがありません。怖こわい思いをさせました。すみません」

「う、ううん……ジルが謝ることじゃ、ない……」

　サヤカがそう言うと、ジルはそっとサヤカの頭を撫なでてくれた。それに妙みように安心してしまって、サヤカの顔に熱が集まる。

（な、何これすごいドキドキする……！　美形ってすごい……！　鼻血出そう）

　さっきのドキドキとは違ちがう。ゲームでときめくドキドキとも違う。心臓が爆ばく発はつするというより、ぎゅっと締しめつけられるようだった。レオに対する恐れや罪悪感は吹ふっ飛んでしまった。

　サヤカはジルから視線を外し、窓を見て、キャンサーのことを思い出した。

「そ、そそそそういえば、キャンサー、帰って来ないね」

　話を変えようとしただけだったのだが、ふと不安になり、ジルを振ふり向く。

「……まさか逃にげた？」

「サヤカに懐なついていましたし、そうは思えませんが……少し、まずかったかもしれませんね」

「え、何が？　何で？」

　サヤカが心配すると、ジルは安心させるように微笑ほほえんだ。

「いえ、サヤカに危険はないでしょうから、安心してください」

「私には……？　じゃあ、ジルに？」

　そちらのほうが心配になった。ジルは一度視線を外したが、すぐにまた微笑んだ。その言葉には答えずに、サヤカを部屋の外へと促うながす。

「もう遅おそいですから、今日は休んでください。明日あしたこそレオの力を奪いましょうね」

　綺き麗れいな笑顔でそう言われ、サヤカは言葉に詰つまる。あのレオが星の力を素す直なおに渡わたすとは、到とう底てい思えなかった。

　自室に送られ、ジルが部屋を出ようとした時、話を誤魔化されたことに気付いた。

「ちょーっと待った！　結局キャンサーの何がまずいの!?」

　ジルは諦あきらめたようなため息をつくとそっと目を伏ふせた。

「わかりました、お話しします。……ただし、ベッドで添そい寝ねしながらでしたら」

「そ、そそそそんなサービス、いるないわよ！」

「欲望が隠かくし切れていませんよ。正直でよろ……しくはないですが」

　ジルはサヤカの頭を撫で、そっと耳に髪を掛かける。耳元に優しく触ふれるその仕草に、熱が顔に集まってくる。ジルの銀の瞳ひとみが、サヤカの真っ赤な顔を映し、微笑んだ。

「……おやすみなさい、サヤカ」

　サヤカが気付いた時には、部屋のドアはとっくに閉まっていた。

「ハッ……！　これもしかして、色いろ仕じ掛かけで誤魔化されたぁ!?」

　初めての色仕掛けに、サヤカの胸の高鳴りと顔の熱は、しばらく引くことがなかった。
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「サヤカさまぁ！　あなたの下僕がただいま戻もどりましたぁ！」

　無む邪じや気きな笑え顔がおと歪ゆがんだ性せい癖へきが垣かい間ま見みえるキャンサーが帰ってきたのは、翌日の昼前のことだった。その顔を見て──言葉は聞かなかったことにして──サヤカはほっと胸を撫で下ろす。

「よかった、帰ってきた……」

「あれ？　期待してた反応じゃない……。これなら踵かかとで踏ふみつけてくれるかと思ったのに」

　叱しかられるのを期待していたらしい。眉まゆを下げるキャンサーに、サヤカは苦く笑しようしつつも答える。

「逃げたのかと思って……」

「逃げませんよ！　僕はサヤカさまに忠誠を誓ちかったんですから！　他ほかの聖騎士達も放っておけませんし！」

　そう言ってから、キャンサーはキョロキョロと辺りを見回す。

「レオは潰つぶれてるんでしょうけど、性悪男は？」

「性悪男って……。ジルなら、調べたいことがあるから書しよ斎さいにいるって。──あ。キャンサーが帰って来たら呼ぶように言われてたんだった」

　サヤカはジルを呼びに行こうとしたが、キャンサーの声でその足を止めた。

「待ってください。ちょっと、サヤカさまだけにお話ししたいことがあるんです」

　サヤカがキャンサーに椅い子すを勧すすめると、彼は膝を揃そろえて座った。座り方もわかっている、などとサヤカが一人でうなずいていると、彼は真ま面じ目めな顔をした。

「僕、調べてきたんです。あいつ……ジルのこと」

「え……どう、して？」

　自分の心臓がドキッと跳はねたことに気付かないフリをして、サヤカはキャンサーを見つめる。

「どうしてって、サヤカさまは怪あやしいと思いませんか、あいつのこと？　まぁサヤカさまのほうが怪しいといえば怪しいんですが……サヤカさまは僕にとって唯ゆい一いつ無二の存在ですから、たとえ悪あく魔まだって、僕は構いません。僕が生しよう涯がい踏まれ続けてもいいと思った方なので」

「最後の一言を言わなければ健けな気げな美少年キャラだったのに……っていうか私は人間だから」

　サヤカの残念そうな呟つぶやきに首を傾かしげてから、キャンサーは顔を引き締める。

「この屋や敷しきが名門貴族の持ち物で、その子息がジルだってことはわかりました」

「マジのお貴族さまだったの!?　確かに物もの腰ごしはただの執しつ事じじゃなかったしね、うん」

「でも、彼のことを誰だれも知らないんです。他の記録がほとんどない。これはまるで──」

（……それ以上、聞きたくない、かも……）

　ずっと目を逸そらしてきた。もしもジルが悪い人だったら。それが確定してしまったら──事実を知るのが怖く思える程度に、サヤカはジルに対して信しん頼らいの念を抱き始めていた。

　サヤカが手をぎゅっと握にぎったところで、突とつ然ぜん隣となりの部屋に通じるドアが開く。二人の視線が集中する中、ジルが部屋に入ってきた。

　キャンサーはサヤカを守るように前に立つ。ジルは無表情でキャンサーを見つめていた。

「やはり、俺のことを調べていたか」

「当然でしょ。僕はサヤカさまの騎士だもん」

　その言葉は嬉しいが、サヤカも今は素直に喜んでいる場合ではない。緊きん張ちようした空気がピリピリと肌はだを刺さすほどだった。

「調べた限りのあんたの素す性じようは、まるで何かのために用意された身分みたいだ。こんな身分と屋敷を用意できるなんて、只ただ者ものじゃない。聖騎士のことにも詳くわしい」

　キャンサーの青い瞳が、じっとジルを見つめる。

「あんた、本当は何者？」

「そこまで調べておきながら、見当はついていないようだな」

　ジルがそう言うと、キャンサーはムッとしたが、すぐに認めた。

「残念ながら、そこまでの材料と時間はなかったからね。得体の知れない奴やつを、サヤカさまの傍そばに置いておきたくないんだけど」

「俺がいなければ、サヤカはお前達に殺されて終わりだったと思うが？」

「僕は殺すつもりなんかなかった！」

「お前はそうでも、他はどうだろうな」

「とにかく！　あんたが誰で目的が何なのか、話してもらう。でなきゃ、あんたに協力なんてできない」

　サヤカはジルに嚙かみつきそうなキャンサーの肩かたにそっと触れて言った。

「キャンサー、待って。落ち着いて。確かに私も、ジルのことは何も知らない。だけど……」

（ジルに助けてもらわなかったら、レオに出会ったところでゲームオーバーだったかも……）

　殺されなくとも、確実にレオに捕とらえられ、そのまま何をされていたかわからない。最初は拷ごう問もんなんてことも言っていたと思い出し、ぞっとした。

「わ、私は……ジルが悪い人には見えない。ちょっと……いやかなりムカつく時もあるけど、私を助けてくれたし、本当に心配してくれた」

「この人の本当の目的なんて、わからないじゃないですか。……サヤカさまを利用して、星の力を奪うばって、聖せい騎き士しを無力化させたいだけかもしれない。怪かい物ぶつにどこかの町を襲おそわせたいだけかもしれない。そうじゃないって、はっきり言えますか？　それとも、サヤカさまはこの人の目的を知ってるんですか？」

　キャンサーの言葉に反論できない。キャンサーの疑問は、サヤカの中にもずっとあるものだった。そしてその答えを、サヤカは何一つ知らないままだ。

　ジルは表情を変えず、無言でいる。それではキャンサーの疑いを肯こう定ていしているようなものだ。

（何か、言ってよ……。否定してよ……っ）

　サヤカのことを助けてくれた。気を失い、星の力を奪ったら、驚おどろくほど心配してくれた。昨日だって、優やさしく髪かみを撫なでてくれた。

　ジルが敵だなんて、サヤカは思えない。思いたくない。考えたくない。今まで彼への疑念から目を背そむけ続けたその理由は──

「でも、だって……ジルが、私の味方じゃないなんて、そんなの……」

　もしもジルが、サヤカの敵だったら……そんなの、心細くてたまらない。

「私……どうしたらいいの……？」

　自分でも驚くほど、か細い声になってしまった。サヤカは慌あわてて口元を押さえる。キャンサーだけでなく、ジルも目を瞠みはってサヤカを凝ぎよう視ししていた。

　沈ちん黙もくでさらに不安になっていると、突とつ然ぜんジルはキャンサーを押し退のけてサヤカの前に立ち、手首を摑つかんできた。

「え!?　ど、どうし──」

「わかりました。あなたにだけは、俺が誰で、聖騎士をどうしたいのか、噓うそ偽いつわりなく教えます」

　そう言ったジルの瞳は、サヤカを真っ直すぐに見つめていた。その目に、サヤカのぽかんとした顔が映っている。

「えっ、そんな簡単に教えていいものなの!?」

　それがどんな理由であれ、てっきりずっと秘密にしておきたいものかと勝手に思っていた。

　押し退けられて蹈鞴たたらを踏んだキャンサーが、ジルに嚙みつくように声を上げた。

「じゃあ僕にも教えていいだろ！」

「断る。お前達聖騎士が嫌きらいなのは変わらない。お前がサヤカの忠実な騎士だというなら、サヤカが俺を信用すると言えば、お前は何も言えないはずだ」

「く……っ！　でも、二人きりになって、サヤカさまを連れて逃にげる気じゃ……」

「俺の目的はサヤカに星の力を奪わせることだ。レオがここにいるのに、逃げるわけがないだろう。お前はせいぜい、レオが逃げないか見張っていろ」

　納なつ得とくしていないキャンサーの気持ちはわかる。しかし、ジルも一歩も譲ゆずる様子がない。何より、サヤカもジルのことはきちんと知っておきたかった。

　サヤカがキャンサーに向き直ると、彼は少し表情を緩ゆるめた。

「キャンサーの言ってることもわかるし、私のことを心配してくれて、本当に嬉うれしい。でも、ジルにもきっと、事情があるんだと思う。私もちゃんとジルのことを知っておきたい。その上で、キャンサーに協力してほしいの。だから、ちょっとだけ待っててくれる？」

「サヤカさま……」

　サヤカの言葉に、キャンサーは不満そうな顔をしたが、少し考えてからこくりとうなずいた。そして上うわ目め遣づかいでサヤカを見つめる。

「わかりました。……待てができたら、踏ふんでくれる？」

「いいから大人しく待ってなさい」

「あ！　その目ですサヤカさま！　僕、待ってます！」

　冷たい目で言ってしまい、図はからずも変なスイッチを押してキャンサーを喜ばせてしまった。




　犬ならしっぽを振ふっていそうなキャンサーを部屋で待たせ、ジルの後に続いて廊ろう下かを歩きながら、サヤカは彼を見上げる。

「とは、言ったけど……えーっと、ジル？　本当に教えちゃっていいの？　何か事情があって隠かくしてたんじゃないの？」

　ジルは少しだけ困ったような顔をして、サヤカを見下ろしてきた。

「……あんな顔をされては、言わないわけにはいきません」

（私どんな情けない顔してたの!?）

　今さら恥はずかしくなって顔を覆おおう。それでも、その顔を見て、ジルが心配してくれたなら。

（そんなのやっぱり、味方としか思えないじゃん……）

　サヤカはジルの背についていきながら、小さく微笑ほほえむ。
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　ここでならキャンサーも盗ぬすみ聞きできないからと、ジルの自室に案内された。どうやらこの部屋は特別仕様らしい。意外にも、たくさんの本が乱雑に散らかっていた。

　促うながされてソファに座ると、部屋の中に心地ここちよい風が吹ふき込んできた。空気を通すために開けていたようだ。ジルは窓を閉めながら、サヤカに言葉を向けてくる。

「──サヤカ。一つ聞きたかったんですが、レオが戦いを挑いどんできた時、どうしてあんな勝利条件にしたんです？　レオを笑わせたら勝ちだなんて、思いつきませんよ、普ふ通つう」

　突然の質問に、サヤカは目を瞬しばたたいてジルの背中を見つめた。が、答えは一つだ。

「え？　レオに笑ってほしかったからだけど……」

「本当にそれだけなんですか？」

「だって私はレオのたまに見せる笑え顔がおが大好きだったんだもーん！　それがあんな凶きよう悪あくな顔になってるんだもん！　もう無む理り矢や理り笑わせてやるしかないと思って……！」

「あなたは本当に、己おのれの欲望に忠実ですね」

「うん、否定はしない……」

　というか、これだけ欲望のままな言動をしておいて、否定などできるはずもない。

　サヤカが苦く笑しようしていると、窓まど際ぎわから戻もどってきたジルが正面のソファに座りながら口を開いた。

「……彼が笑った顔を、久しぶりに見ました」

　落ち着いた声。そして顔を上げたジルの表情も穏おだやかだった。聖騎士のことを話す時、彼はいつも必要以上に厳しく、刺とげ々とげしい空気を纏まとっていたが、この時は違ちがった。

「やっぱり知り合いだったの!?　でもあなた、力を奪って倒たおしてほしいって……」

「ええ。できればプライドをバッキバキに折ってから倒してほしいのも本心です」

（あ、戻った。そして知り合いだったかはスルーされた？）

　厳しい視線と刺々しい声に戻っている。それがいつも通りのジルで、妙みような安心感もあった。

　サヤカの心境を見て取ったように、ジルはくすりと笑った。そのまま力が抜ぬけるように、表情をなくしていく。サヤカが心配になって口を開こうとしたところで、ジルのほうが早く、言葉を発していた。

「……テュポンを倒すまでの日々は、怪物に怯おびえる緊きん張ちようしたものでした。ですが、誰だれの胸にも平和な未来への希望があった。そしてそれは聖せい騎き士し達により叶かない、世界は怪物に脅おびやかされることのない、平へい穏おんなものになった」

　皆みなが期待した通りの平和な世界になったのに、ジルのその顔には陰かげが落ちていた。

「……でも、聖騎士達だけは違った？」

　ジルが静かにうなずく。

「彼らには、平穏は訪おとずれなかった。怪物が再出現していない頃ころから、彼らの異変は始まっていました。戦いを求める傾けい向こうが現れていた。そしてそれは怪物が再出現し、一気に悪化した」

　ジルは両手を組んで、力を込める。手の中の何かを握にぎり潰つぶすかのように。

「俺は、この現状が許せないんです」

「怪物がまた出てきて……聖騎士達はまた戦わなきゃいけないんだもんね」

「それももちろんですが……ちょっと、違うんですよ」

「違う？」

　サヤカは首を傾かしげ、ジルの次の言葉を待った。が、彼は柳りゆう眉びを寄せて、表情を歪ゆがめていく。

「ジル？　その……やっぱり言いたくないこと？」

「ええ。ですが……あなたには話すと言いましたから。それは覆くつがえせません」

　ジルはサヤカを見て少し笑い、また視線を外した。

「……自分に噓うそをつくなんて、簡単だと思っていたんですけどね。しかもこんなうすら寒いことが本音だなんて、自分に虫むし酸ずが走る」

　そう独りごちてから、ジルは少しの間黙だまっていた。そして意を決したようにサヤカを見て、口を開いた。

「今の聖騎士達は国の……いや、この世界の犠ぎ牲せいのようだ。平和の代だい償しようが、本来の彼らの尊厳を貶おとしめることだなんて、許せない」

　窓は閉めたはずなのに、彼の言葉に乗って清せい涼りような風がサヤカに吹きつけた気がした。その風が、ジルへのわずかな疑念を攫さらっていった。

　これが、彼の内に秘ひめていた、彼の本心。そう確信し、サヤカは思わず口を開く。

「ジルは……本当は、聖騎士達を倒したいなんて、思ってないのね？　本当は私と同じ──」

「それ以上は不ふ愉ゆ快かいなので言わないでください」

　ピシャリと厳しい声で止められる。だが、サヤカの胸には嬉しさがいっぱいに広がっていく。それは声に出さないと、収まらない興奮だった。

　わかってしまった。ジルの聖騎士達への態度も、それなら納得がいく。

「ジルは私と同じで、聖騎士に憧あこがれてたんでしょ？　だから歪んだ聖騎士達が許せなかった。そうでしょ!?　そんなの隠さないでよ！　むしろ私、同志ができたみたいで嬉しい！」

「………………………………」

　ジルは無言のまま顔を覆うと、まるで何かにのし掛かかられたように深く項うな垂だれた。彼の背中から、悲痛な空気が漂ただよってくる。

「あ、あれ？　ジル？　あの……」

　多少焦あせったりはしても、ジルは常に落ち着き、本心を見せようとはしなかった。そんな彼が今、自分を偽いつわることもなく、言葉もないほど打ちひしがれている。

（……や、やばい！）

　どうやら、ジルの地じ雷らいド真ん中を勢いよく踏み抜いてしまったらしい。謝るかどうしようか迷っていると、ジルが顔からわずかに手を離はなした。

「………………それは、俺の……」

「な、何!?　どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ジルの声に、サヤカはソファから跳はねるように立ち上がり、彼の肩かたに手を置いた。

　指の間から見えた目に、生気がなくなっている。指もわずかに震ふるえていた。

「それは、俺の、消したい過去なんです……っ！」

「そ、そんな黒歴史扱あつかいしなくても……」

　初めから、彼の言葉には違い和わ感かんがあった。

　聖騎士に対する過か剰じように厳しい目に、必要以上に刺々しい言葉。それらはしばしば、聖騎士のことを語るサヤカにも向けられた。しかし、彼の言う「聖騎士を倒す」という言葉は曖あい昧まいだった。「罰ばつを与あたえる」とか「殺す」とかではなく、「倒す」と言った。

　それはすべて、理想だった聖騎士達が歪んでしまった苛いら立だちがそうさせていた。

「あ！　だから聖騎士大好きな私に八つ当たりしてたのね!?」

　生気のない目のまま、ジルはソファの背もたれに身を預け、どこか遠くを見ていた。

「ええ、そうですよ。俺は昔、こんなにバカだったんだなぁと思うと、死にたくなって……」

「それ遠回しに私もバカにしてる？　……いや遠回しでもないじゃん！」

「どうしてあんなクズになった奴やつらに、まだ理想を抱いだけるのかと思って、イライラしました」

　刺々しい声が、サヤカにグサグサと突つき刺ささる。が、不思議と胸の痛みはない。

「ですがその苛立ちは、あなたへの苛立ちではなく、俺自身へのものだった」

　遠くを見ていたジルの視線が、サヤカに戻ってくる。彼の瞳ひとみは明確な意思を持って、真っ直すぐサヤカを見つめていた。

「どうしてまだ、本来の彼らを信じられるんですか？　信じようと思うんですか？」

　ジルは、自分が黒歴史扱いしている気持ちさえも、サヤカにさらけ出してくれた。サヤカも、そんな彼の真しん摯しな気持ちに応こたえたいと思い、胸の前で、ぎゅっと手を握った。

　心臓が、大きく脈打ち始める。深呼吸して、サヤカは口を開く。

「……私が聖騎士に憧れたのには、ちょっと、きっかけがあるの。中学の──」

　中学の時、と言いかけて、この世界でそれが通じないかもしれないと気付いて言い換かえる。

「二年前……仲が良かった友達同士が、ケンカしちゃってね、かなりこじれちゃって……一人の子を、大勢が責めるみたいな構図になっちゃったの。私はどっちの子とも仲が良かったから、最初は信じられなかった。だから最初は、いじめてる子達を止めてたけど……言っても、聞いてくれなかった」

　──サヤカには関係ないよ。そんなことより、今度の休みだけどさぁ──

　今まで友達だったその子を、いないかのように扱って、何事もなく、笑う。

「一人の子を無視したりするのに、私にはそれまで通りに接してくるの。……すごく怖こわかった。でも私は、またみんなと仲良くしたくて、いじめられてる子とも仲良くしようとしたの。……でも、必要ない、放っておいてって、言われちゃった」

　──そういうの、もういいから。放っておいてよ。

　突き放され、サヤカはどうしていいかわからなくなった。そして。

「私は……その子の言う通りにしてしまった。一人にしてしまった」

　身体からだの奥で、何かがぎゅうっと引き絞しぼられるような苦しさがあった。

「……怖かったの。このままじゃ私は誰にも必要とされなくなってしまうから……楽な選せん択たく肢しを、選んでしまった」

　この苦痛は身体の奥深くにあって、届かない。届かないから……手当てもできない。きっとずっと、この後こう悔かいという苦しみは、サヤカの身体の中に留とどまり続けるのだろう。

「この世界ではどうかわからないけど……私達の世界では、一人ぼっちっていうのは、結構、絶望的……なんだよね。なのに、私は……」

「人間の社会とは得てしてそういうものですよ」

　ジルの冷たくも感じるその言葉に、少し慰なぐさめられる。人間がいれば、どこでも、いつでもありえる話。

「どっちとも本当に仲が良かったなら、私がいじめを止めなきゃいけなかった、のに……私は、いじめなんてないみたいに、目を逸そらしてしまった」

　足元に視線が向く。あの頃と、同じ景色だ。誰だれの顔も見たくなくて、俯うつむいていた。

「人って簡単に変わっちゃうんだって思って、何か……人が信じられなくなっちゃったの。それであんまり人と話さなくなった時に……──」

　何だか、肩が重い。空気が重い。息苦しい。それは話しているサヤカの声が暗いからだと気付き、サヤカは俯いていた顔を上げ、大おお袈げ裟さに笑ってジルを見つめた。

「運命の出会いをしたの！」

　サヤカの言葉を受け止めるように聞いていたジルから、途と端たんに力が抜ぬけた。ソファの背もたれに肘ひじを置き、足も開いている。あまり上品ではない座り方になった。

「……はあ。それが聖騎士の活かつ躍やくだった、と」

「ちょっと！　ここからなのよ重要なところは！　何でもう聞いた風なの!?」

「どうせ書物か何かで聖騎士達の活躍を見て、彼らの騎士としての働きに感かん銘めいを受けたんでしょう？　もう何百回も聞きましたよ」

「あんたと出会ってまだ一週間も経たってないけど!?　私の運命の出会いをそんな気の抜けた顔で察するな！　当たってるけど！　気が抜けてても綺き麗れいな顔してるのがムカつくー！」

　そんなジルの肩をサヤカは揺ゆさぶっていたが、重い空気が消えて、少しホッとしていた。ジルは察してサヤカに合わせてくれたのだろうか。ジルの肩に置いていた手に、彼は手を重ねてきた。邪じや魔まだと払はらわれるのだろうと思って手を放そうとしたが、彼の顔を見て、サヤカは一いつ瞬しゆん動きを止める。

「それで？」

　ジルは優やさしく笑って、サヤカに続きを促うながしてきた。それが妙みように嬉うれしくて、サヤカの顔にも笑えみが浮うかぶ。

　……そう、架か空くうの物語に心を打たれるなんて、よくある話。

　だけどサヤカにとってそれは間ま違ちがいなく、運命の出会いだった。

　聖せい騎き士し達に励はげまされた。癒いやされた。……もう一度、ちゃんと向き合い、友達を信じてみようと思う、勇気をもらった。

　過去の過あやまちを正すことはできないけれど、これからは変えていけるはずだと信じて。

「聖騎士達を見て、思ったの。もう一度ちゃんと、話をしようって。今さら蒸むし返すなって言われたりもしたけど、誤解の部分もあって……そのままにしたくなかった」

　もしかしたら、もっと酷ひどい結果になるかもしれない。だけど、このまま目を逸らし続ければ、きっと全員が暗いものを背負う結果になる。

「全員元通り仲良しー！　……とは、まぁいかなかったんだけど、無視はなくなったし、学校がバラバラになっても、何人かは今も連れん絡らく取るぐらいにはなった」

　サヤカは胸むな元もとで握にぎっていた手を、そっと開く。手のひらに爪つめの痕あとが付いていた。

「人は変わるものだって、私は知ってる。悪いほうにも……良いほうにも。だから、聖騎士達もきっとまた、以前みたいに戻もどれるって信じられるの」

　この後悔をきちんと持ち続ければ、もらった勇気を、きっと誰かにあげられる。

「……私は、もう間違った選択肢は選びたくない。キャンサーみたいに、怖くても誰かを守れるようになりたい。レオみたいに、みんなを守るって言ったら、本当にそうできる強い人になりたい。私なんかでも、踏ふみ出せば聖騎士みたいにできるんだって、わかったから」

　サヤカはジルを見て、明るく笑ってみせる。

「もしも誰かが私を必要としてるなら、今度は絶対に手を差し伸のべるって、決めてたの。私は聖騎士達の呪のろいをなくして、本当の彼らを取り戻したい」

　サヤカがそう言った後、ジルが不意にこちらへ手を伸ばしてきた。手のひらを下にしていたので、頭を撫なでられるのかと思った──直後、額に軽い衝しよう撃げきが走る。

「痛ぁ！　何すんのよ！」

　ピシッという音と共に、デコピンを食くらった。正直あまり痛くはなかったが、衝撃で驚おどろき、ぎゅっと目を瞑つぶってしまった。

「……本当に、あなたを見ていると嫌いやになってくる」

　心底嫌そうな声。しかし目を開いてから一瞬、ジルの口元が笑っているのが見えた。その一瞬だけ見えた、どこか嬉しそうな笑みに、サヤカの心臓が大きく跳はねる。

（その顔は、ちょっと……反則じゃない……？）

　顔が熱くなるのを感じて、サヤカは一度両手で頰ほおを叩たたく。ジルが不思議そうにサヤカを見つめてきて、恥はずかしくなって顔を逸らす。

　サヤカは顔の熱が引いてから、再度ジルに視線を向ける。

「ね、ねえ。ジルは、どうして騎士達を助けようとしてるの？」

「助けようとはしてません。力を奪うばいたいんです」
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　視線を外して苛いら立だった声を出すジルは、まるで子どもが意地を張っているようだ。

「はい。で、何で力を奪うの？　ていうか、どうしてジルは私を呼べたの？」

「俺が『聖者』で、彼らに星の力を与あたえた者だからです。星の力を与えた者には、星の力を奪う者を呼び出す術があると知って、それを実行し、そしてサヤカが現れたんですよ」

「はー、わかんないけど、なるほ──どっ？　待って今力を与えたのがジルだって言った!?」

　ものすごくさらりと衝撃の告白をされた。危あやうく聞き流すところだった。

「って、ことは……ジルって──『姫ひめ』だったの!?　『星の聖騎士』の主人公!?」

「──今、何と？」

　妙に険のある目で見られ、サヤカは頭を抱かかえて首を振ふった。脳内で情報が錯さく綜そうしている。

「あ、待って待って違う違う違う。えーっとそうじゃなくて、私の知識では、星の力を与えるのは、『お姫さま』で、『聖女』だったの。だからあなたが男ってことが意外で……。続編ではそういう設定なのか……」

　サヤカの弁明を聞いて、ジルは険悪だった目元を緩ゆるめた。何かまた地じ雷らいを踏んだ気がしたが、気のせいだったのかもしれない。

「ああ、そういうことですか。確かに、歴史上でも聖者は女性のほうが圧あつ倒とう的に多いですが、男がいなかったわけではないんですよ。別に必ず王族が力を継つぐというわけでもありません」

「へえ。だから聖者って言ったのね。じゃあ、ジルは別に王子ってわけじゃないんだ？」

「俺の本名は、ジルベルト＝アルジェントと言います」

「くっ、名前まで格好いい……ん？」

　何事もないかのように自己紹しよう介かいされたが、サヤカは首を傾かしげる。

　アルジェント──とは、この王国の名前ではなかっただろうか。それを思い出した瞬しゆん間かん、サヤカは叫さけんでいた。

「やっぱり王子さまなんじゃん！　ていうか、どうして執しつ事じなんてしてるの？」

「あなたの世話役が必要でしょう？　聖者である俺が世話役になったほうが色々都合がいいですし、召喚した責任もありますから」

「それにしたって……私、王子ともあろうお方に、数々のご無礼を……！」

　床ゆかに正座して頭を下げると、ジルの呆あきれたため息が聞こえた。彼はサヤカを起こし、隣となりに座らせる。

「最初に言ったでしょう。俺はジルで、あなたをお守りする者だと。あなたにとっての俺は、そういう存在なんです。──わかりなさい」

「は、はい……わかります……」

　最後は威い圧あつの笑顔で言われ、サヤカはうなずくしかなかった。そしてふとある疑問が浮かぶ。

「……ん？　あれ？　ちょっと待って。ジルは王子さまで、聖騎士に星の力を与えたんだよね？　じゃあ何で、キャンサーもレオも、ジルのこと知らないの!?」

「──さあ？　なぜでしょうね？　頭が悪いんじゃないですか？」

　一瞬、間があった。わざとらしく綺麗に微笑ほほえむジルに、答える気はなさそうだった。刺とげ々とげしい言葉から、かなり頑かたくなな意志が伝わってくる。

「ちょっと！　何でも話すんじゃないの!?」

「何でもとは言ってません。俺が誰で、聖騎士をどうしたいのか教えると言っただけです」

　確かに、何でもとは言ってなかった。ムッとしつつ、サヤカは頭に湧わいた疑問をぶつける。

「でも、王子だって言ったら、聖騎士達も素す直なおに星の力を差し出すんじゃない？」

「そうですね、過去の彼らなら、そうしたでしょう。力を与えた時も、彼らは俺が王族だとは知らなかったですし。ですがあのキャンサーとレオを見て、素直に差し出すと思いますか？」

　恐きよう怖ふを忘れたキャンサーも、より危険な戦いを求めるレオも、力に溺おぼれているようだった。とても素直に手放すとは思えず、サヤカは力なく首を横に振った。

「断るだけならまだいい。万が一、王子である俺に何か危害を加えた場合、彼らへの民たみからの信しん頼らい、彼らの尊厳は一気に地に落ちる。だから俺は自ら彼らに正体を明かすことはしません」

（そこまで、聖騎士達のこと考えてたんだ……）

　強い思いを口にしてから、ジルは突とつ然ぜん、ふっと一瞬、遠くを見る目をした。

「……彼らも、嫌でしょうからね……」

「？　何で？」

　問いには答えず、ジルは真しん剣けんな表情でサヤカを見つめ、半ば強ごう引いんに話を戻した。

「俺には彼らに星の力を与え、聖騎士にした責任、そしてすべての国民に平へい穏おんを与える義務があります。聖騎士達の歪ゆがみのせいで民に危険が迫せまり、また危害を加える恐おそれがあるのなら、星の力を剝はく奪だつしなければならない。だから俺は、力を奪う方法を探しました。力を奪う者がいるとわかって、その力を持つあなたを喚よび出しました」

　そう言ってから、ジルは不意にサヤカから視線を逸そらした。

「……これがあなたにとってよかったことなのかは、わかりませんが」

「星の力と一いつ緒しよに呪いも来ちゃうって話のこと？　それならこの通り、何ともないってば」

　身体からだには何の異常もない。手を広げて見せてから、サヤカは腕うでを組んで唸うなった。

「それよりも問題は、聖騎士達から力を奪ったら、怪かい物ぶつを倒たおす星の力がなくなっちゃうってことじゃない？　私はそういう力は使えないっぽいし……。──はあっ！」

　などと、気合を入れて手を翳かざしてみても、何か起きるはずもない。

「でしょうね。俺も力を与える前に彼らのように能力が使えたわけではありませんから」

「せめて怪物がいなければなぁ……」

　心置きなく──と言っては人聞きが悪いが──力を奪えたかもしれない。サヤカが肩かたを落としていると、ジルは何かを考えながら、ゆっくりと言葉を紡つむぎ出す。

「……怪物は、今のところ聖騎士が守る町だけで出現が確かく認にんされています。奴やつらがどこから現れるかは、まだわかっていません。目もく撃げき例によると、突然何もない空間から現れるようです。幸い、どの例も聖せい騎き士しがそばにいたお陰かげで大事には至っていません」

　さすがは聖騎士、と内心で合いの手を入れながら、サヤカはジルの言葉を静かに聞いていた。

「呪のろいの正体がわかってから、怪物がどこから現れるのか、俺は一つの仮説を立てました」

「仮説？　何？　どこから現れるの？」

　それさえわかれば、他ほかに対処の方法があるかもしれない。サヤカが勢い込むのとは反対に、ジルは冷静な表情で目を伏ふせた。

「……まあ、これは仮説ですし、置いておきましょう」

「そこまで言ったなら言ってよー！　さてはあんた、私で遊んでるでしょ!?」

「確証が持てるまで言いたくないだけです。遊んでいるのは否定しませんが。……とにかく、あなたは気にしないでください」

「気になること言っておいてその言いよう……！　結局、私がここでできることは、聖騎士達の力を奪って、歪んじゃった聖騎士達を元に戻もどすってことだけかぁ」

「……本当に、いいんですか？」

　両手の指を組み、ジルはその手を見つめながら、サヤカに尋たずねてきた。

「えっ、だって私、それしかできないじゃない。ダメなの？」

「ダメも何も、呪いのことがあります。今は何ともなくても、今後どうなるかはわかりません。……サヤカ、俺は……」

　ジルはサヤカに触ふれようとしたようだが、躊躇ためらうようにその手をきつく握にぎり締しめ、膝ひざに戻した。

「あなたを、聖騎士達を元に戻すための犠ぎ牲せいにはしたくない。それでは聖騎士達の二の舞まいだ」

「……ジル、あなた……」

　そんなことを言われるとは思わなかった。呆ぼう然ぜんとしてから、自分が驚おどろいていることに気付く。

「もしかして、実はすごく良いい人なの!?」

　サヤカの叫ぶような声に、ジルは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような表情を浮うかべたが、すぐに刺々しい声を向けてきた。

「あなたの善人の基準はずいぶんと低いんですね。本気でそう思いますか？」

「思ってなかったからびっくりしてるんだってば！」

　聖騎士達への態度や、サヤカへの呆れた顔。今まで隠かくされていた、彼の誠実な心をようやくはっきりと感じた。ジルは居い心地ごこちが悪そうに、そして諦あきらめるように目を伏せる。

「……良い人なのではなく、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、非情にもなりきれないだけです」

「そうやって、誰だれかのために迷う人を良い人って言うのでは？」

　サヤカがニヤッと笑って言うと、ジルも口元を吊つり上げて笑う。

「では欲望のままに動くあなたは極ごく悪あく人にんですね。聖騎士の力を奪うばうには適任かもしれません」

　どこか挑ちよう戦せん的な視線を向けられ、サヤカは少しムッとして、先ほどジルが触れてこようとして触れてこなかった手を取り、彼の前に立った。そこでサヤカの頭にある考えが浮かぶ。

（もしかしたら、これが『２』のシナリオなのかな……？）

　こんなに彼らのことを思うジルが『悪』のはずがない。今の聖騎士が『正義』なら、こちらが『悪役』になるしかないのかもしれない。この状況がシナリオ通りでも、そうじゃなくても、どちらでもいい。彼らの歪ゆがみを正すためならサヤカは喜んで『悪役』を引き受けようと思った。

「ええ。今の私は極悪令れい嬢じよう。あなたはその執しつ事じなんだから、役目をまっとうなさい？」

「……かしこまりました、お嬢さま」

　そう言って、ジルは手の甲こうにキスをする仕草をした。本当にされるのかと思って、サヤカは一瞬慌あわてた。その様子を上うわ目め遣づかいで見て、ジルはおかしそうに小さく笑った。からかわれた。

　サヤカが赤くなってジルから手を放したその時。

『サヤカさまー！　性悪男ー！　大変です！　レオが逃げますー！』

　キャンサーの大声がサヤカとジルのいる部屋に響ひびいてきた。
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　サヤカとジルが部屋を出ると、廊ろう下かにキャンサーを引きずるレオの姿を見つけた。

「昨夜ゆうべ俺が眠る前にもう一度拘こう束そくしたのですが……やはり手て錠じよう程度では無む駄だだったか」

　よく見れば、レオの腕には手錠を引きちぎった跡あとがある。サヤカが怯おびえていると、レオの腕を摑つかんだまま床ゆかを引きずられていたキャンサーがこちらを振ふり向いた。

「あ！　サヤカさま！　レオが逃とう亡ぼうを図はかってますー！」

「逃げてねえよ！　出ていくだ、け………………」

　突とつ如じよレオは黙だまり、顔を真っ青にして口元を押さえる。キャンサーはグッと親指を立てた。

「でも捕つかまえられそうでーっす！」

「てめえ、でけえ声出すな……！　頭に響く……！」

　レオは完全に二日酔よいの様相を呈ていしていた。

「レオ！　待って！」

　サヤカの呼びかけに、レオの大きな肩がびくっと飛び上がる。その様子にサヤカも驚いた。

（え、何？　私そんなに怯えられるようなことした!?）

　錆さび付いたドアのようなぎこちない動きで、レオはサヤカを振り返り、掠かすれた声を発した。

「…………………………悪、かった」

「え？　何が？」

「ばっ……い、言わせん、な……っ！」

　どこか悔くやしげに歪んだ蒼あおい顔に、少し赤みが差していた。

　レオの様子を見たジルが、突然キラキラと輝かがやくような綺き麗れいな微笑みを浮かべた。

「ああ、昨夜のことは覚えているんだな。よかった」

　ジルの笑えみに、キャンサーがサヤカに身を寄せ、震ふるえた小声で囁ささやく。

「完全に、昨日のレオの酔すい態たいをネタに脅おどすつもりですよねこれ。えげつない！」

「……うん、そうだけど、最初に飲ませたの、キャンサーだからね？」

　サヤカの言葉に、キャンサーは「えへ」と笑って誤ご魔ま化かす。可愛かわいいのとジルの声が聞こえたのとで、この場では言げん及きゆうしないことにした。

「悪いと思っているなら、サヤカに対して贖しよく罪ざいがあって然しかるべきだと思うが？」

「……何度も言わせんな。力を渡わたすつもりはねえ」

　レオはそう言って、力強い彼には似合わないフラフラした足取りで歩いて行く。

「ちょっと待って、そんな状態でどこ行くの!?」

「帰るに決まってんだろ。まだ怪物が完全に消えたわけじゃねえんだ」

　不意にレオは立ち止まり、肩かた越ごしにサヤカを振り返った。

「力は渡さねえ。だが、俺はもうてめえに手出しはしねえ。それは約束してやる。それでいいだ………………」

　また突とつ然ぜん黙だまり、レオは壁かべに手をついて動かなくなった。

「あ、あの、帰ってもいいから、もうちょっと休んでいったら？　顔色すごいけど……？」

「敵に心配される筋合いはねえ。それにいつ怪物が再出現して町を襲おそうか、わかんねえだろ」

「レオ……。やっぱり、あなたは町を守ろうと──」

　サヤカが感動した声を上げようとすると、レオの大声が被かぶさった。

「奴らとの戦いの機会を逃のがすなんざ、死んでも死にきれねえだろうが！」

「……やっぱ奪おう。こんなのレオじゃない……っ！」

　サヤカが悔しげに独りごちている間にも、レオは玄げん関かんに向かって歩き出していた。ハッとして、慌あわててレオを追う。

「待ってレオ！　もう一つ約束して！　でないとここから出さない！」

　レオはゆっくりと振り返り、サヤカを睨にらみつける。力は渡さないとその目が言う。

「……死なないって約束して」

　金色の瞳ひとみを見開いた後、レオは興味を失ったかのように背を向けた。

「……殺されねえ限り、死ぬかよ」

「約束したからね！」

　サヤカはレオの背中にそう言ったが、彼はもう振り返らなかった。

　そんなレオに、ジルがにこやかに声を掛かける。

「帰るなら馬車で送ってやろう」

「親切に見せかけた嫌いやがらせしようとすんじゃねえ！」

　馬車の揺ゆれは、重じゆう症しようの二日酔いのレオにはとても乗れるものではないようだ。そしてそのやりとりを見て、サヤカは眉まゆを寄せる。

（やっぱり、レオもキャンサーも、ジルの正体を知ってる感じじゃない……。でも、ジルは、彼らをよく知ってる……何でだろう？）

　平安貴族みたいに、王族に謁えつ見けんする際は、御み簾すの向こうにでもいるのだろうか。サヤカが考えていると、レオは屋や敷しきから出て行ってしまった。

　レオの姿が見えなくなったところで、キャンサーがサヤカとジルを見つめる。

「本当にいいんですか？　このままレオを帰しても？」

「あいつが逃げ隠れるはずもない。どうせ馬ば鹿か正直にあの町にいるんだから、焦あせることはない」

「まあ、それはそうだけど……」

　その辺りの性格は変わっていないのだろう。キャンサーも渋しぶ々しぶうなずいてから、くるりとサヤカに向き直る。

「それで、サヤカさま。……ジルとの話は、どうなったんですか？」

　もうサヤカの答えを察しているらしく、キャンサーは不満そうにジルを睨んでいた。

　サヤカはキャンサーの目がこちらに向いたのを見て、力強く微笑ほほえんだ。

「心配しないで、キャンサー。ジルは信しん頼らいできる人だから！　ちょっと意地が悪いだけ！」

　何せ、この国の王子であり、聖せい騎き士しに力を与あたえた者だ。これ以上に信頼できる人はいない。

「サヤカさまが、そう仰おつしやるなら……わかりました。でも、調べるのはやめないから」

　キャンサーがジルを睨むと、彼は犬を払はらうような仕草でキャンサーをあしらった。

「勝手にしろ。別に後ろ暗いところはない」

「……噓うそっぽい」

（本当にないから質たちが悪い……。でも本当に、何でキャンサーはジルを知らないんだろ？）

　変装をしている様子はない。キャンサーも、顔が派手すぎて潜せん入にゆう向きではないと言っていた。

（記き憶おく消したとか？　いや、さすがのジルもそこまではでき……できないかなぁ、この人？）

　この男なら何でもできるような気がするが、さすがに十二人の聖騎士の記憶を消すなどできるはずもない。サヤカが不毛な考えを巡めぐらせていると、ジルがサヤカに微笑みかけてきた。

「では、昼食を摂とったら行きましょうか」

「へ？　どこへ？」

　突とつ然ぜんの提案にサヤカが首を傾かしげると、ジルも同じ方向に首を傾げて微笑む。

「寝ねぼけてるんですか？　レオが弱っている今が、一番の好機じゃないですか。彼が無事に町に戻もどって油断しているところで、力を奪いましょう」

「あんたって……本当にさぁ……」

　目的のためなら手段を選ばないジルに、サヤカは怯えたらいいのかげんなりしたらいいのかわからなくなった。
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　レオの守護する町を、サヤカ達は今度は変装せずに歩き、レオを捜さがしていた。

「まさかレオもこんなにすぐ来るとは思わないでしょうねー」

「ねー……」

　足取りも軽く前を歩くキャンサーが笑いながら振り返ってきて、サヤカは苦く笑しようしてうなずく。ほとんど跡あとをつけたようなものではないだろうか。

　不意に、鐘かねの音が聞こえた。けたたましく甲かん高だかく響ひびくその音は、焦しよう燥そう感かんをかき立てる。

「何の音？」

　サヤカがジルとキャンサーに振り向いた時、彼らの表情は驚きよう愕がくと警けい戒かい心しんに満ちていた。

「怪かい物ぶつ出現の合図です……！　しかも……」

　キャンサーの顔は強こわ張ばっていた。彼は近くの家の屋根に登り、高い建物に身軽に飛び移っていく。町の様子を確かめているようだった。

　ジルはサヤカの手首を摑み、辺りを見回しながら、キャンサーの言葉の続きを口にした。

「鐘の音は、二秒おきに怪物の数だけ鳴るんです」

「え……じゃあ、これって……」

　鐘の音は今もまだ鳴っている。どれだけの怪物が現れたのか。数えていなかったが、その数が膨ぼう大だいだということだけはわかる。

　屋根から飛び下りてきたキャンサーの表情は緊きん迫ぱくしていた。

「サヤカさま。僕、行ってきます。少しでも戦力が必要でしょうから」

「キャンサー……！　さすが！　それでこそ聖騎士！　格好良いいー！」

「盛り上がっていますが、キャンサーにはもう星の力はありませんよ」

「「あっ……」」

　サヤカだけでなく、キャンサーも忘れていたらしい。その顔がみるみる蒼あおくなる。しかし彼は再び前を見み据すえた。

「い、いないよりマシでしょうから！　死ぬほど怖こわいけど、行ってきますね！」

　その目に涙なみだが滲にじんでいるのを見て、サヤカは走り出そうとしたキャンサーの服を摑つかんだ。

「待て待て待てー！　やっぱり危険よ！　せめて様子を見てからにしよ!?　まだ危険に飛び込む癖くせが残ってるみたいだし、心配すぎる！」

　蒼い顔で止めるサヤカの言葉に、キャンサーは立ち止まってこちらを振ふり返った。ただでさえ大きな目を、限界まで見開いている。澄すんだ海のように青い瞳が、動どう揺ようするように揺れていた。

「……心、配……？　僕のことが、ですか？」

「当たり前でしょ！」

　サヤカが強い口調で言うと、キャンサーはどこか呆ぼう然ぜんとした顔のまま俯うつむいた。

「そういうのは、やめてください。僕は一応、普ふ通つうの人よりは鍛きたえてて、強いですし……」

　ぽつりぽつりと、どこか上の空のようなキャンサーの言葉に、サヤカはハッとする。星の力はなくとも、彼は聖騎士に選ばれた優ゆう秀しゆうな騎士だ。可愛かわいいばかりの美少年ではない。

「ご、ごめんなさい、そうだよね。失礼だった。……怒おこった？」

「怒ってなんか！　た、ただ……」

　ふいと顔を逸そらす。その耳が赤くなるのを見て、サヤカはキャンサーの顔を覗のぞきこんだ。

「キャンサー？　何、どうしたの？」

　サヤカの顔を見た瞬しゆん間かん、キャンサーの顔が一気に真っ赤に染まった。眉がきゅっと中央に寄り、彼は泣きそうな表情を浮うかべた。

「僕なんかを、し、心配なんて、しなくていいです。その、そんなこと、され慣れなくて……反応に、困ります……っ」

　声は震ふるえ、若じやつ干かん裏返っている。怖がりではあるが、それ以外ではあまり感情を表に出さない彼にしては珍めずらしい反応だった。

　サヤカは一度目を見開いてから、突然真顔になり、平へい淡たんな声を彼に向けた。

「……はあ？　何それ？　私に心配するなって？」

「ちがっ……すっ、すみませっ……！」

「何赤くなってんのよ？　そんな可愛い反応していいと思ってんの？　そんなとこでギャップ萌もえなんて出してこないでくれる？　こんな可愛い子を心配するななんて、ふざけないでよ」

　戸と惑まどって震えていたキャンサーの口角が、サヤカが捲まくし立てる度たびに少しずつ上がっていく。

「サヤカさま……そういう冷たい目、もっとください！」

「その残念なギャップはいらなかった！」

「この緊きん急きゆう事態に楽しそうですね」

　ジルの冷たい声で、サヤカは一定量を超こえた興奮がやっと少し収まる。

「ご、ごめん。私のようなオタクは一定のキャパシティを超えるとキレる生物なの……」

　呼吸を整えるサヤカの手を、キャンサーがきゅっと握にぎって微笑む。

「ね、サヤカさま。行ってこいって、言って？　それで僕は、少しだけ怖くなくなる……ううん。強くなれると思うんです」

　童顔な彼の大人びた笑えみに、少しドキッとしてしまった。ちょっとだけ悔くやしいのと、彼を最大限喜ばせるために、サヤカは心を鬼おににして、できるだけ冷たい目を彼に向けた。

「さっさと行きなさいよ、このグズ。帰って来なくてもいいわよ」

「最っ……高ですサヤカさま！　絶対死ねないし絶対帰ってきまーす！」

　頰ほおを紅潮させ、天使のような笑みで喜んで、キャンサーは軽快に駆かけて行った。

「……私の知ってる聖騎士かもしれないけど、私の知ってるキャンサーじゃない……っ！」

　憧あこがれの騎士にグズなんて言ってしまった自分と、それに喜んでしまうキャンサーの姿に落ち込み、サヤカは地面に崩くずれ落ちた。が、すぐに立ち上がる。

「落ち込んでる場合じゃない！　ジル、私達も行こ！　レオのことも心配だし……」

「待ってください」

「危険なのはわかってるけど……ジル？」

　サヤカを呼び止めたまま、ジルはその場を動こうとしない。彼の視線は、恐おそらく怪物が現れたのだろう、物音が立つ方向を見つめていた。

「レオが戻ってから、怪物は現れた。今までも再出現した時には、近くに聖騎士がいて事なきを得ていた……」

「？　うん、だから今まで大きな被ひ害がいはないんでしょ？」

　譫うわ言ごとのように、ジルは言葉を続ける。その目はサヤカを見ていなかった。

「……ずっと、怪物の発生する原因は何なのか、調査していました。怪物の王であり、発生源でもあるテュポンは倒たおしたのだから、再出現はありえない。でも、残っているものがあった」

「呪のろいのこと？」

　呪い──その言葉を口にして、サヤカはジルの考えを察し、血の気が引くのを感じた。

　足元が崩れていくような感覚。ジルがサヤカの目を見つめる。彼の瞳ひとみも思い詰つめていた。

「俺も、考えたくはなかった。でも呪われているのは、星の力です。……キャンサーと契けい約やくした星座、カルキノスは黒く汚よごれ、サヤカの手に渡わたった時、小さくなっていたと言いましたね？」

「ねえ、まさか……そんなこと……っ」

　ジルの手がきつく拳こぶしを握り締しめる。

「怪物は……星の力を吸い取って、聖せい騎き士しから生まれているのかもしれない」

　そんなの、あんまりだ。彼らは怪物を倒すために、ずっと戦ってきたのに。

　ふとサヤカにある考えが浮かぶ。

　黒く汚れたカルキノスは小さくなったが、綺き麗れいになっていた。それなら。

「ねえジル。もしかしたら、私が星の力を奪うばえば、怪物も消えるんじゃない……？」

　ジルは沈ちん黙もくして答えない。しかし否定もしなかった。可能性はあるということだろう。

「ですが……」

「このままじゃこの町の人全員が危険なんだよ!?　キャンサーも、レオも、ジルも！　どうして迷って──」

「あなたもだ!!」

　今まで聞いたことのない大声で、ジルはサヤカの言葉を遮さえぎった。ジルは自分の大声に驚おどろき、戸惑うように顔を片手で覆おおった。

「わかっている……！　だが、サヤカが無事でいられる保証がない。俺はあなたを、聖騎士の犠ぎ牲せいにするつもりで召しよう喚かんしたわけじゃないんだ！」

　ジルはすべてを背負っている。町の人も、キャンサーも、レオも。そして召喚したサヤカの身までも。その一つ一つ、多くの大切な重さで、彼は動けなくなっている。

　彼は聖騎士に星の力を与あたえた聖者であり、この国を背負って立つ王子。

（大事なのは、この国の人と、聖騎士じゃないの？　何で、出会って少ししか経たってない私のことなんか、心配してんの……？　そんなの、良い人通り越こしてるじゃん……！）

　胸がぎゅうっと押し潰つぶされる痛みがあり、目元が熱くなって、涙が浮かんでくる。

　聖騎士を助けたい。この世界だって助けたい。それ以上に──この人の力になりたい。

（ジルのために、私にできることをしなきゃ……！）

　サヤカは血が滲にじみそうなほどきつく握られたジルの拳に手を重ね、一度大きく息を吸い込んでから、口を開いた。

「聖騎士から星の力を奪うのが、私の役目よ」

　この人は、多くのものを背負って立つ人。だけど。

（今は……今だけは、あなたは──）

　サヤカはまっすぐに、彼だけを見つめる。

「ついてきなさい──私のジル」

　ジルがようやく顔を上げ、銀の瞳がサヤカを映す。サヤカはできるだけ力強く、笑ってみせた。手を引くと、ジルの足が動いた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　私にはジルがついてるし、ジルには私がついてる。……頼たよりないかもだけど」

　繕つくろうことも忘れてサヤカが微笑ほほえむと、ジルの表情が緩ゆるんだ。

「……それは、ずいぶんとフェアじゃないですね」

　いつもの調子が戻もどってきたことに、サヤカは安あん堵どして笑った。







　レオを捜さがしていると、騎士達の会話が聞こえてきた。怪かい物ぶつは、この間と同じ、黒いライオンのような猛もう獣じゆうタイプであるらしい。空を飛んできたり、移動速度が極きよく端たんに速かったりということはないが、巨きよ大だいで力が強く、獰どう猛もうな性質は怪物の中でも随ずい一いちだという。

「いた！　あそこ！」

　町がよく見える高台の上にレオは一人でいた。顔色はまだ悪いが、すでに聖騎士の鎧よろいを纏まとい、星の力も使っているようだった。彼の星の力は、身体からだを鋼はがねのように硬かたくするというものだ。どんな攻こう撃げきも通らず、彼の戦せん闘とうセンスなら丸まる腰ごしでさえ戦える。

「レオ！」

　大声で呼びかけると、こちらを見ることもせず、レオはサヤカとジルに声だけを向けてきた。

「この数は再出現以降最多だ。……こんな状じよう況きようでもまだ、俺の力を奪おうってのかよ？」

「ええ。そうよ」

　レオの力を奪えば、怪物は消えるかもしれない。

　レオは高台から身を投げるようにして落ちてきたが、宙で一回転してサヤカの前に着地する。ゆっくりと立ち上がったかと思うとそのまま背を向ける。

「この町の奴やつらを見殺しにするってか？　本当に極ごく悪あく人にんだったとはな。……失うせろ。邪じや魔まだ」

「それは、戦闘に邪魔ってこと？　それとも、あなたが死ぬのを邪魔されるって意味？」

　レオの足が止まる。ただただサヤカに苛いら立だっているだけではないようだった。

「……言っただろ。戦いの中で死ねるなら、俺は本ほん望もうだ」

「待ってよ！　死なないって約束したじゃ──ジル？」

　サヤカの言葉の途と中ちゆうで、ジルがレオの前に回り込む。目が合った一いつ瞬しゆんの後、彼は握った拳をレオの頰に叩たたきつけた。

（殴なぐったー!?　って……ジルの手、大丈夫!?　今のレオのほっぺた、鋼なのに……）

　レオの横よこ面つらを殴った右手を左手で握り締め、ジルは痛みに顔を顰しかめていた。

「……ハッ。今の俺を素す手でで殴ったことは褒ほめてやるが、何がしてえんだよ、てめえは」

　レオは殴られた衝しよう撃げきだけで、痛みはなかったのだろう。平然とジルを見下ろす。ジルは冷静な瞳に怒いかりを滲ませて、レオを睨にらみつけていた。

「……お前の約束の反ほ故ごは、サヤカに対する最大の裏切りだ。──お前は道具でも駒こまでもない。人々に認められた聖騎士のはずだ」

　ジルは殴った手をぎゅっと握にぎり締しめ、彼にしては珍めずらしく、声を張り上げた。

「聖騎士になる時、お前は目に入った者すべてを守ると誓ちかったはずだろう！　死んでその誓いが果たせるのか!?」

「なっ……！」

　ジルの言葉に動どう揺ようし、顔を真っ赤にしたレオだったが、絶句した後、驚きよう愕がくして目を見張る。

「何で聖騎士と『聖女』しか知らねえ誓いを、てめえが知ってやがる！　てめえは誰だれだ！」

「俺が誰かぐらい後で教えてやる。それより」

　ジルはサヤカの背後に回り、サヤカの手を掬すくってレオに手の甲こうを向けさせた。

「サヤカに死なないと誓え」

　ジルがそう言うと、レオは困こん惑わくした目を向けてきた。

「何で……今、俺は奴を見て聖女を思い出した……？」

　手を差し出したサヤカではなく、その手を支えているジルを見て、彼は戸と惑まどい、頭を覆った。

「レオ」

　サヤカが呼びかけると、指の間から、レオの金色の目がこちらを見る。直後、彼は目を瞑つぶろうとしたが、サヤカのほうが早かった。

「──動かないで」

　そう言った瞬しゆん間かん、彼の身体は動かなくなる。

「ごめんなさい。こんなこと、もうしたくなかったけど、時間がないの。……あなたも隙すきだらけだし、そんな状態で戦っても、死ぬだけよ」

「………………」

　サヤカを睨みつけてくる目の力が、弱かった。二日酔よいのせいだけではない、彼はもうずっと、憔しよう悴すいしている。

　彼が死に場所を求めるのは、助けを求めているように思えた。

　聖騎士達の力を奪うと決めた。だが、迷いや不安がまったくないわけではない。それを払ふつ拭しよくするために、サヤカはレオに目を向けたまま、背後にいるジルへ言葉を向けた。

「これで、いいんだよね？」

　星の力がなければ、恐おそらくこの町は壊かい滅めつする──その言葉をサヤカは頭から振ふり払はらう。レオに差し出した手が震ふるえていた。ジルにうまくいくと言ったのに、これでは説得力がない。

　しかし、ジルがその手を強く握ってくれた。

「大丈夫ですよ。たとえうまくいかなかったとしても、呪のろいが消えれば、きっとレオは人々を守る。俺も、あなただけは絶対に守りますから。それに……」

　ジルとサヤカは、聖せい騎き士しに憧あこがれた者同士。彼らの強さを、誇ほこり高さを、自分達が信じなくて誰が信じるというのか。

「あなたは今、欲望まみれの極悪な令れい嬢じようですから。好きなように振る舞まえばいいんですよ」

　サヤカは深呼吸して、もう一度レオを見つめ、口元を吊つり上げてうなずいた。レオがこちらを不可解そうな目で睨んできた。

「何をごちゃごちゃ言ってやがる」

　自分は令嬢だと言い聞かせ、サヤカは笑えみを崩くずさずに口を開く。

「──レオ。あなたが本当に強いなら、私に誓いなさい。自分は決して死なないって。誓うなら、あなたの拘こう束そくは解いてあげる」

「……そんなもん誓って、何になる。死に場所ぐらい、てめえで決めさせろ」

「なら、ここで町が壊滅していくのを見ているだけにする？」

「ああ、いいですね。彼は見た者すべてを守ると誓った騎士です。きっととてつもない屈くつ辱じよくと絶望の時間になるでしょう」

　ジルの言葉を聞いて、レオの瞳ひとみに怒りの感情が燃え上がる。サヤカは内心恐きよう怖ふしたが、顔に出さないよう努める。

「……誓えば、動けるようになるんだな」

「ええ。それこそ、誓ってあげる」

　サヤカはジルの手から離はなれ、レオの前に出て行く。

「死なないって、誓いなさい、レオ」

　死んでほしくない。その感情は本物だ。戦いの中で死んでいい人なんかじゃない。強いからこそ、笑っていてほしい。

「……っ俺が、こんなところでくたばるかよ！」

　レオがそう叫さけぶと、サヤカは目を閉とざした。動けるようになったレオに手を差し出すと、彼の大きな手がサヤカの手を摑つかんで引き寄せる。それは誓いのキスというより、ただ唇くちびるを当てただけだった。しかしそれが彼らしくて、サヤカは思わず口元と思考が緩む。

（これこれー！　これこそレオだわ！　──なーんて、言ってる場合じゃないか）

　意識が遠のくのは、興奮して頭に血が上ったからではなさそうだ。

「おい、何だっ……これは……！　まさかてめえら──」

　騙だましたのか。そう怒ど鳴なる前に、糸が切れるようにレオの身体が倒たおれた。サヤカの身体も重くなり、力を失っていく。

「騙して、ごめんね……レオ……」

「サヤカ」

　倒れるサヤカを背中からジルが抱だき留めてくれた。そっと頰ほおに触ふれる手が少し冷たい。

　サヤカを覗のぞき込む彼の目は、心配そうに細められていた。

「……レオを、頼たのみます」

　視界が黒く塗ぬりつぶされ、意識が完全になくなる前に、サヤカはジルに、笑ってうなずいた。
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　サヤカが目を開けると、やはりそこは地平線の見える草原と、白い神しん殿でんの前だった。

「やっぱりここに来るかー……ん？」

　独り言に低い音が重なる。背後から響ひびく音の正体を知るため、サヤカは振り返る。

　背後には黒い泥どろを被かぶったような、真っ黒なライオンが座っていた。しかし動物園で見たものより、五倍は大きい。

「これは、やばい。しかもカルキノスよりも、もっと泥が黒い気がする……」

　緊きん張ちよう感かんがないと言われたサヤカでも、これが非常にまずい状況であることは明白だった。

　ライオンを見ていると、その表面が蠢うごめいていることに気付く。蟹かに座ざのカルキノスも同じように表面が蠢いていたが、さらにその動きが大きい。黒い泥も、より色いろ濃こく、重そうだった。

「何なの、あれ……？」

　サヤカの震えた声を搔かき消すように、ライオンが苦しげな雄お叫たけびを上げた。空気がビリビリと震え、思わず目を閉じる。しかし何かがサヤカの傍そばを飛んで行くのを感じ、目を開けた。ライオンの黒い泥を突つき破り、何かが空に向かって飛び出し、消えてしまった。

「あれって、町を襲おそってる怪かい物ぶつ……？」

　空へ消えて行った怪物は、ライオンを覆おおう黒い泥から生まれたように見えた。

　ライオンを見ると、肢あしの間にあるものを抱かかえ込むようにして座っている。それを見て、サヤカは叫んだ。

「レオ！」

　ライオンの肢の間には、黒い泥に身体からだを半分近く飲み込まれ、倒れているレオの姿があった。叫んだ瞬間、ライオンの目がサヤカに向く。レオと同じ黄金の瞳だ。

　雷らい鳴めいのような唸うなり声を上げながら、ライオンは牙きばを見せ、サヤカを威い嚇かくする。

「お願い。レオを助けるから、そこを退どいて」

　サヤカが手を伸のばすと、ライオンは咆ほう哮こうを上げた。思わず手を引っ込める。

「お、おお脅おどしても、退けないの……！　お願い！　私はレオを助けたいの！」

　──レオを、頼みます。

　ジルに思いを託たくされた。彼の思いが、サヤカにはわかる。ここで退くことは絶対にできない。

　ライオンの目が、ひたとサヤカを見つめてきた。

（怖こわい……けど、きっと目を離したら、この子はレオを渡わたしてくれない）

　身体が震え、足に力が入らない。それでもサヤカは、その場に立って、ライオンの視線を受け止めていた。

　先に視線を外したのはライオンのほうだった。肢を少しだけ開き、レオの襟えり首くびを咥くわえて、泥に埋うまったレオを引きずり出そうとする。が、レオの身体はなかなか出てこない。サヤカも駆かけ寄って、レオの腕うでを摑んだ。すると彼の身体を飲み込もうとしていた真っ黒な泥が少しずつ消え、レオの身体が動いた。

「動いた！　大だい丈じよう夫ぶ、引っ張り出せそう！」

　ライオンに笑顔を向けると、サヤカに任せたほうがいいと判断したのか、ライオンはレオから口を離した。サヤカはレオの両りよう脇わきを持って引きずり出そうとする。が。

「いける……っけど、おーもーいぃー！」

　レオの身体は成人男性の平均身長を遥かに超こえ、その身は筋肉で覆われている。サヤカの予想以上にレオの身体は重く、なかなか引きずり出せない。やっとの思いで全身を泥から出した時には、サヤカの息は完全に上がり、立てなくなっていた。

「ぜえっ……はあっ……！　あ、明日あした、絶対筋肉痛になる……っ」

「……鍛きたえ方が足りねえんだよ」

「帰宅部のオタクが身体鍛えるわけ──レオ!?　生きてるの!?」

　疲つかれも忘れ、倒れているレオを覗き込む。彼の瞼まぶたは薄うすく開き、顔を歪ゆがめていた。

　頭を振ふりながらレオは起き上がるが、見るからに憔しよう悴すいしていた。

「勝手に、殺すな。つーか、何でてめえがここにいやがる。ネメアが招きでもしたのか？」

　ネメア、とはレオの背後にいるライオンのことらしい。確か獅し子し座ざのライオンは、ネメアという谷にいた、人食いライオンだ。英えい雄ゆうヘラクレスがこれを倒したが、その健けん闘とうを称たたえられて星座になったという。よくそんなライオンと睨にらめっこしたものだと、サヤカは自分を内心で褒ほめてから、レオに苦く笑しようを向けた。

「思いっきり威嚇されたし、それはないと思う……。キャンサーの時もこうだったの。カルキノスも、この子と同じで真っ黒だった。……ううん、この子のほうが、泥の色が濃こい気がする」

「真っ黒……？」

　レオはネメアを振り返り、目を瞠みはる。これだけ近くにいても、その異変に気付いていなかったようだ。キャンサーも同じ反応だった。聖騎士には気付かせないまま、この呪のろいは進行していくのかもしれない。

「おい、何だ、この泥は──」

　レオがそう言った時、泥の中からまた、怪物が飛び出し、空へと飛んで行く。

「おい！　何で怪物がここにいる！」

「ひい！　待って待って私のせいじゃないから！　この子に聞いてみてよ！」

　飛びかかってきそうなレオから身を引いて、サヤカはネメアを指さす。レオとネメアが、キャンサーとカルキノスのような関係なら、ネメアの見たことを信じるだろう。

「それに……この子も、カルキノスと同じように、苦しがってると思う」

　サヤカのその言葉に、レオは目を瞠ってネメアに向き直る。ネメアは鼻をピスピスと鳴らしながら、レオを見つめていた。不意にレオがサヤカを怒いかりの目で振り返ってきた。

「苦しくねえし、てめえのせいだっつってるぞ」

「ちょっとー!?　レオを泥から引き上げたの見てたでしょー!?」

　サヤカが叫ぶと、ネメアはふいと二人から顔を逸そらす。それを見てレオが怒ど声せいを上げた。

「意地張ってんじゃねえ！　そういやてめえが鼻鳴らすのは噓うそついてる時だったな！」

（こっちはこっちで仲良しじゃん……というか、似た者同士？）

　レオは怒鳴るが、ネメアはふて腐くされたように目を閉じている。ネメアに対して額に青筋を立てながらも、レオはサヤカに向き直った。

「……てめえのせいじゃねえってことも、こいつが苦しんでることもわかった。で、何でこいつはこんな状態なんだよ？」

　レオの背後でネメアが違ちがうと否定するように唸った。慌あわてたが、レオに「無視しろ」と言われ、サヤカは口を開く。

「呪われてるのは、星の力……この星座達なの。この泥が、呪いなんだと思う。この泥が星の力を吸い取って──」

「おい、待て。それじゃ……」

　レオの見開いた目に、動どう揺ようが見て取れた。

「怪物を生み出してたのは、俺達だったってことかよ……！」

　サヤカの言葉が終わる前に、レオはジルと同じ結論に至っていた。サヤカはうなずく。

「呪いに引きずられて、あなた達の性格も歪んでるの。この呪いをどうにかしない限り、ネメアはこのまま力を吸い取られるし、レオもたぶん……ずっと苦しいままだよ」

　レオは真っ黒に染まったネメアを見つめる。黒い泥の間から、ネメアもレオをじっと見つめていた。レオはサヤカに視線を移す。その目には珍めずらしく苛いら立だちがなかった。

「……あのクソ雑魚ざこがてめえに降くだった後、ちったぁマシになったのは、そのせいなのか？」

「キャンサーのこと？　マシ……って？」

「三年前に比べて、あいつは弱くなった。正確には、考えなしのバカになって、隙すきが多くなった。だからあのザマだったんだよ。聖せい騎き士しが傷だらけなんざ、情けねえにもほどがある」

　レオもキャンサーが傷だらけだったことを知っていたのだろう。

「キャンサーは呪いのせいで、恐きよう怖ふの感情がなくなって、無む茶ちやなことしてたみたい。でも私に星の力を渡してからは、元の彼に戻もどったと思う。……変な扉とびらは開けちゃったみたいだけど」

　最後にぼそっと呟つぶやいた言葉は幸い、レオの耳には届かなかったようだ。

「ああ、戻ってんだろうな。この三年間、俺をあんな風に怯おびえた目で見ることはなかったしよ。弱いくせに、勘かん違ちがいした面つらしかしてなくて、ずっとムカついてたが……そうか」

　妙みように静かにレオはうなずく。その顔は安あん堵どしているように見えた。レオはキャンサーを弟のように気にかけていたというから、歪んでいても心配する感情は残っていたのかもしれない。

　サヤカはレオを睨むように見つめた。

「だから、レオも呪いに引きずられて、おかしくなってるの。死ぬ気だったでしょ!?　そんなの絶対許さないから！」

「っせえな、もういいだろ！　てめえには関係ねえ！」

「あるわ──────っ!!」

「うるせえ──────っ!!」

　サヤカとレオの大声に、ネメアがびくっと身体を震ふるわせた。誤ご魔ま化かすように毛け繕づくろいしているのがちょっと可愛かわいくて和なごんだが、すぐにレオに視線を戻し、ビシッと彼に指を突きつける。

「あんたは私の憧あこがれなの！　それに、私と同じようにあんたに憧れて、感謝して、助けようとして、ものすごい覚かく悟ごでものすごい努力してる人がいるの！　その人のためにも、私はあんたを絶対に死なせないし、呪いを何とかしなきゃいけないの！　だから星の力を私に渡して！」

「……それはできねえっつってんだろ」

　いつもの怒ど鳴なり声ではなく、静かに、彼は固い意志を込めてサヤカに言った。

「俺があそこで戦わねえと、大勢が死ぬ。怪物を倒たおすためには、星の力が必要だ」

「呪われた星の力では、あなたは戦って死んでしまう。よく考えてよ。本当に、死んでもいいって思ってるの？」

「俺はもう、疲れたんだよ。これ以上戦いを求めるのも、満たされねえのも、もううんざりだ」

　たとえ変わってしまっても、いつでも前を向いていた彼の顔が俯うつむいていく。顔を覆おおった手の向こうから、掠かすれた声が聞こえた。

「……いい加減、俺に平へい穏おんをくれよ……！」

「っ……！」

　レオが言っていることもわかる。きっと疲れたというのも、彼の本心だ。

（ダメ……ここで、諦あきらめちゃダメ）

　だが、サヤカは本来の彼を知っている。彼が本当に求めている平穏は、死ではないはずなのに。そんなこと、とっくにわかっているはずなのに、今の歪んだ彼にはわからないのだろうか。

「レオ」

　……なら、わからせなければ。本来の彼を知るサヤカには、きっとそれができる。

　サヤカはレオの前に立って、その手を取る。

「私が、あなたに本当の平穏をあげる。約束する」

　レオは顔から手を放す。疲れ切ったその表情で、レオはサヤカを見上げた。

「……本当の平穏なんざ、来ねえよ。テュポンを倒しても、怪かい物ぶつを何匹びき殺しても、俺は何も満たされなかった。……怪物が原因なんじゃねえ。最初から、俺がおかしかったんだよ」

「違う！　あなたの平穏は、戦いが終わったあとにあるものでしょ!?」

　不意に、レオの瞳ひとみが揺ゆれた。しかしすぐにその顔が滲にじんで見えなくなってしまった。

「……何でてめえが泣いてんだよ」

　レオの少し動揺した声で、サヤカは自分が泣いていることに気付く。悲しいからではない、怒りの行き場所がなくて、涙なみだが溢あふれる。

「許せない……っ！　こんな風に、あなた達を苦しめるものを、私は絶対許さない！」

　──これでは、聖騎士はこの世界の犠ぎ牲せいのようだ。

　ジルの言葉が頭に蘇よみがえる。多くの人に平穏が訪おとずれても、多くの人のために戦ったこの人が苦しんでいるなんて、そんなの、絶対に許せない。

「何言ってんだ、てめえ──」

　レオの声が、ネメアの咆ほう哮こうで搔かき消される。ネメアを覆う黒い泥どろが、また蠢うごめいている。サヤカにもわかる、苦痛の叫さけびだった。

　サヤカはネメアに駆かけ寄ろうとした。しかしその手をレオに摑つかまれる。

「やめろ、何する気だ！」

「私はもう『助けられたのに』って、後こう悔かいしたくないの！　だからこの子も、絶対助ける！　もう目の前で苦しんでる人を放っておかない！　守るって決めたの！」

「っ……」

　レオの腕うでの力が緩ゆるむ。サヤカはレオの手を振ふり解ほどき、ネメアに駆け寄った。

「──それは、俺の誓ちかいじゃねえか」

　背後でレオが何かを呟いたが、ネメアの呻うめき声が重なり、サヤカの耳には届かなかった。

　ネメアは牙きばを見せて威い嚇かくしたが、呼吸が荒あらく、苦しんでいるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。不思議と先ほどよりは怖こわくなく、ネメアの前まえ肢あしに触ふれる。するとカルキノスの時と同じように、黒い泥が徐じよ々じよに消え、代わりに輝かがやくような黄金の毛並みが現れた。

　ネメアの目が見開かれ、身動きを止める。呼吸も落ち着いた姿に、傍そばに来たレオも驚おどろいていた。

「お前が、この泥を……？」

　サヤカが触れたところから、黒い泥が消える。驚きよう愕がくするレオに、サヤカは苦く笑しようする。

「いやー、私も正直、何で綺き麗れいになるのかわかんないんだけどね？」

「わかんねえのかよ！　てめえ、本当に何なんだ！」

　今この段階になってもこっちが訊ききたい疑問だったが、初対面の時よりは、自分がしたいことがわかっていた。サヤカはレオを見つめてニヤッと笑った。

「あなた達の星の力を奪うばっちゃう極ごく悪あく令れい嬢じようよ。──こんな感じにね！」

　サヤカがレオに向き直ると、彼はハッとしてネメアを見上げる。が、そこにネメアの姿はない。代わりに、子ライオンがその場で毛繕いをしていた。

「は？　……ネメア、か？　コレ？　──いってえ！」

　コレ、と言われたことに腹が立ったらしい。毛繕いをしていたネメアが、レオの足元にやってきて、爪つま先さきにがぶりと嚙かみついた。

「てめ、小指を……っ！　この野や郎ろう、マジでネメアなのかよ……！」

　蹲うずくまったレオを見て満足したらしいネメアは、満足そうにゴロゴロと喉のどを鳴らす。それを見て、レオは足の小指を押さえながらも、睨にらむ目を緩める。

「いや……まあ、許してやらなくも、ねえが……」

「あのレオが子ライオンに絆ほだされてるー!?　しかもチョローい！」

「……ケンカ売ってんのかてめえ？」

「え!?　何言ってんの最大級に褒ほめてんだけど!?　猫ねこにチョロいレオさま最高です！」

「さま付けすんじゃねえ！　やっぱ完全にバカにしてんなてめえ!?　いやそれより、何でこいつはちっさくなってんだ！」

「あ、これはそれだけ、力を怪物に吸い取られてたみたい。カルキノスも同じだった」

　って、ジルが言ってた気がする──と心の中で付け足す。

「……じゃあその分、怪物の数は多くなって、俺の力は弱くなってたってことか」

　サヤカの返答は必要ないようだ。冷静に呟いたレオを見上げると、彼は目を伏ふせていた。

「……ハッ。こんなことにも、気付けなかったのかよ、俺は。……いや、違ちがうか」

　レオの瞼まぶたが開く。瞳どう孔こうが開き、ギラギラとした獣けもののような目はそこにはなく、冷静に状じよう況きようを飲み込む彼の姿があった。思考を巡めぐらせるように、彼は足元に視線をさまよわせる。

「──気付けないようにされてた、か。怪物を発生させるだけじゃなく、俺達を自じ滅めつさせる呪のろいか、これは。趣しゆ味みの悪わりぃことしやがって……！」

　彼の瞳に怒いかりはあるが、それは気高いプライドを傷つけられた、至極真っ当な怒りだった。

「頭がスッキリしてる。あの渇かわきもねえ。……本当に呪われてたのか、俺は。クソッ！」

　悔くやしげに呟つぶやき、レオは拳こぶしを握にぎり締しめる。その腕に、ネメアがぴょんと飛びつく。

「あ？　何だよ」

　レオはネメアが落ちないように腕を平行に上げた。ネメアを睨んでいるが、その目にはまったく力がない。ただの照れ隠かくしだ。

（これよ、これぞレオさまのツンデレ！　そしてやっぱ猫好きなんだ、可愛い……！）

「──っでえ!?」

　サヤカが拳を握って興奮していると、突とつ然ぜんレオの叫び声が聞こえた。

　ネメアはまたもがぶりとレオの腕を嚙んでいた。それから足元に降りて、レオを見上げる。レオはネメアの言うことがわかったのか、どこか悔しげにサヤカを見下ろしてきた。

「こいつはまだてめえにいてほしいんだとよ。……俺はどうでもいいってどういうことだ！」

　ふいと顔を逸そらすネメアに、レオの怒ど声せいにはショックが隠し切れていなかった。

　ネメアがサヤカの足元にやってくる。サヤカがしゃがみ込んで右手を伸のばすと、サヤカの袖そでを嚙んで、ぐいぐい引っ張る。その様子を見ていたレオが、不意に怪け訝げんそうに目を細める。

「てめえの心配をしてるようだが……何かあんのかよ？」

「え、レオじゃなくて？　私は別に、心配されるようなことはないけど……？」

　そう言われてみると、ネメアの目はサヤカを心配そうに見つめている気がする。どうしてここに引き止めたいのかはわからないが、サヤカは小さくなったネメアを撫なでる。

「ごめんね。戻もどらなきゃ。本当に怪物がいなくなったか、確かく認にんしなきゃいけないし──」

　顎あごの下を撫でると、袖を嚙みながらもゴロゴロと気持ちよさそうに喉を鳴らす。

「レオのことも、私のことも、きっとすごく心配して、待っててくれる人がいるから」

　レオと同じ金色の瞳が、サヤカをじっと見つめる。何となくだが「知っている」と言っているような気がした。

　ネメアは渋しぶ々しぶサヤカの袖を放し、突とつ然ぜん跳ちよう躍やくしてレオの顔面に飛びついた。

「ぶっ！　な、何だ!?　おい、コラ！」

　レオが摑もうとしたが、その手を逃のがれ、ネメアはレオの肩かたに移動する。

「何だよ、さっきまでどうでもいいとか言ってやがったくせ、に──」

　肩の上でネメアがじっと見つめると、レオは目を瞠みはる。

「……ああ、そうだな。俺を元に戻したのは、あいつだ。気にすんな。決めんのはてめえだ」

　同じ金色の瞳を細め、ネメアはレオの頰ほおに顔をすり寄せる。愛いとおしそうに。名残なごり惜おしそうに。

「……ありがとな、今まで。俺はもう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　レオも目を細めてネメアのほうに首を傾かたむけ、小さな頭を撫でた。ゲームの中のどんなシーンにもなかった、穏おだやかで、少し寂さみしげな笑えみ。

　もう一度だけレオを見つめて、ネメアはその肩から飛び下り、サヤカの胸むな元もとへ飛びこんできた。受け止めようとしたが、ネメアはそのまま胸元に吸い込まれるように消えた。カルキノスの時と同じだ。

　そっと胸元に触れてから、サヤカはやっと彼らに見とれていたことに気付く。そして先ほどの光景を脳内で思い出し、思わずレオに手を合わせた。

「ありがとう……ありがとう……っ！」

「あ？　何で突然感謝しだした？」

「すごく尊いものを見せてもらったから……っ！　鼻血出そう……っ」

「お、おう……？　いや、なんっ……何て？」

　興奮して涙目になるサヤカを、レオは心底わけがわからないという顔で見下ろしていた。

　深呼吸して冷静になってから、サヤカはレオの正面に立つ。彼の金色の瞳を見つめるために。

「レオ。まだ……戦って、死にたいと思う？」

　サヤカがそう言った時、レオは目を伏せていた。

「……少なくとも、それが今じゃねえってことは、わかる。……てめえのおかげでな」

　瞼が開き、黄金の双そう眸ぼうが輝く。それは人々に希望を与あたえてきた、陽光のような輝き。その瞳ひとみに嬉うれしくなるサヤカから、不意にレオは顔を逸らした。手だけがこちらに差し出されている。

「？　何？」

　首を傾かしげるサヤカを、レオは睨みつける。その目元が赤くなっていた。

「てめえが俺を元に戻したんだろ。なら、礼はしなきゃなんねえだろ。俺の星の力はお前に渡わたす。ネメアもそう言ってんだ。アレは、その、手にすりゃいいんだろ!?　さっさと手出せ！」

　彼の目元の赤みは、徐々に頰にも広がっていく。ぶっきらぼうなその態度に、サヤカは緩みそうになる顔に力を入れ、ついケンカ腰ごしの口調になる。

「はああああ？　何その態度？　何その顔。何その声！」

「何いきなりキレてやがる！　俺に、普ふ通つうの騎き士しみてえにしろとか言うんじゃ──」

「最高ーっ！　これだからレオ推おしはやめられない！　……あ、キレたのは私の感情が急激に昂たかぶった時の癖くせなのでご了りよう承しようください」

「……本当にお前、変な奴やつだな」

　照れ隠しでも何でもない、純度百パーセントの心からの声は、サヤカの胸に突つき刺ささる。

「うん、自覚はある……。自覚はあるけど、その顔で言われるとちょっと心にクる」

「いいからさっさと手出せよ！」

　手を伸ばすと、レオは一いつ瞬しゆん躊躇ためらってからその手を取り、真しん剣けんな目でサヤカを見つめてきた。

「この目に見える者すべてを守ると、俺は誓ちかった。なのに、それを忘れて、楽になるための死に場所を探していた。お前がそれに気付かせてくれた。……礼を言う」

　レオは突とつ然ぜん膝ひざを突き、サヤカの手を持ち上げる。

（充じゆう分ぶん騎士っぽいんですけどー!?　やばいやばい、手て汗あせがやばくなりそう……！）

「──誓う。もう俺は何者にも負けねえ。……俺自身にも」

　ぶっきらぼうな誓いの言葉。しかし、彼の言葉にはいつだって、噓うそなんてない。

　手の甲こうに唇くちびるを触ふれさせただけの、軽い口付け。

　睨むように前を見み据すえるその瞳が輝かがやいている。その輝きが、嬉しくてたまらない。

「それでこそ、私の憧あこがれの聖騎士よ！」

　意識が途と切ぎれるその直前、レオが目を細め、歯を見せて力強く笑っていた。
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　サヤカは瞼を開いたが、そこは薄うす暗ぐらかった。だが、日が沈しずんだわけではないらしい。

（あったかい。それに、いい匂におい。でもちょっと体が窮きゆう屈くつ……っていうか、苦しい……っ）
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　どうやら何かに顔を強く押しつけられているらしい。身体からだにも誰だれかの腕うでが回され、きつく抱だき締められていた。

「むぐぅ……っ」

　サヤカが声にならない呻うめき声を上げると、後頭部を押さえつけている力が緩ゆるみ、銀色の髪かみが輝くのが見えた。

「サヤカ!?」

　ぼんやりした頭が、目の前の男性を認識する。銀の瞳が心配そうに見つめている。

（ジル、どうしたの……？）

　そう言ったつもりだったが、口から出たのは別の言葉だった。

「顔が眩まぶしい……っ」

「……また欲望と建前が逆になってますよ」

　心配していたジルの顔が一瞬真顔になる。その冷たい目で、サヤカの意識は覚かく醒せいした。

「え、えーと、ジル？　な、何で私を締めつけてるの？　私また何かやらかした？」

「抱き締めている、と言ってほしいものですが……その必要はなくなったようですね」

　ジルはサヤカから顔を上げ、辺りを見回して、驚おどろきと安あん堵ど、そして困こん惑わくを綯ない交ぜにしたような、複雑な表情を浮うかべる。同時に、サヤカを抱き締めている腕や身体から力が抜ぬけた。それまで、彼の身体がかなり緊きん張ちようしていたことが窺うかがえた。

「？　どういうこと？」

「怪かい物ぶつに襲おそわれそうになっていたんですが……あなたが目覚める直前、すべて消えたんです」

「それって……！」

　サヤカが期待を込めてジルを見ると、彼は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ええ。あなたの言った通り、うまくいったようです」

　呪のろわれた星の力をサヤカが奪うばえば、怪物は消える。歪ゆがんでしまった聖騎士達も元に戻る。

　これでサヤカの──いや、きっとジルを始め、この世界の人々すべてが求める平へい穏おんへ一歩近づいたはずだ。嬉しくなって、思わずジルに飛びつく。

「やった！　やったよジル！　そうよね、やっぱり物語は、ハッピーエンドじゃないと！」

「……はい。サヤカのおかげで、その道が開けそうです」

　サヤカの耳元で、ジルの落ち着いた、けれど本当に嬉しそうな声が聞こえる。背中にジルの手が回され、その手がサヤカを抱き締しめる。

「おい」

　不ふ機き嫌げんそうなレオの低い声が聞こえ、サヤカは我に返った。そして自分が抱きついてしまった相手を見て、慌あわてて離はなれる。自分のしたことを自覚して、顔どころか体中が熱くなる。

「ぎゃー！　ごめんなさい私ごときが抱きついてごめんなさい！」

　ジルは手を放した体勢のまま、どこかぽかんとしていたが、不意に目を細めてサヤカから視線を逸らした。そして綺き麗れいな口元を少し歪める。

「……ちっ」

（舌打ち!?　今この人舌打ちした!?　そんなに怒おこっていらっしゃる!?　えーでもそっちも抱き締めてきたじゃん！　親愛のハグ的なアレだと思うんだけど、ダメー!?）

　何だか言い訳じみた考えが頭を駆かけ巡めぐる。熱くて思考がおかしくなっているのかもしれない。

　ジルの尖とがった視線は、レオに向かっていた。しかしレオはジルを見ず、自分の手のひらを見つめ、こちらに話しかけてきた。

「もう俺に、星の力はねえんだな」

　あの世界で、小さくなったネメアはサヤカの胸元に吸い込まれるように消えた。キャンサーの時も、カルキノスはサヤカの手に入り、キャンサーから星の力はなくなった。二人とも離れがたかったのを知っているサヤカが答えを躊躇ためらっていると、ジルが代わりに答えた。

「ああ。もうお前に星の力はない」

「……そうか」

　その事実を飲み込むように、レオは静かに呟つぶやき、見つめていた手を握にぎり締しめた。

　その直後、軽快な足音がこちらに近づいて来た。

「ねえ！　怪物が一気に全部消えたんだけど!?　──あ、サヤカさま！　大丈夫ですか!?　僕のことわかります!?」

　駆け寄ってきたキャンサーの息は切れ、ところどころに軽い怪け我がを負っていた。きっと彼はサヤカとレオが倒たおれている間、ずっと一人で町を守ろうとしていてくれたのだろう。

　心配の言葉が喉のどまで出かかったが、サヤカはそれを飲み込んで、別の言葉を口にする。彼が素す直なおに喜ぶ言葉は、心配よりこっちだろう。……悲しいことに。

「最弱騎士のことなんか、覚えてないわよ」

「っ……！　ありがとうございますサヤカさま！　……本当に覚えてないなんてことない？」

　歓かん喜きの表情を浮かべた後、キャンサーは心配そうにこちらを覗のぞき込んでくる。今のはサヤカを和ませようとした思いもあったのかもしれない。サヤカはぐっと親指を立てて笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ。キャンサーちゃんの照れ顔は脳と心に刻みつけてあるから！」

「そ、それはできるだけ早めに忘れてーっ！」

　再び真っ赤になるキャンサーもしっかり脳に刻みつけようと、サヤカは彼をじっと見つめる。

「おいキャンサー。怪物が消えたってのはどういうことだ」

「わかんない。本当に突とつ然ぜん消えたんだもん……って、ひい！　レオ!?」

　今ようやくレオに気付いたのか、キャンサーはびくっと飛び上がって後あと退ずさる。

「人の顔見てビビってんじゃねえ！　……まぁ、ビビリじゃねえてめえよか、マシだけどよ」

　強こわ張ばっていたキャンサーの顔は、レオが喋しやべる度たびに徐じよ々じよに綻ほころんでいった。

「僕の知ってるレオ兄だ……！」

「俺の心配をするなんざ、十年早はえぇ……って言うつもりだったが、そんな十年、もう過ぎてたみてえだな」

　レオの手がふわふわしたキャンサーの髪をくしゃくしゃと撫なでる。キャンサーも「やめてよ」とは言っているが、顔は笑っていた。二人の様子を口を押さえて見ていたサヤカだったが、とうとう堪こらえきれなくなって手を放す。

「兄弟みたいな二人のやりとりが生で見られるなんてー!!　尊さ最高潮──ふぎゅっ」

　はしゃぐサヤカの口を、ジルの手が塞ふさいだ。

「うるさいです。……そんなことより、サヤカ。やはり怪物はネメアから？」

　さすがにレオとキャンサーを気にしたのか、ジルがサヤカに囁ささやく。

「うん、そうみたい。黒い泥どろで汚よごれてたし……しかも、カルキノスよりも泥がもっと濃こかったし、レオもその泥に飲み込まれそうになってたんだよね。引っ張り上げたけど。重かったー」

　その言葉に、ジルは心配そうにサヤカを見下ろしてきたが、レオとキャンサーが話し始めたのを聞いて、サヤカはそちらに顔を向けた。──この時のジルの表情を見ないまま。

「おいキャンサー。怪物が消えたってのは、本当か？　確かめたか？」

「この町全部を隅すみ々ずみまでってわけにはいかないけど、たぶん全部消えたよ。怪物の声も聞こえなくなってるし。どうしてだろ……？」

　首を傾かしげるキャンサーに、レオが顔を歪める。

「怪物は、呪われたネメアの力を養分にして生まれてたんだよ。呪いがなくなったから、怪物もいなくなった。そうだろ」

「うん、そうみたい。だからね、キャンサー、レオ。これから協力して聖せい騎き士しを元に──」

「ダメだ」

　サヤカの言葉を、誰かの声が遮さえぎる。

「やっぱり……あなたにこんなことをさせたのは間ま違ちがいだった」

　後こう悔かいしか感じられないその声を、誰が発しているのか、理解したくなかった。

　サヤカをこの世界に召しよう喚かんした人。聖騎士への憧あこがれと、彼らを助けたいという思いを共にした人。呪いがなくなって、一いつ緒しよに喜んでくれた人。……サヤカを心配してくれた人。

「ちょっと……何言ってるの、ジ──」

　彼の名前を呼んで、彼の顔を見ようと振ふり返る。その瞬しゆん間かん、右みぎ腕うでに違い和わ感かんが走る。

　右腕の袖そでを捲まくると、蛇へびのような黒い模様が浮かび上がっていた。それを見た瞬間、焼けるような痛みが走った。

「痛っ……！　え、何、これ……っ!?」

　痛みは燃え上がるように腕全体に広がる。感じたことのない痛みに、ゾッとする。

「サヤカさま？」

「おい、どうした」

　キャンサーとレオが心配した顔を向けてくる。……今、笑え顔がおを崩くずすわけにはいかない。みんなが心配する。それに笑顔を崩せば、サヤカの冷静さも崩れてしまう気がした。

「だ、大丈夫、ちょっと、痛かっただけ──」

「誤ご魔ま化かすな！」

　一いつ瞬しゆん、痛みを忘れるほどに、ジルの瞳ひとみに惹ひきつけられた。ジルが悔しげに俯うつむいたことで、サヤカは腕の痛みを思い出す。

「ごめん、なさい……。でも、誤魔化さなきゃ、無理かも……っ」

　燃えているわけでもないのに、熱くて痛い。熱いはずなのに、凍こごえるような冷たさも感じる。

（どうしよう……どうしよう、どうしよう……！　痛い。熱い。痛い。寒い──）

「怖こわい……っ！」

「サヤカ……！」

　腕を押さえても痛みが消えない。苦痛で蹲うずくまってしまったサヤカを、ジルの腕が抱だき留めた。

　サヤカの腕を見て、レオとキャンサーも目を剝むいた。

「おい、何だそれは！　俺の力を奪ったからなのか!?　呪いがそいつに移ったんじゃ……！」

「でも、僕の時はこんなことにはならなかったよ？　あの泥だって消えた！」

　キャンサーの言葉通り、あの時は身体からだには何の異常もなかった。

「……お前達の呪いには、差があった。恨うらみの差だ」

　ジルが引き結んでいた口を開いた。

「キャンサーの主な仕事は防衛と情報収集で、怪かい物ぶつを倒した数は他の聖騎士に比べて少ない。だからキャンサーの呪いは強いものではなかったんだろう。だが、レオは違う。多くの怪物を倒した。レオに対しては恨みが強く、その分呪いも強力になった。……キャンサーの呪いだけなら身体に影響が出るほどではなかったが、レオの呪いが加わったことで、サヤカが耐えられる許容量を超えてしまったんだ」

　そういえば、あの神しん殿でんの前でのキャンサーとレオの様子はまったく違ちがった。

　キャンサーは倒れていただけだったが、レオは身体のほとんどをあの黒い泥に飲まれていた。カルキノスからは怪物はまだ生まれる前だったが、ネメアからは大量に発生していた。

　それだけキャンサーよりもレオの呪いが強く、また進行していたのだ。あのままレオが全身を泥に飲まれていたら、恐おそらく彼は歪ゆがんだまま、自じ滅めつしていただろう。

「ネメアが心配してたのは、これか……！　ふざけんじゃねえっ！　それはこいつが受けるもんじゃねえだろうが！　おいサヤカ！　俺に力を戻もどせ！」

「僕にも戻して！　ダメだよ、サヤカさまは、僕達を助けようとしてくれたのに……！　僕は、あなたを守るって誓ちかったのに！」

　レオが怒ど鳴なり、キャンサーは青い目を潤うるませ、懇こん願がんした。

　そんな二人を見て、サヤカは微笑ほほえんでから、力ちから一いつ杯ぱい声を発した。

「絶っっっっっ対、やだっ！」

　サヤカを覗き込む三人は、一様に目を見開く。

「だって、私に勇気をくれたあなた達を助けられたことが、嬉うれしいんだもん」

　そういえば、聖騎士達の力を奪う悪役令れい嬢じようの立場だった。そんなことを今思い出し、サヤカは意地の悪い笑みを浮うかべてみる。痛みでうまくできたかは、わからないけれど。

「っていうか、戻し方とか、知らないから」

　自分が一体どうなるのか──今さらそんなことを考えた。どうなるにしても、後悔はなかった。だって、大好きな彼らを取り戻せた。

「俺のせいだ」

　ジルの呟つぶやきが、妙みように弱々しく聞こえる。いや、実際彼はサヤカの様子を気に病やんでいた。

「あなたは力を奪う以外、何の力もない、ただの少女なのに……」

　ジルの腕が、サヤカを抱き締しめる。その感かん触しよくと温かさに、恐きよう怖ふが和やわらぐ。

「あなたは、聖騎士を思い、彼らを助けてくれた。そんなあなたが苦しむことなんて、あっていいはずがないのに……！」

　耳元で、彼の後悔の声がする。いつだって、ムカつくぐらい落ち着いていてほしいのに。

「どうしていつも、俺の大切な人ばかりが、誰だれかのために苦しまなきゃいけない。どうして俺は、誰かを犠ぎ牲せいにしないと、誰かを助けられないんだ……っ！」

（やめてよ。ジルのそんな声、聞きたくない）

　右腕の痛みは、体中を動けなくするほどだった。それでもサヤカは、左手を上げて、ジルの腕にそっと触ふれる。腕が痛い。けれど、ジルの悲痛な声を聞いているほうが、もっとつらかった。

「それって……ジルがいつも誰かを助けてるってことじゃない……？　ジルには、人々を助ける力があるんだよ。だから、そんな風に言わないで」

「助ける、力……」

　そう呟いて、ジルは顔を上げた。一瞬迷いのような感情が見えたが、彼はすぐにその迷いを消し、サヤカを真っ直すぐに見つめてきた。

　銀の虹こう彩さいに、心臓が跳はねる。その瞳を見つめていると、ジルが急にサヤカの両りよう頰ほおを摑つかんだ。

「ジル……？　──ふぎゅっ！　な、なにゅを……！」

「すみません、サヤカ。あとでいくらでも怒おこってください。──今は、これに賭かけるしかない」

　ジルの瞳の虹彩が、急に陰かげり、見えなくなる。

（もっと見ていたかったなぁ……──ん？）

　そんなことをぼんやり思っていると、唇くちびるに何かが触れた。柔やわらかくて、温かくて、くすぐったい、何か。その感覚と共に、腕の痛みが徐じよ々じよに消え、サヤカの身体から力が抜ぬける。

　頰から耳にかけて触れているのは、ジルの冷えた両手。見えるのは、彼の耳と髪かみ。

（んんんんんん？）

　状じよう況きようが理解できない。サヤカの心臓以外の機能が停止する。

「……サヤカ」

　ジルの声がして、ようやくサヤカの身体の機能が再起動する。ジルの視線は、サヤカの顔ではなく、手元に向かっていた。

「よかった、消えた……」

　目の前でジルが安あん堵どのため息を吐ついたが、彼の行動が今のサヤカにはいまいち理解できない。

　今まで温かいものが触れていた唇が、妙に寒く感じた。

「まだ、痛みますか？」

「は？　え……？　痛み……？　え、何？　何て？」

「腕ですよ。模様は消えましたが……まだ痛みますか？　どこかおかしいですか？」

「……頭がおかしい……」

　呆ぼう然ぜんと呟くと、ジルは不ふ憫びんそうにサヤカを見て、そしてすぐに目を逸そらした。

「それは……はい。初対面から薄うす々うす感じてはいましたが、自覚はあったんですね」

「そうじゃなくて！　いや否定はしないけど！　今ジルがしたことが………………」

　そこまで言って、サヤカはジルが何をしたのか、言えなくなった。なぜか顔がものすごく熱い。先ほどの痛みと熱さとは違う熱が、内側から発せられている。

　そういえば、キャンサーとレオが静かだ。サヤカが視線をやると、二人は我に返り、レオが顔を赤くして叫さけんだ。

「てめえ！　い、いきなり、こんな小こ娘むすめに、何の了りよう承しようもなく……！」

「お前も酔よってしようとしただろう」

　しれっと答えるジルに、キャンサーが衝しよう撃げきを受けた顔でレオを見上げる。

「えっ、レオ兄、サヤカさまに？　うそ、僕、信じてたのに……っ」

「お、俺はしてねえ！　とにかく、こいつに謝れ！」

　三人のやりとりをぽかんと見つめているサヤカに、ジルがレオの言葉を無視して口を開く。その形の良い唇に、どうしてか目が行く。

「あなたの『助ける力』という言葉で、この国にある神話の一部を思い出しました。『魔まに冒おかされた娘むすめを、聖者の口付けが治した』というものです。状況が似ていますし、何もしないよりは、神話といえど賭けてみようかと思いまして」

　そう言って、ジルは安堵した表情を浮かべてサヤカの腕をそっと撫なでた。

「助ける力があるのに、何もしないまま助けられなかったら、たまりませんから。……うまくいって、本当によかった」

「くち、づけ……」

　サヤカがその部分を繰くり返すと、ジルはその単語をはっきりと口にした。

「ええ、はい。キスしました」

　ジルの言葉で、ようやくサヤカは自分がされたことを理解する。

「な、何やってんのー!?」

　ジルは目を伏ふせると、落ち着いているが、どこか重い口調で言葉を発した。

「殴なぐられても文句は言いませんよ。お好きに」

「いやそんな綺き麗れいな顔殴れないけど！　私にそんなことして、許されると思ってるの!?　許されないでしょ私が！　処しよ刑けいとかされない!?」

「……そういう怒られ方をされるとは思いませんでした。処刑はされません」

　自分でも怒るポイントが違うのはわかっていたが、頭が混乱して何に怒ったらいいのかわからない。あるいは──

（ん？　あれ？　私、あんまり怒ってない？　そうね、助けてくれたんだから、怒るのはお門かど違ちがいだし……いやいやそういう問題？　あれ？　あれえええええ？）

　何に怒って、何に謝って、何に感謝すればいいのか、冷静でない頭では考えられない。

　ふと、黙だまってしまったキャンサーとレオにサヤカが目を向ける。二人はジルを見て固まっていた。そして同時に、ジルを指さす。

「「聖、者……？」」

　ジルは二人には反応せず、サヤカを立ち上がらせ、服についた埃ほこりを払はらい、微笑んだ。

「さ、帰りましょうか、サヤカ」

「待てコラァ！」

　レオの轟とどろくような怒ど声せいが響ひびく。サヤカは飛び上がったが、ジルはうるさそうに眉まゆをひそめて彼らを振ふり返る。二人とも、ジルをさした指が震ふるえていた。

「せ、聖者って、聖女のこと……？　それ、聖女の力でしょ!?　何であんたが……！」

「どういうことだ、答えろ！　てめえは何者だ！」

　心なしか、二人とも顔が蒼あおい。そんな二人に、ジルは冷たい言葉を返す。

「正確な呼び名は『聖女』ではなく『聖者』だぞ。訓練生からやり直したらどうだ」

「そんなこたぁ今どうだっていい！　てめえは、俺が聖女に誓ちかった内容も知ってやがった！　よく見りゃ髪の色も目の色も、聖女と同じだ……！」

「あ、わかった双ふた子ご！　生き別れの双子！　これだよレオ兄！　ね、そうでしょ!?」

「それだ！　そうだろ!?　なぁおいそうだと言え！　言えええええ！」

　なぜかものすごく必死に、キャンサーとレオはジルに答えを強要する。キャンサーは涙なみだを浮かべているし、レオは必死すぎてまた瞳どう孔こうが開いている。二人の様子が何だか悲ひ惨さんなので、サヤカはジルにそっと囁ささやく。

「ジル、もう本当のこと言っちゃえば？」

　サヤカの言葉にも、ジルは眉をひそめた。

「……それで誰が幸せになるんですか？」

　ジルの言っている意味がサヤカにはよくわからない。二人はジルの正体を知りたくて必死なのではないのだろうか。サヤカはきょとんと首を傾かしげる。

「え？　いや、別に幸せにもならないけど、不幸にもならないんじゃない？」

「「「なる」」」

「何で全員声揃そろえるの？」

「サヤカ。あなたは聖者にも詳くわしいんでしょう？」

「うん。聖者は聖せい騎き士しに星の力を与あたえるそんざ──あっ！」

　サヤカはやっと、三人が目を逸らしている事実に気付いた。

　ゲームでは聖女となっていたが、聖者は聖騎士に力を与える際、キスをする。

　ジルが聖者ということは、聖騎士は、彼に力を与えられたということだ。つまり。

「まさか……く、唇に──」

「「額！」」

　サヤカが恐おそる恐る、内心ちょっと妙みようなドキドキを感じながら尋たずねると、言い切る前にキャンサーとレオが叫び、その後ジルがはっきりと答えた。

「聖者が聖騎士に力を与える際は、形式に則のつとって必ず額と決められています」

「そういえばゲームでもそうだったっけ。ならそんなに気にする必要もないんじゃない？」

　サヤカはそう言ったが、キャンサーとレオの顔は晴れない。

「でも、だって……僕達はあのか弱い儚はかなげな美少女に誓って聖騎士になったんですよ……」

「男なら最初から言っとけよ！　何で数年越ごしに心に傷を負うハメになるんだよ！」

「じゃあお前達、美少女にキスされるのと、美少女に見えるだけだと知っている男にキスされるの、どっちがやる気が出る？」

「「くっ……！」」

　ジルも無表情は保っているが、一ひと際きわ冷たいその表情は、感情を殺しているように見えた。銀の瞳ひとみもどこか遠くを見ている。

　絶望するキャンサーとレオは可哀かわい想そうだが、サヤカは現在一番気になったことを口にしていた。

「ジル、そんなに可愛かわいかったの？　写真は？　絵は？　彫ちよう刻こくは？　ないの？　ねえ!?」

　ガシッとジルの腕うでを摑つかんで詰つめ寄ると、絶対零れい度どの微笑ほほえみで顔面を摑まれ、押し返される。

「サヤカ、その目で近寄らないでください。気持ち悪いです」

「とうとう言われたー！」

　ぐさりとその単語が刺ささる。だが、そこでめげるほど、サヤカは大人しくなかった。

「で、でもだって、可愛かったんでしょ!?　見たい！　せめて事実を聞かせて！」

　キャンサーとレオに解答を求めると、彼らは顔を背そむけた。そこに傷を負っているとばかりに、二人とも胸をぎゅっと押さえている。

　ジルが心底嫌いやそうなため息を吐いてから、渋しぶ々しぶ口を開く。

「……あの頃ころは、初対面で男だと言われることはまずありませんでしたからね。そのほうが彼らの志気も高まるだろうということで、王国は少女で通すことにしたんです」

　レオとキャンサーが同時に顔を覆おおい、絶望の声を発した。

「聖女の素す性じようを隠かくしていたのは、安全のためじゃなかったのかよ……！」

「僕がいくら調べても全然しっぽ摑めないはずだよぉ……」

　レオが呻うめくように呟つぶやき、キャンサーも膝ひざから崩くずれ落ちる。

　地面に転がっているキャンサーと項うな垂だれているレオを、サヤカは遠くを見るように眺ながめる。

「とにかく、これでキャンサーとレオ、二人は元に戻もど……戻せた、かなぁ……？」

　サヤカが断言できない視線の先では、キャンサーとレオの落らく胆たんする姿があった。

「レオ兄。僕達だけがこんな風に傷つくの、不公平だよ。みんな同じ不幸を味わえばいい」

「……俺達は同じ『聖女』に忠誠を誓った仲間だぞ」

「だから他ほかのみんなには隠しておけっていうの!?　そんなのずるいよ！」

「いや違ちがう。……同じ苦しみを味わってこそ、真の仲間だろうが！　だがまだ言うな！　俺達と同じルートを辿たどらせねえと意味がねえ！」

「だよね！　何人かこの事実で死にそうだけど、苦難は分かち合ってこそだよねっ！」

　ガシッと手を握にぎり合うキャンサーとレオには、確かな絆きずなが蘇よみがえっていた。

「ちゃんと呪のろい解けてる？　これ……」

　これが聖騎士として正しい決断なのか、サヤカには判断できなかった。

「バカは放っておいてください。それより──サヤカ」

　ジルの声のトーンが下がり、サヤカは彼を振り向く。彼はどこか思い詰めたような、だがそれを必死で隠すような無表情で、サヤカを見つめていた。

「……屋や敷しきに帰るまでに、あなたの役目を続けるか、よく考えておいてください」

「え……何言ってるの？　私は……」

「あなたが帰りたいと言うなら、俺はあなたを元の世界に帰しますから」

　そう言って、ジルはサヤカに背を向ける。

　サヤカはついさっきまで模様と激痛のあった右みぎ腕うでを撫なでる。たしかに怖こわかった。あんな痛みや恐きよう怖ふは、もう感じたくない。でも、もう何ともない。身体からだも、心も。

（ジルがいてくれたから。ジルがいてくれるなら──）

　二人でなら、何も怖いものなんてないと思えた。

　だからこそ、ジルの言葉に腹が立つ。

（そんなの、考えるまでも、ないのに……）

　サヤカがジルを睨にらんでいると、ジルがレオとキャンサーの前に立った。

「レオ、キャンサー。バカなことをしていないで、さっさと町の状じよう況きようを確かく認にんしに行け」

「「くっ……！」」

　聖者と知って、レオもキャンサーもジルに強く出られないらしい。何より、ジルの言っていることは正論だ。余計に腹が立つという顔で、二人は言われた通りに町の見回りへ向かう。が、その直前、同時にサヤカを振り返ってきた。

「待っててくださいね、サヤカさまっ！」

「まだ怪かい物ぶつがいる可能性はゼロじゃねえんだ。さっさと屋内に避ひ難なんしろ」

　満面の笑えみのキャンサーに、ぶっきらぼうながらも優やさしいレオ。

　二人の言葉に、サヤカは倒たおれそうなほどの歓かん喜きと興奮を感じ、涙を流す。

「ああ～、これよこれ！　こういう二人が見たかったのー！　尊い！　最高！　幸せー！」

「こうなったサヤカは言葉が通じないからさっさと行け」

　ジルの冷たい言葉が聞こえた気がしたが、すべてが報むくわれた喜びを嚙かみしめているサヤカには通じていなかった。猿さる扱あつかいされたことに気付くのは、数分後のことである。
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　レオの守る町から屋敷に戻った頃には、日が暮れ、夜の帳とばりが下りていた。

　レオとキャンサーの二人はジルの正体にショックを受けつつも、やはりサヤカとジルに協力してくれるということだった。もう一段階、ジルの正体で驚おどろくことを彼らはまだ知らない。

　今日は新月だったらしい。バルコニーから見上げると、満天の星があった。こんなに何も遮さえぎるものがない星空を、サヤカは初めて見た。

　背後で扉とびらを開く音がした。上品な足音に安心し、サヤカは振ふり返りもしなかった。

「今日は、星が綺き麗れいに見えますね」

「ジルの顔も綺麗だよ」

「どうしてあなたに言われると……こんなに嬉うれしくないんでしょうか」

　ジルが何をしに来たのかはわかっていた。彼は隣に立ち、サヤカに視線を向けた。

「……本当にこのまま役目を続けるか、答えを聞かせてください」

　空を仰あおいでいたサヤカも、ジルに視線を移す。銀の瞳が、サヤカを真っ直すぐに見つめてくる。彼の綺麗な目に、ムッとしたサヤカの顔が映った。

「それ、ムカつく。勝手に呼んで、勝手に頼たのんでおいて……全部一方的じゃん」

「ええ。そうですね。それは本当にすみませんでした。謝ります」

　そう言ってジルはサヤカに頭を下げた。そこまで真しん剣けんに謝られるとは思わず、サヤカはしばし呆ぼう然ぜんと、銀の髪かみを見つめていた。我に返ったのは、彼が顔を上げてからだった。

「これは言い訳ですが……予想外なことが多すぎた。これほどあなたに危険が及およぶことも、あなたがここまで平へい凡ぼんな少女だとも思っていなかったんです」

「ふーん！　どうせ面おも白しろみのない平々凡々な女子高生ですよ！」

「いえ面白みは有り余ってます。そこは過小評価しないでください」

「えっ……？　マジで？」

　そんなに自分は面白人間なのだろうか。ジルの顔は真剣だった。その真剣な目のまま、彼は言葉を続ける。

「何より予想外だったのは、ここまで聖せい騎き士しのことを思ってくれる人だったことです」

　ジルの表情が、優しく綻ほころぶ。噓うそ偽いつわりなく、『嬉しい』という感情をサヤカに見せていた。

「ジルはどう思ってるの？　私にどうしてほしいと思ってるの？」

　サヤカがそう言うと、彼は本当に驚いたのか、笑みを消して目を瞬しばたたかせた。

「……俺が、先に言っていいんですか？」

「うん。ジルがどう思ってるのか、聞かせてほしい。っていうか、ジルの意見を聞いたところで、私の気持ちは全然変わらないし～？」

　べ、と舌を出してみる。彼の言うことは、だいたい予想できる。『もうやめていい』か、『役目を続けてほしい』のどちらかしかないだろう。

　そう高を括くくっていたサヤカの両手を、ジルは掬すくうようにそっと取る。爪つま先さきがくっつくほど近くに立ち、彼はサヤカを見つめる。彼の前まえ髪がみがさらりとサヤカの額を撫で──

「え……」

　ジルはサヤカの右みぎ肩かたに額を置いていた。

（キ……キスされるのかと思ったぁ！　私の変態！　そんなイベントないってーの！）

　恥はずかしい勘かん違ちがいに、急激に顔が熱くなり、心臓が大きな音を立てている。そんな中でも、ジルのその声はすぐ傍そばから聞こえてきた。

「俺は……サヤカにここにいてほしい」

「……へっ？」

　そんな声を発して、サヤカは固まる。固まりながらも、心臓の鼓こ動どうだけはさらに加速する。

「……俺はこの三年間、ずっと一人で、この状況をどうすればいいのか考えていた。それが俺の役目で、当然のことだと思っていた。でも、俺は、たぶん……」

　ジルは少しだけ、言葉を探すように沈ちん黙もくした。

「……きっと、同じ気持ちを持つ誰だれかを、求めていたんだ。聖騎士への憧あこがれを持ち、彼らを助けたいと思う、誰かを。あなたは俺以上に、彼らのことを信じて、考えてくれていた。同じ場所で、同じ気持ちを共有してくれる……それが本当に嬉しかったんだ」

　そう言ったジルの声は穏おだやかで落ち着いていたが、小さな子どもが喜ぶような、そんな無む邪じや気きな気持ちも感じられた。

　サヤカの手を握るジルの手が、そっと力を込める。

「あなたのおかげで、自分では考えられないような賭かけもした。それがうまくいって、彼らを元に戻もどす道が開けた。……あなたを、つらい目にも遭あわせてしまったが、それでも──」

　ジルはサヤカの肩かたから顔を上げる。彼の視線が、月光のように真っ直ぐサヤカに注がれる。

「俺は、サヤカに傍にいてほしいと思った。……これが、俺の今の気持ちです。サヤカの気持ちも聞かせてください」

　ぽかんとしていたサヤカは、ジルが自分を見つめて答えを待っていることに気付く。

（そ、そそ、そんな顔で、そんなこと言うの、反則オブ反則では……!?）

　先手を取られた気持ちになったが、言えと言ったのはサヤカだった。それに自分の考えは変わらない。頭かぶりを振り、ジルの両手をぎゅっと握り返すと、サヤカは自分の考えを口にした。

「「ジルの気持ちを聞いたって変わらないって、言ったでしょ！　この状況がシナリオ通りだろうと違っていようと、もうどうでもいいわ！　ここは画面越しの世界じゃないんだもん！　目の前の歪ゆがんだ聖騎士を元に戻せるなら、悪役令れい嬢じようでも何でもやってやるんだから！」

「何を言っているのか、細かい所は後々聞きますから、少し落ち着いてください」

　思い返していたらヒートアップしてしまったサヤカを、ジルが苦く笑しようして宥なだめる。

「と、とにかく、私は聖騎士達を元に戻す！　それはもう決めたことなの！　絶対変わらないし、誰にも変えられないから！」

　サヤカは力強くそう言ったが、ジルは疲つかれたような、呆あきれたようなため息をつく。

「……本当に、考えました？」

　この時のサヤカは、ただただ自分の目的しか見えていなかった。ジルの言い方にもムッとして、考えろと言われているのにあまり考えずに答えていた。──そこまで考えが及ばなかった。

「考えたってば！　他ほかの聖騎士も、みんな呪のろいのせいで歪ゆがんでるんでしょ!?　それを放っておくなんて、そっちのほうが精神衛生上悪いの！　……それに……」

「それに？」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、サヤカは星空を見上げる。

「ここまで来たら、他の聖騎士にも会いたい！」

「欲望まみれで何より信しん頼らいできる返答をありがとうございます」

「い、いや待って。たしかにこれも重要な目的なんだけど！」

　思わず口に出てしまった欲望はもう覆くつがえせないが、これが最重要だと思われては困る。

「私はこんな……聖騎士達が苦しむような状況、絶対に放っておけない。私の立場が悪役だっていうんなら、それを最大限利用して、このシナリオを私の望む結末にしてやるんだから！」

　聖騎士達が、正しくあれる世界。それがサヤカの望む世界だ。そして──

（その中で、ジルも笑っていてくれたら、すごく嬉しいから）

　サヤカが心の中でそう呟つぶやく前で、ジルは目を伏ふせ、しっかりと頷うなずいた。

「……わかりました。それが、サヤカが考えた上での答えなんですね」

「そうだって言ってるでしょ！」

「では、了りよう承しようを得たということでよろしいですね？」

「………………んっ？　了承？　って、何の？」

　ジルが微笑ほほえむ。その綺麗な笑え顔がおの奥に、確固とした意志を感じ──なぜかサヤカは動どう揺ようした。

「な、なな、何？　何なの？」

　自分でも何に動揺しているのかわからない。ジルが怖こわいわけではない。嫌いやな感じもしない。重圧を感じるわけでもない。だが、なぜだか変な汗あせが出てきて、顔が熱い。

　サヤカの心境を知ってか知らずか、ジルはにっこりと微笑んだまま口を開く。顔は笑っている。だが、その口調は恐おそろしいほど真剣だった。

「俺は、サヤカに嫌がられようと、嫌きらわれようと、あなたが聖騎士の星の力を奪うばえば、その度たびにキスして呪いを消します。二度とあんな風に、あなたを苦しめるようなことはさせない」

「えっ……あっ!?　ちょ、待っ……！」

[image: ]

「あなたの決意が揺ゆるがないことはわかりました。なので俺ももう譲ゆずりません。あなたが力を奪ったら、必ずキスをしますから──」

　考えろというのは、『力を奪った後』の話だったらしい。そこまで思い至らず、焦あせって熱くなるサヤカの頰ほおにジルはそっと触ふれ、どこか意地悪く微笑んだ。

「──覚かく悟ごは、しておいてくださいね」

　触れられた頰がくすぐったい。そのくすぐったさで、余計に顔が熱くなる。

「い、いや、そのっ、でもっ、ジルだってそんなこと、嫌じゃ──」

「俺は嫌じゃないですよ」

　ぽかんとするサヤカに、ジルは穏やかに微笑みかける。顔が熱い。いや顔だけではなく、耳も、首も、頭のてっぺんまで熱い。

　そんなサヤカを見て、ジルが綺き麗れいなだけではない、おかしそうな笑い声を上げた。

「こ、この極ごく悪あく執しつ事じ！　……いや違ちがう王子だった！　属性多すぎるでしょ！」

「顔に免めんじて許してください」

「くっ……！　許してしまう自分が愚おろかすぎて悲しい……！」

　からかわれた──今はそう思わなければ、頭が爆ばく発はつしてしまいそうだから。








あとがき









　こんにちは。はじめましての方ははじめまして。お久しぶりの方は再びお目にかかれてとっても嬉うれしいです。時とき田たとおるです。




　この度たびは本書『悪役令嬢らしく、攻略対象を服従させます　推しがダメになっていて解釈違いなんですけど!?』をお手にとってくださり、誠まことにありがとうございます。タイトルが長くてすみません。でもタイトルの通りのストーリーなのです。楽しんでいただけたでしょうか？　私は非常に楽しく執しつ筆ぴつさせていただきました！

　そんなわけで、本作はかなりコメディよりのストーリーとなっておりますが、前作は一八〇度違ってシリアスな作品を書いておりました。最初に原げん稿こうを上げた時、担当編集Ｙさんに「本当に前作と同じ人が書いているのかと思った」と言われてしまいました（笑）。

　ちなみに前作とは、とても素す敵てきなれるりりさまの楽曲『僕がモンスターになった日』をノベライズさせていただきました。是ぜ非ひそちらもよろしくお願いいたします（宣伝）。




　それではここからは感謝の言葉を述べさせていただきたいと思います。

　イラストを担当してくださった、わるつさま。サヤカは凜り々りしい美少女、ジルは優美という言葉が似合う美形、キャンサーはふわふわで可愛かわいい美少年、レオは好戦的なイケメン……とそれぞれ魅み力りよく的にデザインしていただいただけではなく、素敵な笑え顔がおや悪い顔、恍こう惚こつとした顔まで、キャラクター達を本当に多た彩さいに描えがいてくださいました。ありがとうございました！

　担当編集Ｙさん。私事で大変ご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたが、おかげさまでここまで来られました！　いつも本当にありがとうございます！

　本書の出版にあたり、お力ちから添ぞえいただいた編集部のみなさま、関係者のみなさまにも厚くお礼申し上げます。

　支えてくれる大事な友人、家族にもいつも感謝しております。ありがとう！

　そして何より、ここまで読んでくださったみなさまに最大の感謝を。このお話を読まれた方が、笑ったり元気になったりしてほしいと、願いをこめながら執筆いたしました。その願いが少しでも叶かなっていればこれ以上嬉しいことはありません。




　それでは。またお会いできることを心から願っております。





時田とおる


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「悪役令嬢の執事らしく、お遊びに付き合います」







　暗くらい部屋に、十二本の蠟ろう燭そくが灯ともっている。揺ゆらめく二つの炎を、サヤカがそっと吹き消す。それをジルは静かに見つめていた。蠟燭二本分、さらに暗くなった部屋の中で、椅い子すに深く腰こし掛かけ、ゆったりと足を組んだサヤカは唇くちびるを吊つり上げる。

「……これで、蟹かに座ざと獅し子し座ざの力が手に入ったわね」

「ええ。キャンサーとレオはサヤカお嬢じようさまに服従いたしました」

　サヤカがワイングラスを掲かかげると、ジルは静かに赤黒い液体を注そそぐ。

「ですが、サヤカさまには簡単すぎましたね。退たい屈くつされたのでは？」

「そんなことないわ。私は充じゆう分ぶん楽しませてもらっていてよ？　この私を楽しませてくれるのは、聖せい騎き士し達だけなんですもの」

　サヤカが揺らすワイングラスに、笑えんだ唇が映うつる。

「……必ず全員、私のものにするわ。残りは十人……ふふっ。あと十回もこんなに楽しい思いができるなんて、嬉うれしいわ」

「せいぜい奴らがあなたを楽しませてくれるとよいのですが」

「そうね。彼らは一体どうやって、この私を楽しませてくれるのかしら？　ふふふ……ふふっ……んふふふっ、ふへっ」

　サヤカの間の抜けた笑い声を聞いて、潮しお時どきだと思った。ジルは持っていた瓶びんを机に置き、どこか虚きよ無む感かんのある声で彼女に呼びかける。

「……サヤカ。いい加減この茶番を終わらせて、カーテンを開けても？」

　サヤカは机に突つっ伏ぷしてうなずき、震ふるえた手でワイングラスを置いた。もちろんグラスの中で揺らしているのは赤ワインなどではなく、ただのブドウジュースだ。

　ジルがカーテンを開けると、窓には青い空が広がり、暗かった室内は暖あたたかな光で満たされた。

「満足しましたか？　『悪役令れい嬢じようごっこ』とやらは？」

　そう問いかけると、サヤカががばりと顔を上げる。恥はずかしさと、それを上うわ回まわる興こう奮ふんで赤くなった顔をジルに向けてくる。

「すっっっごく楽しかった！　ありがとうジル！　一回やってみたかったの、悪役らしいこと！　あっ、でもキャンサーとレオには言わないでよ!?　一応これでも恥ずかしいって自覚はあるんだから！」

　暗い部屋と蠟燭、ワイングラスとジュースはただの雰ふん囲い気き作りだった。サヤカが言うには、「これで長毛の猫ねこを膝ひざに乗せて、外では雷でも轟とどろけば完かん璧ぺきだった」らしい。だが都つ合ごう良く長毛の猫はいないし、今日の天気は快晴だった。

「はいはい。お嬢さまが楽しそうで何よりです。……まったく、他にほしいものや、俺にしてほしいことはなかったんですか？」

　ため息の代わりに、ジルは一本の蠟燭を吹き消した。サヤカが慌あわててそれを手伝う。何せ雰囲気作りのためだけに十二本もの蠟燭をつけたのだから。

　サヤカは聖騎士であるキャンサーとレオの呪のろわれた星の力を奪うばい、歪ゆがんでしまった彼らを元に戻した。その報ほう酬しゆうが何もないと気付き、ジルはサヤカに「何かほしいものや、自分にしてほしいことはないか」と尋たずねた。彼女は少しだけ考えてから、答えた。──悪役令嬢ごっこがしたい、と。

　ジルは心底呆あきれた顔でサヤカを見下ろす。

「普通、もっと自分の利り益えきになるようなことを言いますよ」

「あったことはあった……んだけど、ちょっと口に出すのは憚はばかられるっていうか……」

「……一体、俺に何をさせようとしてたんですか」

　この少女の考えることは、時にジルの想像を絶する。思わず一歩遠ざかると、サヤカは声を上げた。

「そ、そんな引かれるようなひどいことをさせるつもりはないってば！　………………」

　ひどいことはしないだろうが、引くようなことはさせそうだ。その証しよう拠こに目を逸そらしている。おそらく聖騎士に関することなのだろうが、ジルの地じ雷らいだからと遠えん慮りよしたのだろう。たとえば、聖騎士の服装をしてほしい──とか。たとえそれがサヤカの頼みでも、自分はとてつもなく不ふ機き嫌げんになるだろう。口にしなかったのは英断だ。

　思っていることがすぐ顔に出る──時々口にも出る──サヤカが考えていることを察するのは容易たやすい。今も己おのれの欲よく望ぼうと理性が彼女の中で戦っているのだろう。無む駄だに難しい顔をしている。そんな彼女の様子が面おも白しろくて、つい悪戯いたずら心ごころが湧わき上がる。

「いいですよ」

「えっ、本当にいい……の……？」

　ジルは一度開けたカーテンをそっと閉め、きょとんとする彼女の耳元に唇を近づける。

「口にするのも憚られるようなこと……しますか？」

　破は裂れつ音おんがしそうなほど、サヤカの顔は耳や頭頂部まで一気に赤くなり、ジルから身を離す。

「く、くくく口にするのも憚られるようなことって何ー!?」

「あなたが言った言葉を繰くり返しただけですが？」

「わ、私が考えたのはただ騎士のコスプレを──いや何でもない！　とにかく考えてたのはそういうことじゃないから！　っていうか無駄に色気を振りまくなー！」

　顔を真まっ赤かにし、耳を押さえて悔くやしげにこちらを睨にらんでくるサヤカを見て、ジルは思わず笑い声を零こぼした。

「サヤカお嬢さまなら、ここは余裕で返さないと」

「え、ええ……!?　お嬢さまなら……？」

　ジルの言葉を素す直なおに受け止めて考えつつ、サヤカは再度椅子に座って頰ほお杖づえを突き、足を組んだ。表情も悪ぶって口元を吊り上げ、こちらを見つめる。この少女は緊張感のない平和な中身のくせに、悪い顔をするのだけは上手うまい。

「……口にするのも憚られるような悪いことは、あなたとしかしないわよ、ジル？」

　サヤカが悪い笑みでそう言った後、沈ちん黙もくが数秒続いた。その間にも、サヤカの顔がまた徐々に赤くなっていく。沈黙に耐えられなくなったらしく、サヤカはジルに向かって喚わめいた。

「っ何か言えー！　……ハッ！　あんたわざとこんなこと言わせて私をからかって遊んでるんでしょ!?」

「はい」

　ジルは心のままに、真まっ直すぐな声と笑顔で即答した。サヤカの赤い顔に青あお筋すじが浮かぶ。

「そうでした、あんたはそういう奴でした！　顔の良さですぐ忘れるけど！」

　それもどうなのだろう。叫さけぶサヤカを見て、ジルは口元を押さえる。ダメだ、肩かたが揺れる。堪こらえきれなくなり──いや、彼女の前では堪える必要もないと思い、口元から手を放した。

「……っははは！　ええ、俺はそういう奴ですよ」

　不機嫌そうにそっぽを向いていたサヤカが、ジルの笑い声にこちらを向いた。面めん食くらったような顔をした後、サヤカは緊張感のない、緩ゆるんだ笑みを浮かべた。

「何ですか、その顔は？」

「え？　いや、えへへ……ジル、やっと楽しそうに笑ったなって思って」

「は？」

「だってジル、私がここにいるって決めてから、私の前ではいつも通りだったけど、一人になると思い詰めたような顔してたから。面白いことしたら、少しは気が晴れるかなって思ったんだけど……私が超楽しいだけでした。ごめんなさい」

　ここにいて、聖騎士から力を奪う役目をまっとうする。そう決めたのはサヤカだ。だが、これで本当に良かったのかと、考えずにはいられなかった。しかし──

「……俺も充分、楽しんでいますよ」

　サヤカといる間は、考えごとをする暇ひまもない。根こん拠きよもないのに、どうしてか彼女といると、大丈夫だと思える。だから緊張感のない彼女の笑顔に、ついつられて笑ってしまうのだ。

「ということで、聖騎士のプライドをバキバキに折ってから力を奪う、楽しい楽しい計画でも立てましょうか」

「その鬼き畜ちくなワンクッション必要!?」

「必ひつ須す事じ項こうです。次も期待していますよ、サヤカお嬢さま？」

　サヤカの顔が蒼くなる。「早まったのでは……？」とでも後こう悔かいしているらしい。コロコロと変わる表情に、ジルはやはり堪えられず、笑ってしまった。蒼くなっていた顔が今度はまた赤くなり、サヤカの眉まゆが吊り上がった。

「だから私で遊ぶなー！　むかつきとときめきで心しん臓ぞうもたないっての！」



















悪あく役やく令れい嬢じようらしく、攻こう略りやく対たい象しようを服ふく従じゆうさせます
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